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　序章　―Prologue―







　――モニカ。

　――モニカ。

　――早く逃にげなさい。ここは父さんに任まかせて。

　芳かぐわしい花の香りが辺りを包む。自分の背よりも高い、薄うす紅べに色の花の間を縫ぬって走った。

　だけどどこかで知っていた。

　私は逃げられない。

　きっとこの庭を越えれば、そこにいるはず。

　だっていつもそうだったもの。背はい後ごばかり気にして後ろを向いているうちに、いつのまにか先回りして目の前に現れる。

　――モニカ。

　嬉うれしそうな声が聞こえる。捕つかまえようと両手を広げた、その影。

　絶望を感じて、力尽つきた。

　ほら、やっぱり。




　――逃げられなかったでしょう？








　第一章　禁断の薔薇に包まれて







　太い枝を摑つかむと、よっこいせ、と体を引き上げた。

　下級兵士用の革の胴どう当あてや肩かた当あてなどを外はずした軽けい装そうのミラは、慎しん重ちように、だができる限り急いで枝を渡った。人間の気け配はいを感じ、青い小鳥は半はん狂きよう乱らんで羽ばたきを繰くり返す。枝の裂さけ目に挟はさまれた細い脚が無理に引っ張られ、いまにも千ち切ぎれてしまいそうだ。

「わあっ、暴あばれるなよ！　なんにもしないよ！」

　ミラは春の若草のような翠みどりの目に焦あせりの色を浮うかべ、必死で手を伸ばした。踏ふみしめる枝は小鳥に近づくほど、細く頼たよりなくなっていく。

（あ、あとちょっと……！　じっとしてろよ！）

　もう少しで裂けた枝に手が届く。葉の密集する枝に足を伸ばした。

　途と端たんに、がくんと体が傾かたむいた。

「うわっ！」

　枝があるように見えた繁しげみはただ葉が重なっていただけで、手が届きそうだった青い小鳥があっという間に視し界かいから消える。

「うわああああっっ！」

　葉を巻き込み、小枝を折りながらミラの体は落下した。細い枝がしなり体中を打つ。もがきながら枝を摑もうとするが、指が触ふれるのは葉っぱばかりだ。

　覚かく悟ごを決めて、きつく目を閉じた。

　しかし、予想した衝しよう撃げきは訪れなかった。

　地面に叩たたきつけられる前に、誰かがミラの体を受け止めたのだ。がっしりとした、力強い腕うでだ。抱き止められ、その人物もろとも地面に転がる。

（た、助かった……）

　恐怖にばくばく音を立てる心しん臓ぞうを静め、全身で息を吐はいた。

　ぎゅっと閉じていた目を開ければ、全くの無む傷きずだ。地面に手をつき体を起こすと、切せつ羽ぱ詰まった声が落ちて来た。

「大丈夫でしたか!?」

　落ちた本人よりもよっぽど焦った声だ。

　振ふり仰あおいだその先には、一人の男がいた。

　上から人が降って来て驚おどろいたのか、その目は大きく見開かれていた。地に膝ひざをついたまま、男は何かを言いかけるように唇くちびるを開く。

　細ほそ身みの、だがなよやかさは感じさせない凜り々りしい顔立ちだった。さらりとした髪が額ひたいにかかり、男性らしい輪りん郭かくを縁ふちどっている。目も鼻はな筋すじも唇も、髪の間からのぞく耳も全てが品良く整ととのい、すれ違えば思わず振り返ってしまいそうな容よう貌ぼうだ。

　至し近きん距きよ離りで見つめ合ったミラは、その目に吸い込まれそうになった。

（紫むらさきだ）

　襟えり足あしに掛かるぐらいの髪は、黒くろかと思ったが違う。明るい陽ひの光に照らされ、それが濃こい紫だと分かった。だがそれよりもミラの視線を釘くぎ付づけにしたのは、男の虹こう彩さいだ。

　それは髪よりもはっきりと分かる、まるで紫水すい晶しようのような瞳ひとみだったのだ。

（すごい。こんな目、見たことない）

　何秒だったか。男とミラは互いに動きを止めて見つめ合っていた。

「殿でん下か！　どうしたんですか、突然飛び出したりして」

　その空気を破やぶるように声が聞こえ、見れば、王宮に続く扉とびらから長い金きんの髪を一つに束たばねた男が駆け寄る。貴き族ぞくらしい身み奇ぎ麗れいな出いで立ちで、年はこの紫の瞳の男と同じ二十歳はたち前後に見えた。

「公こう爵しやく閣かつ下かが怒ってます……よ……って、何してるんですか？」

　腕の中にいるミラを見ると、澄すんだ空のような水みず色の目を丸くする。

　なんとなく二人の男に目を奪うばわれていたミラは、我われに返って飛び起きた。

「失礼致しましたっ！　申し訳ありません！」

　腕の中から退のくと、膝をついていた男は、ミラの柔やわらかい亜あ麻ま色の髪から葉っぱを取ってくれた。落ち着きを取り戻し、その端たん整せいな顔を優しくする。

「いいえ。あなたに怪け我がが無くてよかった。二階からあなたの頭が見えたものですから」

　優ゆう雅がに土を払はらって立ち上がった男は長身だった。ミラよりも頭一つ分高く、焦りの消えた声は耳に優しい低さで、見た目よりも大人びた印象を与える。整った容よう姿しの上をいく立ち居振ふる舞まいの美しさに見惚とれ、ミラは慌あわてて頭を下げた。

「本当にありがとうございました。危あやうく大怪我に……」

「なにをしている、ミラ！」

　突然響ひびいた怒ど号ごうに、ミラは文字通り飛び上がった。声の主ぬしはミラの所しよ属ぞくする下級兵士団の隊長、ディクトンだ。険けわしい形ぎよう相そうのまま、ずかずか歩あゆみ寄ってくる。

「まだ城にいたのか！　役立たずの上に、決められた行動も出来んとはどういうことだ！」

「申し訳ありません！」

　強きよう烈れつなビンタを予よ測そくし、ミラは歯を食いしばり直ちよく立りつ不ふ動どうの体たい勢せいで待った。こうなれば言い訳するより一発殴なぐられたほうが早い。

　しかしディクトンの手が振り下ろされるより早く、大きな手がその腕を摑み、押し留とどめた。

「何をする気だ」

　男は抑おさえ込むような怒ど気きをはらんだ声で、眼がん光こう鋭するどくディクトンを睨にらむ。美しい紫の目には、明らかな怒りが浮かんでいた。

　状況を忘れ、ミラは息を呑のんで見つめた。

（す、すごい）

　ビンタしようとした腕を止めるなんて、この男はとてつもない反はん射しや神しん経けいの持ち主だ。ディクトンは指が食い込むほど摑まれた手を離はなそうと、やっきになって腕を振る。

「なんだ貴き様さまは！　これは私の隊の者だ。軍ぐん規きを乱みだす者にはそれ相そう応おうの懲ちよう罰ばつを……」

「この少年は私に引き止められていただけだ。私の命令であれば従したがわざるを得ないだろう。彼は罰ばつせられるべきではない」

　堂どう々どうと言い放たれ怪け訝げんそうな顔をしたディクトンの前に、金髪の男が笑顔で割り込んだ。

「申し訳ないですー、隊長殿どの。アレクシス殿下のわがままだから許ゆるしてあげてくださいよ」

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、ディクトンはさっと顔色を変えて膝をついた。突っ立ったままのミラに苛いら立だちをぶつけるように怒ど鳴なる。

「何をしている、ひざまずかんか！　カゼルラ王国第一王子、アレクシス殿下だ！」

　その言葉は稲いな妻ずまのようにミラを打った。

「失礼致しましたっ!!」

　ミラの住むペンテレイア王国は、森に囲まれた小国家だ。大陸の最さい西せい端たんに位置し、森の向こうは海になる。そんな弱小国と国境を接しているのが、ペンテレイアからすれば超がつくほどの巨大国家、カゼルラ王国だった。海とカゼルラに囲い込まれ、地図で見ればペンテレイアは西にある点のようなものだ。まさに陸の孤こ島とう、カゼルラを通つう過かしない限りどの国にも行けない。

　自国の命を握にぎっていると言ってもいい強国の王子が、公爵を連れて非ひ公こう式しきで訪れている。軍の末まつ端たんであるミラもその情報は知っていたが、まさかこの人物がそうだとは思わなかったのだ。

　膝をついたまま、ディクトンは険しい顔でミラを睨んだ。

「お前は兵舎に戻れ。これ以上遅れてみろ。後あとは分かってるだろうな？」

「は、はい」

　脅おどしつけられ返事をしたものの、ミラは迷った。実はさっきから助けてやれなかった小鳥が、すごく鳴いている。囀さえずりなんてものじゃない、命の危き機きを感じた叫び声だ。

（ど、どうしよう）

　ミラはちらりと右斜ななめ上を見る。鳥の鳴き声と一緒に、緑の葉っぱが数枚落ちてくる。

（助けてやるからあんまり暴れるな！　足が千切れるぞ！）

　兵舎に戻ったら、すぐには出てこられなくなる。とにかくここは一刻も早く引いて、近くに潜ひそんで王子たちが消えてから救出するのが一番時間の短縮になるだろう。

「それでは自分は戻ります。ありがとうございました」

　ミラは外していた胴当や肩当を拾い集めると、アレクシスと従じゆう者しやに勢いきおいよく頭を下げた。

「後で呼びますから行きなさい」

「え？」

　すぐに声が掛かり振り向くと、アレクシスは少し笑っていた。

　背の高い彼は腕を伸ばして頭ず上じようの太い枝を摑んだ。強さを確かめるように揺ゆさぶる。

　と、懸けん垂すいのように体を引き上げ、あっという間に木の上に立ってしまったのだ。

（ええええっ!?）
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　王子が、それも二十歳は超えているだろう男が木に登りはじめた。

「殿下！　危ないですよー、下りてください！」

　金髪の従者が叫ぶが、するすると器用に登っていく。見る間に暴れる小鳥に近づくと、挟まった足を外し片手で捕とらえた。

　まだ鳴き続ける小鳥を胸に抱き、アレクシスは木の上からミラを見下ろす。枝の隙すき間まから見上げるミラに、紫の目を優しく細めてにっこりと笑った。

「後で呼びます」




　全ぜん速そく力りよくで兵舎に戻ると、仲間達はすでに城じよう下かに向けて出発した後だった。

「おーい、ミラ！」

　待っていてくれたのだろう、手を振る筋きん肉にく質しつな男にミラは息を切らして駆け寄った。同じ下級兵士のキーツは馬車を用意してくれている。急いで御ぎよ者しや台に乗り込むと、すぐに鞭むちが当てられ、古ぼけた台車つき馬車は大きく音を立てながら走り出した。

「お前どこ行ってたんだ？　小隊長をごまかすの苦労したぞ」

「ごめん、ありがとう！　木に引っ掛かった鳥を見つけたから、助けようと思って……ってそれよりもキーツ！　さっきカゼルラの王太子殿下に会った！」

「噓うそつけ、俺らなんかがお姿を拝はい見けんできるわけねぇだろ」

「ほんとだって！　すごいんだよ、ご自分で木に登って傷きずついた小鳥を助けられたんだ！　びっくりしたよ！」

　同じするにしても、王子なら従者に指さし図ずして終わりだろう。

（それだけじゃない。僕を庇かばってくれて、そのうえ鳥を気にしていることも気づいてくれた）

　大国の王太子の優しさと細やかな気き遣づかいに、ミラは心の底から嬉うれしくなってしまった。馬を操あやつるキーツはその顔に噓がないことを知り、目を丸くする。

「へえ、本物か？　来てるのは聞いてたけど」

「リチオ陛へい下かのご結婚のお祝いかな？　公爵様も一緒に来てるっていうし」

「お祝いねぇ。カゼルラからしたら、ペンテレイアなんてどうでもいいだろうにな」

　こんな辺へん境きようの小国、去年の国王の即そく位い式しきでやっと第二王子が来てくれただけだというのに。長年カゼルラ王の名みよう代だいは臣しん下かが務めてきたので、即位式は快かい挙きよとまで言われたほどだ。

　首を傾げる二人を乗せて、馬車は貴族の屋敷の立ち並ぶチェリルー通りをさらに下っていく。

　広い道の両りよう脇わきには葉を茂らせた木々が並び、木こ漏もれ日の中を進めば唐とう突とつに視界が開けた。

　街がい路ろ樹じゆの終わりにあるのは、大きな円形の広場だ。

　中央には、国こつ旗きの意い匠しようともなっている一いつ角かく獣じゆうと建けん国こくの女王を象かたどった乙女おとめの噴ふん水すいがあり、貴族の馬車や町民たちの乗合馬車が時計回りに進んでいる。外周は品の良い服屋、花屋やお菓子屋、食事をするための飲食店が立ち並び、買い物を楽しむ人たちで賑にぎわっていた。

　敷しき石いしは白と青の幾き何か学がく的てきな紋もん様ようを描えがく煉れん瓦がで彩いろどられており、噴水広場を中心に枝分かれして城下へ広がっていく。この放射線状の道は、丘の上に建つ王城から見下ろせば、町全体を覆おおう紋章だと知ることができる。

　それは戦せん乱らんの最さ中なかで町を守るために魔ま導どう師したちが創り出した、古こ代だいの結けつ界かいだった。

　魔道王国ペンテレイア。

　現在大陸の覇はと呼ばれるカゼルラが国として形を成なす、その遥はるか前のこと。かつては不思議の術じゆつを操り、大陸を統一した時代の名な残ごりだ。

　その後国家の広がりと共に血は薄うすれ、魔道を扱あつかえる者が減げん少しようしたため次し第だいに衰すい退たい。建国から約千七百年経った今は辺境の小国となった。

　しかし微び弱じやくながらも魔道の力を受け継つぐ者は存在し、彼らは魔導師として国政に携たずさわっている。

　時計回りの馬車道に合流したミラたちは、城下へ続く南の道へ抜けていった。

　広場をすぎると徐じよ々じよに道は狭せまくなり、周りは煉瓦ではなく太い木と漆しつ喰くいで造られた家ばかりになる。

　その民家が立ち並ぶ道をさらに進んだところが、ミラたちの仕事場である池だ。

　結界を張はった後に作られた町の南なん端たんは道といえる道もなくなり、緩ゆるやかな生温かい風に乗って、腐くさった物と水の猛もう烈れつな臭しゆう気きが流れてくる。

　異い臭しゆうを放つ池の前では何台もの馬車が停とまり、百名余りの下級兵士たちがちょうど作業を開始しようとしているところだった。ミラとキーツは馬車の群むれの中に紛まぎれると、目立たないよう、急いでシャベルや大きなスコップを手に作業に加わった。

（よかった、間に合った）

　気づいた仲間達がさりげなく前に立って二人を庇ってくれ、ミラは「ごめん」と感謝しながら、池のヘドロにスコップを入れた。

　城の側そばにあるロラン湖からの水は、都の中で何本かに分かれて海に流れ込む。そのいくつもある中で海に流れず溜たまるのが、この城下の最南端にある池だ。家庭から出たごみを川へ捨てる住民がいるため、綺き麗れいだった池はここ数年で異臭を放つヘドロに変わってしまった。

「ううー、臭くっせぇ。ちっくしょー、王妃様が言い出さなけりゃしなくてよかったのになぁ」

　鼻を覆う手て拭ぬぐいなど気休めだ。この作業中は口を開かないのが一番なのだが、キーツは我が慢まんできずにぼやく。

　せっせと淀よどんだ水を浚さらっていたミラは、止め気味だった呼吸をちょっと解放した。

「そうかな？　僕は大事なことだと思うよ。モニカ様のすることは間ま違ちがっていない」

　キーツはそんなミラを見て、あきれた顔をした。

「お前、モニカ王妃好きだなぁ。会ったこともないのに」

「まぁ……名前になじみがあるから」

「は？」

「なんでもない。民衆の立場で物事を考えてくださるから好きなんだ。この池のこととか」

　すぐに口をつぐんだが、ウッとなりかけ、慌てて息を止める。

（今まで見ないふりしてきたんだ。モニカ様が言ってくださらなければ、もっと酷ひどくなってた）

　ペンテレイアの若き国王リチオは、王太子時代から政治を顧かえりみないことで有名だった。新しい案件も他国との外交も、国内の問題ごとも、病やまいがちだった先王の時代から全て大臣であるガレが支えてきたのだ。大臣に政治を掌しよう握あくされ奮ふん起きしてくれればいいが、政治嫌いのリチオはむしろ好こう都つ合ごうとばかりに丸投げ。プライドもへったくれもない。

　だがそんな新米国王のもとに、幼い頃から婚約していたという美しい女性がやってきた。

　それがこの池の清せい掃そうを提てい案あんした新しい王妃、モニカだ。

　リチオが結婚したのは半年も前だが、なぜか公おおやけにはされていなかった。しかしいくら秘密にしていても、こうして城に詰めていれば色々と話は聞くものだ。噂うわさが噂を呼んで、ついに王宮は王妃の存在を民たみに明かし、知れ渡ることになった。それがつい先月のこと。町には亜麻色の髪に翠すい緑りよくの瞳の美び貌ぼうの王妃の絵え姿すがたが出回り、飛ぶように売れた。

　異国の出身らしいが後こう見けんは他でもないガレが務め、養よう女じよとなっているので、国民は一いち様ように大歓迎ムードだ。美しい王妃を迎え、王宮だけでなく町も活かつ気きづいている。

　汗を拭ぬぐって、ミラは励はげますように笑った。

「リチオ陛下もモニカ様とご結婚されて、変わったらしいね。この作業もあとちょっとだし、頑がん張ばろう」

　半年かけて行われてきたこの事業も、もうすぐ終わりだ。美しくなる街並みを思い、ミラは力を入れて汚よごれた池を浚った。




　池掃除が終われば何をおいても風ふ呂ろだが、兵舎に戻るとすぐにディクトンに呼ばれた。

「ミラ、来い！　カゼルラのアレクシス殿下がお呼びだ。先ほどの無ぶ礼れいに対する罰ばつだろう。行ってくるがいい！」

　兵士達がざわめきディクトンはご満まん悦えつだが、ミラはみなに聞こえるように言い返した。

「カゼルラの王太子殿下はそのような方ではありません。先ほど小鳥を助けて頂いたので、おそらくその件です」

　あの優しい王子が兵士達に悪く思われるのは我慢ならない。案あんの定じようディクトンには頭を叩はたかれたが、いつものことと気にせず受けて一礼した。

　大急ぎで着替えて兵舎を出ると、そこには芝しば生ふが広がり、隣となりには塔とうを持つ大きな石造りの建物がある。薬草の花畑に囲まれたそこは、魔導師たちの仕事場でもあり、住居でもある魔道宿舎だ。

　ミラは足早に西に向かって歩いた。隣り合う兵舎と魔道宿舎から広場を越えたところには、遠くから見ると球体に見える不思議な建物がある。

　ペンテレイアの王城、「宝ほう珠じゆ」だ。

　外壁は純じゆん白ぱくの大だい理り石せきで角かどがない。全ての壁が丸みを帯おびていて、昼間は白しろ大理石が陽光に、夕ゆう暮ぐれ時は金色の丸屋根が西日に輝かがやいて見えることから、「宝珠」の名がついた。その昔、魔道王国として栄え、未いまだに魔導師という職業があるペンテレイアならではの、変わった形の城だ。

　背はい後ごには翠に輝くロラン湖があり、宝珠はその畔ほとりにちょこんと佇たたずんでいた。

　入り口まで行くと、先ほどの金髪の従者が待っていた。ミラを見つけ、明るく笑う。

「どうもどうもー。さあ、殿下がびっくりするぐらい待ってますよー」

　挨あい拶さつをしようとしたミラを止め、時間を惜おしむように先に立って城の奥へ歩き出す。

　絵画の飾られた長い廊下を抜け、手すりに一角獣の装そう飾しよくを施ほどこした広い階段を上がる。これまで下級兵士のミラが入ることが出来たのは城の一階だけだが、二階の床ゆかには真しん紅くの敷しき物ものが置かれ、古こ風ふうで趣おもむきがあった。

　前を行く従者は三階まで来ると、最奥の部屋の扉を叩いた。

　通された貴き賓ひん室しつは広くはなかったが、落ち着きがあり、居い心ごこ地ちが良さそうだった。床には花模様の絨じゆう毯たんが敷かれ、落ち着いた風合いの木のテーブルと揃そろいの椅い子すが二脚。鏡きよう台だいや天てん蓋がい付きのベッド、暖だん炉ろにも花が飾られ、とてもいい香りがする。大きな窓には白いレースのカーテンが掛かり、バルコニーからペンテレイアの古めかしい街並みが見下ろせた。

　中には女じよ官かんも兵もおらず、紫の瞳の王子は入ってきたミラに飛びつくように駆け寄ってきた。

「ようこそ、ミラ。カゼルラ王国、サンテオーレ家のアレクシスといいます」

　こうして改めて王子だと言われれば、大いに納なつ得とくできる優雅な立ち姿だ。ディクトンとのやり取りからして彼がいかに鍛きたえられた者かは知っているが、いまのアレクシスはそういった猛たけ々だけしさを感じさせない、優しげな青年だった。

　ミラはひざまずくのを制止されたので、右腕を胸の前に構え深々と礼をした。

「三等兵士団のミラと申します。先ほどは小鳥を助けて頂いてありがとうございました」

「かまいませんよ。あなたが気にしているのが感じられたので」

　柔らかい声で言い、背後に立つ従者を呼ぶ。

「私の従者でマーシュ・ディ・ミーニといいます。カゼルラ王国の男だん爵しやく家の次じ男なんです」

「こんにちはー」

　マーシュは水色の瞳でミラを見ると、ぱっと笑った。華はなやいだ声は彼の性せい質しつを物語るような、潑はつ剌らつとした明るさだった。身長はアレクシスよりは低いが、それでも十分高い。臙えん脂じのリボンで束ねられたさらさらの髪は太陽みたいな金色で、品が良いながらもどこか茶目っ気のある青年だった。

「初めまして、マーシュ様。ミラと申します」

　ようやく挨拶が出来てほっとしたが、マーシュはひらひらと顔の前で手を振った。

「いやいや、マーシュでいいですよ。そんな顔で様をつけられると困ります」

「え？」

「いや、俺はただの侍じ従じゆうなんで。あまり気を遣つかわなくてもいいですよ」

（そ、そんな顔？）

　いま、さりげなく酷いことを言われた気がする。しかしショックを受ける間もなく、アレクシスが眉まゆをひそめた。

「何か臭においますね」

　マーシュも鼻をうごめかせ、臭いの元が自分だと気づいたミラは慌てた。

「失礼致しました！　先ほどまで廃はい水すい処しよ理りの仕事をしていたので！」

「……廃水？　あなたが？」

　眉を寄せていたアレクシスにさらに顔をしかめられ、ミラは時間をもらって風呂に入ってくればよかったと後こう悔かいした。

「申し訳ありません、下級兵士の仕事なので。あ、でもあと何日かで終わります。下町もすごく綺麗になったんですよ」

　無意識に距離をおくように後ろへ下がったが、それを止めるように無言で手を取られた。そのまま窓まど際ぎわに置かれた小さな台まで連れて行かれる。

　腰こしの高さほどの台には華きや奢しやな銀ぎんの鳥とり籠かごがあり、中では先ほどの青い小鳥が餌えさを啄ついばんでいた。

「特に骨こつ折せつはしていないそうですよ。あまり飛び回らないように小さな籠で、止まり木を作らないようにと言われました。両足で動けるようになったら外に放していいそうですので、私の滞たい在ざい期間にはちゃんと戻しておきますね」

「ありがとうございます、殿下！　ここまでして頂けるなんて」

　完かん璧ぺきな処しよ置ちに感動して礼をすると、アレクシスは微ほほ笑えみながら上品な木のテーブルにミラを誘った。

「さあ、ミラ。こちらへどうぞ」

「どうぞどうぞ、座ってください。たーっぷり、このお茶を飲んでください」

　有う無むを言わさないマーシュの手によって、お茶が淹いれられる。すぐに失礼しようと思っていたミラだが、すでに用意されていては断るに断れない。恐縮しつつ一礼して席に着いた。

　白い華奢なカップからは、柑かん橘きつ系のすっきりとした香りが漂ただよってくる。

　紅あかく透すき通る美しいお茶に見惚れ、勧すすめられるまま口に含んだミラは驚いて顔を上げた。

「おいしい。これはなんのお茶ですか？」

　香りのままに柑橘系かと思ったが、味は糖とう度どの高い桜おう桃とうのようで砂糖を入れなくても十分甘い。感想がお世せ辞じではないことを悟さとったのだろう、アレクシスは何度もうなずいた。

「おいしいですか。そうですか。このお茶はリュセという花から作られていて、カゼルラの特産なんです。甘いものがお好きなんですね」

「そうですね、よく食べます。でもお茶でこんなに甘いものは初めて飲みました」

　まるで花の蜜みつを飲んでいるみたいな甘さだ。にこにこして飲み干ほすと、マーシュはすぐにおかわりを入れてくれた。

　上じよう機き嫌げんのミラを見つめていたアレクシスは、おもむろに言った。

「あなたは城下に住んでいるのですか？」

「いえ、僕は身寄りがないので、宝珠の側にある兵舎に住んでいます」

「ではそこに案内して頂けませんか？　夜まで時間が空いているんです」

　思わぬ提案に驚いたが、アレクシスはいたって真ま顔がおだ。王城近辺の案内などすでにされているはずなのに、よほど時間を持て余しているのだろうか。

「……わかりました。僕でよければ御案内させていただきます」

　少し考えて、ミラはカップを置いた。特に断る理由もないし、小鳥のお礼もある。

　連れ立って部屋を出ると、隣に並んだアレクシスは気遣わしげにミラを見つめた。

「さきほど身寄りがないと言っていましたね。全く一人も？」

「はい。二年前まで祖そ父ふがいたんですけど、突然倒たおれてそれっきり。最後に話すこともできませんでした」

「生まれはペンテレイアですか？」

「はい。王都ではなくて、出身はシレナの町ですが」

　ペンテレイア王国にある主だった町はたった二つ。王都と、馬を使えば一日もかからず行けてしまう南のシレナの町だけで、あとは名もない小村がいくつかあるだけだ。黙ったアレクシスに代わり、マーシュはふーんと相あい槌づちを打った。

「じゃあ、カゼルラには生まれてから一回も行ったことないですか？」

「カゼルラ王国にですか？　ないです。それに事故に遭あってしまったんで、シレナで暮らしていたときのことも全く覚えてないですし」

「事故？」

「四年前に両親と一緒に馬車の事故に遭ったんです。そのせいで、王都に来た十三歳ごろからしか記き憶おくがないんです」

　ミラと両親はシレナの町で暮らしていたという。事故に巻き込まれ、一人生き残ったミラを王都で魔導師をしていた祖父のトナタスが引き取ってくれたのだ。後こう遺い症しようで父の顔も母の顔も思い出せず、事故のことや両親のことは全て祖父が教えてくれた。

　神しん妙みような顔をして沈ちん黙もくした二人に、ミラは気を遣わせてしまったかと頭を下げた。

「申し訳ありません、楽しい話ではないですね。僕自身は記憶が無いので、正直なところ悲しくはないんですが」

　本当は悲しむべきなのだろう。だがどうしても、存在していた実感の無い両親を懐なつかしむことができなかったのだ。

「両親にとって、僕は薄はく情じよう者だと思います。思い出すこともできないなんて」

「薄情ではないですよー。でも、ご両親のことを覚えていないというのは少し寂さびしいですね」

　マーシュはさっぱりした口く調ちようで言い、アレクシスもうなずいた。

「確かに。でも私は覚えていなくてもいいと思いますよ。記憶が無いのはあなたのせいではありませんし、覚えていることで辛つらい思いをすることもあるでしょう。悲しい思い出なら少ないほうがいい」

　何なに気げない言葉だったが、ミラは少し驚いた。

（……おじいさんと同じこと言うんだ）

　アレクシスはミラの視線に気づくと、それを怒りと解かい釈しやくしたのか慌てだした。

「すみません、ご両親のことなら少しでも覚えていたいのは当然ですよね。あなたの気持ちも考えずに勝手なことを……」

　本気でおろおろしているのが見て取れ、ミラは笑顔で首を横に振った。

「いえ、違うんです。祖父にも同じことを言われたので懐かしくなって。ありがとうございます」　

　両親の死を悲しむことができず悩むミラに、祖父は「わざわざ悲しいことを思い出さんでいい。辛くないぞ、わーいぐらい言っとけ」と明るく言ってくれたものだ。

　懐かしい言葉にミラは単純に喜んだが、アレクシスはその祖父も亡なくなっていることに気づいたのだろう、ほんの一瞬だけ痛ましそうな顔をした。

　だが、すぐに微び笑しように変えて前を向く。

「ぜひ祖父君にもお会いしたかったですね。ところで、ミラ」

　上方にある「大広間」という金のプレートを指して笑った。

「外は逆方向ですよ」




　結局案内していたはずのアレクシスに案内され、宝珠の外に出た。

「本当に申し訳ありません！　僕、すごい方向音おん痴ちなんです。お城の奥は初めてで」

「そのようですね。とてもいいです」

　アレクシスもマーシュも笑ってくれて、ほっとした。自分でも嫌いやになるほど方向感覚が狂くるっているのだが、空気を和なごませるのには役立ったようだ。

　外へ出て東を目指せば、自然と目の前は湖になる。ペンテレイアを象徴するロラン湖は、エメラルドを溶とかしたような透き通った翠色の湖だ。鏡のように森を映うつし出す湖は国の大切な宝であり、畔に建つ宝珠は画家達にこぞって題材にされるほど有名な景けい観かんだった。

　そのロラン湖を背に、並ぶ二つの建物がある。ミラはまず有名な方へ手を差し出した。

「こちらの塔を持つ建物が、魔導師たちの仕事場です。周りの花畑は全て薬草なんですよ」

　綺麗に区分けされた花畑や薬やく木ぼくに囲まれた魔道宿舎は、ペンテレイアで一番古い建築物といわれている。高い尖せん塔とうをもち、一つ一つが一抱えもある灰はい色の石で造られた建物は厳きびしく、純白で柔らかな印象の宝珠とは対たい照しよう的てきだった。

　アレクシスは、塔の天てつ辺ぺんに掛かる釣つり鐘がねを興味深そうに見上げた。

「魔導師、というのが不思議ですね。一体どういう人たちなのか」

「手の平から火を出したりとか？　空飛んだりして！」

　わくわくと身を乗り出したマーシュに、ミラは苦笑した。

「大昔はそうでしたが、今は違いますよ。魔導師というのは物の力を引き出す人々のことなんです。花や鉱こう物ぶつ、生き物の羽根や骨といった物に宿る力を具ぐ現げん化させたり、他の物と組み合わせたりして目的に合った効果を出すのが、魔導師の仕事なんです」

　過去、それこそペンテレイアの建国を記した古文書には人が空を飛び、不ふ可か思し議ぎな動物を従え、炎ほのおや水のような自然界の力を操る記述があった。だが現代の魔道にそんな大掛かりな力はない。今のペンテレイアで扱われている魔道は「知識」と言い換かえてもよかった。

　しかし、知識だけではなれないのが「魔導師」というもの。

「魔導師は先せん天てん的てきな素そ質しつが必要で、同じ物質を使っても、効果を出せる方と全く出せない方がいるんです。なるためには現役の魔導師に素質を見み極きわめられるんですが、やっぱりちょっと個性的な方が多いですね」

「殿下殿下、魔導師に会いに行きましょう！　素質を見てもらいましょう！」

　マーシュは両手を振り回して催さい促そくするが、アレクシスはあさっての方向を見ている。

「兵舎はあちらの建物ですか？　城よりも大きいんですね」

「ああ、空気！　俺はいま殿下にとって空気に！」

「ミラ、こちらを向いてください。相手はしなくて結構ですから」

　身み悶もだえるマーシュと質問するアレクシスとに翻ほん弄ろうされるミラの腕を取り、強引に兵舎に向ける。

「で、ですが、マーシュ様が……」

「しっ。相手をすると調子に乗りますから。ところで魔導師の仕事に詳しいんですね。もしかして目指していたんですか？」

「はい、本当は。祖父が魔導師でよく仕事場に連れていかれたので、馴な染じみもありましたし」

「そっか、おじいさんが魔導師だったのかー。俺もなりたいよー」

　自然に会話に入ってきたマーシュにミラはビクッとしたが、アレクシスは慣なれたもので反応無しだ。

「なぜ兵士を選んだんですか？」

「僕に魔道力が無かったことが一番なんですけど、祖父は子供のころ兵士になりたかったんです。でも素質があったらしく、無理やり魔導師への道を決められてしまって。だから……祖父が死んだときに、なんとなく兵士になろうと……」

　言いながら、うつむいてしまった。

「どうしましたか？」

　すぐに心配そうに覗のぞき込まれ、慌てて顔を上げた。

「いえ、僕は兵士としても向いていなかったみたいで。すごく力が無くて、できることが少ないんです。本当にお荷物で」

　他国の王子にこんなことを相談するのもよくないが、気遣うようなアレクシスの視線に、つい弱音を吐いてしまった。

　きっと努力が足りないからだと思い、寝る間も惜しんで体力づくりに励んできた。だがそれでも、どうやっても、仲間に追いつけない。走るのも遅く、握あく力りよくも筋きん力りよくも格かく段だんに弱い。そもそも長時間の訓練についていけないのだ。おかげで毎日ディクトンに「能のう無なし」「役立たず」「辞やめろ」と怒鳴られる毎日だ。

　十七になるのに、いまだに髭ひげも生えない。自分は男としてどこかに欠けつ陥かんがあるのでは、と思うのだが、どうすればいいのかわからない。

「なんとか頑張ってきたつもりなんですけど、迷めい惑わくを掛けるだけだし……って、え!?」

　落ち込みながら語っていたのに、突然胸を突つかれ、たたらをふんだ。

　何の予告もなしに、アレクシスが手の平でミラの胸を押したのだ。

（な、なんだ？）

　叱しつ咤た激げき励れい……というわけではなさそうだ。

　簡単によろめいたミラに、アレクシスは表情を変えた。

「失礼、押しすぎました」

　申し訳なさそうな顔でミラの背中に手を回し、支えてくれる。胸に手の平を置いたまま。

「あの……。殿下？」

　両手でミラの上半身を挟み込んだまま、アレクシスは難むずかしい顔で動かない。途と惑まどいながら声を掛けると、いきなりずいっと距離を詰めてきた。

「もう一度触さわっ……、いえ、一緒に風呂に入りませんか？」

「風呂っ!?」

「もう兵舎の場所はわかりました。私の部屋に戻って、風呂に入りましょう。お願いします」

　アレクシスは怖こわいほど真剣だ。返事のできないミラにかまわず、マーシュは踵きびすを返す。

「その方がいいかも。じゃあ、用意してもらってきまーす」

　さっさと宝珠に走って行ってしまった。何が「その方がいい」のか。止めようとしたが、自分が池掃除のせいでひどい臭いをさせていることを思い出した。

（そうか、きっとずっと我慢されてたんだ）

　ミラは少し兵舎の方へと後あと退ずさりながら、頭を下げた。

「申し訳ありません、臭かったですよね。あの、僕はもうこのまま兵舎に戻りますので」

「いえ。決してそういう理由ではありませんが、一緒に入ってください。兵舎でしか入れないと言うのであれば、私がそちらの風呂に入ります」

「そんな馬ば鹿かな!!」

「では、私の部屋へ来てください」

　距離をとったのに、がっしりと腕を摑まれる。紫の目に見み据すえられて逃にげられなくなったミラは、なすすべもなく従った。




（なぜこんなことに……）

　満まん面めんの笑えみのマーシュに脱だつ衣い所じよに押し込められ、ミラはのろのろと服に手を掛けていた。

　対するアレクシスはいつも侍従たちが世話をするのだろう、まるでミラなどいないかのような堂々とした脱ぎっぷりだ。あまり見るのもよくないと思いつつ、そのシャツの下から現れた肉体にまじまじと見入ってしまった。

　細いように見えて肩は広く、胸や腹も引き締しまった素晴らしい筋肉だ。鍛えているだろうと思っていたが、ここまでとは。

　手の止まってしまったミラに、アレクシスは振り返り、視線をくれる。

「さあ。どうぞ、脱いでください」

　こんなに体格に差があっては、貧ひん相そうな体を晒さらすのが恥ずかしい。おずおずボタンを外しながら上うわ目め遣づかいにアレクシスを見れば、なぜかものすごくこちらを凝ぎよう視ししている。

「さあ！」

　力強い紫の目で迫られ、ミラは覚悟を決めた。

（えいっ！）

　男らしく上着をはだけ、勢いよく下した穿ばきを下ろす。勢いあまって下着まで一緒に脱げてしまった。

「ああああ!!」

　瞬間、アレクシスはため息と共にがっくりと両手を床についた。全ぜん裸らで四つんばいだ。

　対たい処しよしにくい事じ態たいにミラは混乱したが、アレクシスの逞たくましい肩が震ふるえていることに気づいた。しゃくりあげる声と、抑えたうめき声のようなものも聞こえる。

（泣いてる!?）

「殿下？　どうされたんですか？」

　四つんばいの彼に合わせ膝をついて顔を覗き込むと、アレクシスは涙で溢あふれた目を背けた。

「……布を。隠かくしてください……」

　膝をついているから、目の前に見えるのだろう。慌てて備え付けられていた布を腰に巻き、アレクシスにも渡した。改めて顔を見れば涙でぐしゃぐしゃだ。

　何が彼をここまで取り乱させるのかわからないが、ただ、ひどく落らく胆たんしていることだけは分かった。絶望、と言った方がいいかもしれない。

「大丈夫ですか、殿下？　ね、ほら、風呂に入りましょう。きっと気分も良くなりますよ」

　困ってしまい、ミラは必死で慰なぐさめた。手を引くとなんとか立ち上がってくれたが、足から力が抜けたのかふらふらしている。

　急いで浴室への扉を開けたミラだったが、内装の美しさに思わず動きを止めてしまった。

　さすがは貴賓室の浴室だ。風呂は床も湯ゆ船ぶねも壁も、全て滑なめらかな白大理石で造られていた。ロラン湖に面した大きな硝がら子す窓は曇くもっていたが、開ければ湖こ畔はんの景色が見渡せるだろう。薔ば薇らの花か弁べんが浮き、湯が絶えず流れている。ほのかに香る薔薇と立ち上る湯気が少し幻想的だった。

（すごい！　ちょっと来てよかったな）

　悲ひ嘆たんにくれるアレクシスには申し訳ないが、あまりの美しさに浮かれてしまった。

　力をなくしてしまった王子の背中を流してやり、泣き止まないので髪も洗ってやった。

　濡ぬれてしょんぼりしたように見えるアレクシスは、小さく鼻をすすって事情を話してくれた。

「申し訳ありませんでした。あなたがあまりにも私の知る女性に似ていたので、確かめたくなったんです」

「それは……」

「とても、大切な人だったんです。それなのに、私の前から消えてしまった。二度と戻らなくなってしまった」

「殿下……」

　つまり、ミラが本当は女なんじゃないかと思ったわけだ。

　いくらなんでもそれはないだろうと言いたかったが、憐あわれみの気持ちが湧わき上がり言葉を切った。アレクシスの頰ほおをまた、涙が伝ったからだ。気がついたら言葉が滑すべり出ていた。

「殿下、元気を出してください。僕にできることならなんでもしますから」

「では女じよ装そう……」

「イヤです」

　そこまでするつもりは無い。すげなく断ってしまい「しまった」と思ったが、くぐもった低い声が聞こえ、アレクシスが笑っていることを知った。

（………………怖い）

　少し距離を置くと、うつむいていた彼は顔を上げた。その顔にもう涙はなく、なぜか元気を取り戻したような笑みが浮かんでいる。

　アレクシスは楽しそうな顔のまま、ミラの胸元を指さした。

「首飾りは外さないんですか？」

　言われて目を落とした。それは銀の鎖くさりで繋つながれた、小さな楕だ円えん形けいの首飾りだ。親指の爪ほどの大きさだが、留め金がついていて中に物が入れられる。

「祖父の形かた見みなんです。必ず、どんなときでも身につけておくように言われたので」

　絶対になくさないようにと厳げん命めいされた物だ。あまり他人に触れさせたりはしないのだが、やけに興味深く見つめるので首から外し、手渡した。

　人の大切な形見をどうこうするような人とは思えないし、こんな場所で盗とられようもない。

　思ったとおり丁てい重ちような仕草で首飾りを受け取ったアレクシスは、留め金に気づいた。

「中は開けても？」

　ミラがうなずくと、小さな銀の留め金を外した。

「これは……なんですか？」

　中にあるのは、指で摘つまむのがやっとの小さな石の欠片かけらだ。色は黄金の艶つやを無くしたような金きん古こ美びで、花のようなよい香りがしてとても硬こう度どがある。

「なんの石だか、僕にも分からないんです。事故の後祖父に、いつか迎えに来る人がいるから、そのときまで大切に持っていなさいって渡されたんですけど」

「迎えに来る？」

「はい。変ですよね。肉親も親族も、もう一人もいないのに」

　いったいどこの誰が来るというのか。昔は祖父と離れたくなくて「迎えは来なくていい」と真剣に願ったものだ。

　だがその祖父も亡くなり二年が経った。日々は何も変わらず流れ、ミラを訪ねてくる人はいないし手紙が届くこともない。

　自分に関わりのある人なんて、もういないのだろう。そう思ったが、首飾りを外す気にはならなかった。たとえ意味のない物でも、ミラにとっては祖父との大事な思い出の品だ。

（おじいさん、もしかして僕を心配してこれをくれたのかな）

　体調を崩くずしてからは、色々な人にミラの面めん倒どうを頼んで回ってくれた人だ。何かあれば一人残されてしまう孫まごを、完全に孤こ独どくにしないための優しさだったのかもしれない。

　落とさないよう大切に石をしまって首に掛けると、じっと見つめていたアレクシスが不意につぶやいた。

「すごく華奢ですね」

　何のことかと思ったが、視線はミラの肩や胸に注がれている。一番気にしていることなので、恥ずかしくなって隠すように顎あごまで湯に浸つかった。

「情けないですよね。殿下は逞しくてうらやましいです」

「散々鍛えましたから。何があっても対処できるように」

「それはすごいです」

「ええ、誰よりも速く走れるように。摑んだら絶対に離さないように。特に瞬しゆん発ぱつ力りよくと動どう体たい視し力りよくを鍛えました。なにしろ素す早ばやかったですから」

「……はあ。大変なんですね」

　動体視力を鍛えなければいけないとは、カゼルラの家臣の動きはよほど素早いに違いない。王子という役目は想像以上に大変なようだ。

「明日、町を案内してくれませんか？」

　突然の申し出に目を瞬またたけば、アレクシスは穏おだやかに微笑んでいた。風呂の中でなければ、舞ぶ踏とう会かいへ招待されたかと思うような美しい笑顔だ。とても全裸で四つんばいになっていた人物とは思えない。

「僕でいいんですか？　では仕事が終わってから参りますので、夕方ごろになりますが」

「池掃除ですか？　そんな仕事はしなくていい。あなたにそんなことをさせるのは」

「では、案内を他の者に頼んでください。どちらかというと、殿下の案内のほうが僕には過ぎた仕事ですので」

　廃水処理は誰にとっても嫌な仕事だ。だからこそ、一人抜けたくはなかった。

　アレクシスの言葉を遮さえぎってしまったことに気づき、ミラは顔が湯につくほど頭を下げた。

「申し訳ありません、失礼な口をきいて。でも他の隊士が仕事に出ているのに、僕だけというのは……」

　しかしアレクシスは無礼を咎とがめることなく、にっこりと笑った。

「いいえ、失礼だったのは私の方だ。仕事が終わってからでかまいません、是ぜ非ひあなたに案内して頂きたいんです。どこでもいい、できればあなたがいつも訪れている場所で。貴族の案内する城下以外を見たいんです」

「それでしたら、喜んでご案内させて頂きます」

　納得して頭を下げれば、額から汗が落ちる。いい加減、湯に浸かりすぎてのぼせてきたが、気づいたアレクシスがさっと手を差し出してくれた。

「ちょっと入りすぎましたね。冷たい物を用意させましょう」

　立ち上がると、くらりと立ちくらみがしてしまった。一瞬目の前が真っ暗になったが、予測していたのかアレクシスが支えてくれた。腰に手を回され、引き寄せられる。

　その反動で広い胸に収まってしまい、慌てて体勢を立て直した。

　だが寄りかかってしまった無礼をお詫びするより早く、腰に回された手に力がこもる。耳元に少し落とした、低い声が聞こえた。　

「明日、楽しみにしています」

　薔薇の香りを漂わせ、その日は別れた。
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　翌日、池の仕事を終えたミラはしっかりと風呂に入り、臭いを落としてから待ち合わせ場所に向かった。部屋までお迎えに上がりますと申し出たのだが断られ、なぜか城下での現地集合になったのだ。

　チェリルー通りの広場の木こ蔭かげ。優ゆう美びな白い長椅子から笑顔で立ち上がったアレクシスを見て、ミラは軽々しく引き受けたことを後悔した。

（僕が弱いってちゃんと聞いてくれてたのか？）

　てっきり護ご衛えいが来るだろうと思っていたのに、一緒にいるのはマーシュだけだったのだ。

　広場を行き交かう貴族の馬車や、連れ立って歩く婦人たちの間を縫ぬって、ミラはアレクシスに近づいた。

「あの、アレクシス様」

「アレクと呼んでください」

「ではアレク様」

「様はいりません」

「そういうわけには参りません」

　きっぱりと断ると、泣きそうな顔をする。

　当然だ。見ているほうが可か哀わい想そうになるほどの顔だったが、大国の王子を下級兵士が呼び捨てにするわけにはいかない。ミラは遠えん慮りよがちにマーシュをうかがった。

「アレク様、あの、護衛はマーシュ様お一人でいいんですか？　決して危険な町ではありませんが、その」

　失礼の無いよう言葉を探すと、マーシュはあっけらかんと笑った。

「護衛なんていりませんよ。あと、様はいらないです。普通にしゃべってくださいよ。あの方に似たあなたに様をつけられると、畏おそれ多い気持ちになりますから。身分とか気にしないで友達になりましょう、友達に」

　あの方というのがアレクの大切な女性のことだと思い当たり、ここにきて初めて、出会った頃に言われた言葉の意味が理解できた。

（そんな顔、ってそういう意味だったのか）

　勝手にマーシュの言葉を誤解して、傷ついていたミラは反省した。

「分かった。じゃあ、マーシュ？」

「あ、そんな感じでいいです。ただ、俺はミラ様って呼びますよ。呼び捨てには出来ないので」

　がくっときたが、言っても聞いてくれなさそうだ。

（そんなにアレク様の想い人に似てるのかなぁ。でも亡くなった方なら、少し似ているだけでも嬉しいのかも）

　ミラだって祖父との共通点を見つけた人には好こう意いを持ってしまう。気持ちは分かる気がした。

「では少し歩くんですが、参りましょうか」

　ミラは広場から城下へ続く分かれ道のうち、比較的広い中央道に向かって歩き出した。この先にはペンテレイアの庶しよ民みんなら、必ず一度は訪れる店があるのだ。

　興こう奮ふんして煉瓦の坂道を走り出すマーシュを目で追いながら、何気なくミラは尋たずねた。
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「マーシュとアレク様は乳ち兄きよう弟だいなのですか？」

「まさか！　全くもって違います。なぜ急にそんなことを？」

「そうなんですか？　いえ、とても仲がよろしいので」

　乳兄弟じゃないとするには親しすぎる。マーシュの性格もあるだろうが、王子と従者とは思えない関係だ。

　ミラの言いたいことを察さつ知ちしたのか、アレクは微び妙みように口ごもった。

「確かに子供の頃からの付き合いですが、なんというか……その………彼は………相談役です」

「では、アレク様がとても頼りにされている方ということですね」

「……………………そう素直に言われると背せ筋すじが寒くなりますが」

　決して嬉しそうな顔ではないが、否定もしなかった。なかなか意地っ張りなのかもしれない。からかうわけにもいかないので、ミラは微笑むにとどめた。

　あっちこっちへ寄り道しながら先を行くマーシュはともかく、アレクは自然に歩幅を合わせて歩いてくれている。あまりにさりげないので途と中ちゆうまで気づかなかったが、足の長さが違うのに速度が一緒なわけがない。

（アレク様じゃなかったら、遅いって罰せられてるかもしれないな）

　貴族でも、身分が下と見ると露ろ骨こつに横おう柄へいになる者がいる。だがこのカゼルラの王太子は下級兵士のミラに歩調を合わせ、マーシュの自由な行動も黙もく認にん。驚きよう異い的な寛かん大だいさだ。

　アレクは王族という身分ではなく、自分の存在自体に自信を持っているのだろう。生まれついただけでその地位に腰掛けている者なら、きっとこんなふうには振る舞えない。穏やかな優しさの中に、重い身分に押しつぶされないだけの力強さや誇ほこりを感じた。

（本当に本物の王子様なんだなぁ）

　カゼルラにはアレクの弟である第二王子がいるが、跡あと目め争いについての噂はちらとも聞かない。この王太子を次代の王として、大国カゼルラがいかに一つにまとまっているかがよくわかる。

　ひとしきり感心しながらのどかな道を進み、途中でマーシュを捕ほ獲かくしつつ着いた先は、広い庭を持つ大きな店だった。

「これは……。何の店ですか？」

　アレクは店構えを見上げた。三軒の大きな家と庭を繋げた敷地には魔道宿舎のような花畑があり、薬草がたくさん植えられている。それぞれの家の玄関口には銀色の看板が吊つり下げられ、一軒目には五枚の花弁を持つ花、二軒目は交こう差さした剣けんと杖つえ、三軒目には開かれた本が描かれている。

「ここは魔道具屋です。手前の店から順に薬草、魔道具、魔道書を取り扱っています。貴族の方はお城で直接もらったりするんですが、城下に住む人間はみんなここで買うんですよ」

「魔道具！　しかもみんな買う!?」

　マーシュが驚きと喜びの入り交じった声で叫ぶ。

　この店は観光客用のお土産みやげ屋ではない。れっきとした生活用品売り場だ。

　ペンテレイアの民は魔ま除よけや占い、まじないなどを日常的に使っている。彼らにとって魔道具は特別な物ではなく、消しよう耗もう品ひんであり生活に無くてはならないものなのだ。

「さすがは魔道王国ペンテレイアですね。魔道書なんていつ使うんですか？」

「大体は病気のときとか困ったことがあるときですが、いつでも使えますよ。本として読んでも色んな発見がありますし。通常、家に一冊はあるものですから」

　夕刻の店には、客がひっきりなしに出入りしている。二人を連れてミラは古い木の扉を開いた。取っ手から伸びた紐ひもによって、看板の大きな鈴が澄んだ音をたてる。

　今回の案内の目玉である魔道具屋に入った途端、マーシュが目を輝かせた。

　広い店内は棚だらけで、商品ごとにきっちりと区画分けされている。真正面に見える壁には杖と小型の剣が並んで掛けられ、色とりどりのタペストリーが飾られていた。

　中年の女性が客の相手をする番台には宝石類、奥には一抱えもある紺こん碧ぺきの石が置かれ、完璧な球体の水晶や岩場から切り取ってきたような尖とがった紫の石もある。蔦つた模様の装飾を施した大きな鏡、銀や硝子の杯さかずきや壷つぼや鉢はち、魔導師着用のローブからベールまで揃った充実の商品群だ。

「一番多いのがお守りとしての装飾品です。護ご符ふなどもありますので」

　マーシュはまっしぐらに杖に向かって駆け出して行った。ゆっくり後を追いながら、アレクは串に刺ささった蜥蜴とかげや大きな虫の黒焼きをしげしげと見つめる。

「本当におもしろい国だ。まだこんな風習が残っているとは」

　森と湖に守られ、気候は温暖。長年争いもなく、本当に何かに守られているのではと思うほど平和な国だった。東から南に広がるシレナの森は鳥や小動物の宝庫で、他の国にはいない珍ちん種しゆもたくさん生存している。

　アレクは中身が金色に発光している砂時計をひっくり返す。

「空気や水も驚くほど綺麗だし、魔道の力が働いているんでしょうか」

「不思議ですよね。シレナの森は地形的に人が入れない場所も多いですし、実際に一角獣を見たという人もいるんですよ」

「それはまた。見てみたいですね」

「僕もです。綺麗なんだろうなぁ」

　うっとりつぶやくと、アレクはどこか懐かしそうに笑った。

「あなた本当に動物好きですね」

　本当に、と言われるほど動物好きを披ひ露ろうしたつもりはないのだが、間違ってはいない。そうですねと答えると、とても嬉しそうだった。

（……ああ、ひょっとして）

　亡くなったアレクの大切な女性が、動物好きだったのではないか。あまりに素直に感情を表され、困ってしまった。ちょっとだけ、少しだけ。よくない兆ちよう候こうのような気がしないでもない。

　だがそうした予感は、藍あい色の魔導師のローブと、おどろおどろしい暗黒の杖を手にしたマーシュの騒さわぎ声に消された。

「殿下殿下、これ買ってくださいー。俺、ペンテレイアに行って魔道を習得してきたってみんなに自じ慢まんするから」

「ああ、魔道で姿を消したと伝えておく」

「魔道じゃない！　明らかに人力だ!!」

「マーシュ、この場で殿下っていうのはちょっと……」

　周囲に目をやり小声で注意したが、杖を握ったマーシュはきょとんとする。

「え？　いいですよ、デンカって名前にすれば。誰も気にしないー」

「そんな、めちゃくちゃな……」

　それでなくてもアレクとマーシュは目立つのだ。服装は地味に抑えていても、明らかに庶民ではない立ち姿だ。男でありながら華やかな容姿の二人に、先ほどから店の女性客がちらちらとこちらを見ている。それに気づいたのか、マーシュは若い娘達に向け投げキッスを送る。

　とたんに黄色い声が上がり、マーシュはご機嫌で胸を叩いた。

「だぁいじょうぶ大丈夫！　何かあっても殿下が守ってくれますから！」

「それは逆じゃないと駄だ目めなんじゃ……」

「殿下に敵かなう人なんてうちの将しよう軍ぐんぐらいですからね。ミラ様は何も心配しなくていいんですよ」

　ぱちりと空そら色の瞳でウインクしてみせる。〝カゼルラの獅し子し〟とも呼ばれ、他国にも勇ゆう名めいを馳はせている将軍に匹ひつ敵てきとはすごいが、それと護衛を王太子に任まかせるのとは話が別だ。

　しかし当の王太子本人は、急にやる気を漲みなぎらせたように生き生きと目を輝かせた。

「その通りですよ。マーシュはどうでもいいですが、あなただけは何があっても守りますから。だから恐れずに町を歩いてください。あなたに近づく者はまず私が相手をしましょう」

「いえ、ですから僕ではなくてですね」

「ミラ様、ご心配なく。俺がこの暗黒の杖を持てば完璧ですよ。こんな危険な町で不安でしょうが、安心して頼ってください」

「……………………ありがとうございます」

　マーシュはミラを守るために暗黒の杖を買うことに決めたようだ。

　まあこれも思い出の一つだとして、放置することにした。




　一通り見てまわり、三人は店を出た。夕方から出てきていたため、陽はもう落ちてしまっている。

（疲れた……）

　三人は魔道書屋にも入ったが、どこにいっても大騒ぎで大変だった。……主にマーシュが。

　読めるものもあるのにわざわざ難しいものを選んでは「読めない！」と叫ぶわ、腹痛を治すまじないを攻こう撃げき呪じゆ文もんのように声高らかに読み上げるわ……、止めに入るのも恥ずかしく、アレクと二人で他人のふりをしてしまった。

　道を歩きながら、マーシュは暗黒の杖の黒さと波打つ造形、先せん端たんに埋うめられた暗あん紅こう色しよくの石を眺ながめては悦えつに入っている。一般的な魔道書を購入したアレクはぱらぱらと頁ページをめくり、楽しそうな顔をしていた。

「やはりこういった、ペンテレイアならではの物はおもしろいですね。チェリルー通りは綺麗ですけど、どこにでもある物しかない」

「気に入って頂けてよかったです」

　正直ぐったりしたが、喜んでもらえたのなら疲れた甲か斐いもある。

　噴水広場に戻ってきたアレクは、歩いてきた町並みを振り返った。

「あちこちに白い花が植えられていましたが、屋根や扉にも花の飾りが多いですね。ほとんどの家についていました」

「ポーラという花で、浄じよう化かや封印の魔道に使う物なんです。家の中の邪じやを清め、外からの悪あくを寄せ付けない。だから屋根飾りとしてペンテレイアでは一般的なんですよ。宝珠の周りにもあるんですが、ほら、この花です」

　噴水周りに飾られているのは、五枚の花弁を持つ白い小さな花だ。

「綺麗ですよね。花を飾るのは王妃様が提案してくださったんです。最初はモニカ様との結婚が伏ふせられていたから、みんな驚いたんですよ。町を綺麗にするなんて誰の命令だろうって」

　中には町の美化なんてつまらないことだと言う者もいる。だが下町の池を含め、臭いものに蓋ふたをしてきたことを考えれば、モニカ王妃は誠実で、民衆のためを思ってくれていると感じられた。

「僕はモニカ様が町を綺麗にすることを選んでくださって、すごく感動しました。だって国民の毎日の生活を考えてくださっているということですから。もうすぐ城下の池も綺麗になるし、次は遠くの村へ王都やシレナから道をつなげるんですよ」

　そうして国全体が住みやすく変わっていくと思うととてもわくわくしたが、ふいに、高こう揚ようした気分を引き戻すような冷れい静せいな声が聞こえた。

「モニカ妃は市し井せいの出の方のようですね」

　町を見つめたままのアレクに無表情で言われ、ミラは王妃の経歴を思い返す。

「どうなんでしょうか。ガレ大臣のご養女とうかがっていますが」

「ええ。教育が付つけ焼やき刃ばのような、そんな印象を受けました」

　口調に悪意は感じられなかった。

　だがミラは、瞬間的に怒りが湧き上がるのを感じた。

（だからどうだって言うんだ？）

　アレクに対する好感度が、少しだが、落ちた。ミラは怒りを抑え、なるだけ平静の口調になるよう目を伏せた。

「……そんなことでモニカ様の良さは変わりません。逆に民衆にとってはありがたいことです」

「失礼！　馬鹿にするつもりで言ったんじゃありません！　モニカ妃は素晴らしい方でした。明るく、カゼルラの政治や民の暮らしについて熱心に質問してくださいましたし。あなたの言うとおり、優しい方です！」

　内なる怒りを感じ取ったのか、アレクは慌ててミラを覗き込むように腰を屈かがめる。必死に言われ、ミラは無理やり笑顔を作った。

「もう暗くなってきましたし、馬車に乗りましょうか。その方が早く帰れますので」

「嫌ですよ！　あなたの機嫌を損そこねたままでは帰れません！」

「え？　いえ、そんなお気遣いは……」

「何か欲しい物はありませんか!?　そうだ、さっきの闇やみのローブを！」

「いえ、それを欲しがっていたのはマーシュですから」

「お前はなぜミラの好む物を選ばない！　お前が選んでさえいれば時を移さず買ってやれたのに!!」

「なんて理り不ふ尽じんな！　いくら打たれ強い俺でも泣きますよ!?」

「もう結構ですから、本当に怒ってませんから！」

　ぎゃあぎゃあ喚わめく二人の間に入り必死でなだめたが、アレクは断だん固ことして折れない。

　断ったのだがミラに贈り物をすると言ってきかないので、仕方なく近くの店で香こう水すいを買ってもらい（これは女性に贈る物では？　という疑問を飲み込み）、王宮に戻った。

　群ぐん青じよう色に染そまった空を背に、アレクはミラの手を取る。

「今日はとても楽しかったです。香水は使わなければ部屋の消しよう臭しゆう剤ざいにでもしてください」

「いえ、もったいなくてできません」

　いくらしたと思っているんだ。チェリルー通りで購入した一級品のため、後で値段を知ったミラは目の玉が飛び出した。そういう意味で言ったのだが、何を誤解したのかアレクは少し照れながらミラの手を握る。

「また明日もお誘いしていいですか？」

「はあ。でも、僕に案内できるところなんて……」

「どこでもいいです。噴水広場でお茶でもいい。あなたが一緒なら」

「…………………………そうですか」

　最後の一言は余計だ。うっすら感じていた予感が的中してしまい、マーシュに救きゆう援えんを求めたが口笛でも吹きそうな顔をしている。いまにも「殿下ってば大胆だなぁ」とか言いだしそうだ。

（どんな侍従だよ！）

　止めろよ！　僕はあくまでミラで、殿下の亡くなった恋人じゃないぞ？　主人が選ぶのが男でいいのか!?　と、言葉にできないままうつむくミラに、ふいに声が落ちた。

「あなたはずっと兵士として生活していくんですか」

　顔を上げれば、微笑を消したアレクが真剣な目をしている。ミラはハハハと笑って、さりげなく握られていた手を解ほどいた。

「いえ。お荷物なので、任にん期きが明けたら辞めようかと思っています。城下で何か仕事を探そうかなーって……」

「では、私と一緒にカゼルラに来てください」

「は？」

　固まったミラに、アレクはもう一度、はっきりと言った。

「ずっと、側にいてください」







　第二章　死んでいた







「……って、言われたんだけど」

　話を聞いていたキーツは、あんぐりと口を開けた。

「それはまさしくプロポー……」

「い、言うな、その先は言うな！」

　もう一文字しか残っていないが、キーツは大人おとなしく口をつぐんでくれた。

　長らく続いていた池いけ掃そう除じがめでたく完了した休日の兵舎には、下級兵士たち五人が集まっていた。他のみんなは町に遊びに出ているのだが、ミラは連日アレクに連れまわされていたためゆっくり過ごすつもりだった。

　カップを両手で包み、大きくため息をつく。中身はリュセのお茶で、ミラのためにアレクがカゼルラから取り寄せてくれたのだ。この贈り物は素直に嬉うれしくて、兵舎の皆みなにもふるまった。だが「これは茶ではない。砂糖そのものだ」と言われ、誰も二杯目を飲んでくれなかった。おかしなことだ。

　あの日から、アレクはことあるごとにミラを呼ぶ。この兵舎に来ることすらある。アレクは王子として接するよりも、気き兼がねなく話してくれと言い、ミラもできる範囲でそうしてきた。

　……のはいいのだが、あまりにも親しすぎて困ってしまうときがある。風ふ呂ろにはさすがにもう誘われることはなかったが、一番多いのが食事と買い物だ。

「なんか好きなものを先に注文してくれてたり、荷物持たせないようにしてくれたりするのがすごい怖こわい。しかも買い物中に迂う闊かつに立ち止まったりすると、欲しいものがあると勘かん違ちがいされて買ってくれたりする」

　アレクはなぜかミラの好みを知り尽つくしており、少しでも視線を止めれば「これですね、わかりますよ」と笑顔になる。恐ろしいことに、断っても全部買ってくれてしまう。

　だからこうして相談しているのだが、キーツはあっさりと言ってくれた。

「ミラ、はっきり言おう。それはアレクシス殿でん下かの恋人の代役だ」

　やはり第三者から見ても、自分はその立場らしい。脱力して、木のテーブルに突つっ伏ぷした。

「だよなぁぁ……。男だって言ってるんだけど」

「よっぽど好きだったんだな、その恋人のこと」

「うん。二度と会えないようなことを言ってたから、たぶんお亡なくなりになったんだと思う」

　その点は可か哀わい想そうだと思う。忘れたくても忘れられなくて、似た人を探してしまっているのだ。

　……それがたとえ男でも。

「アレク様のことは嫌いじゃないんだ。すごく優しいし」

　嫌いどころか、実は好きだ。あの整ととのった顔や均きん整せいの取れた体は、同じ男として純じゆん粋すいに憧あこがれる。加えて常に堂どう々どうとして優しく、ミラのどんな失しつ敗ぱいにも一切声を荒あららげたり嫌いやな顔を見せたりしない。一緒にいればいるほど、人としての器の大きさが感じられる。

　尊そん敬けいしてしまうような人を、嫌いにはなれない。

　ただもう少しだけ、ミラを男と認識してほしいのだ。

　ため息をつくと、目の前のキーツの顔が引きつっていることに気づき赤せき面めんした。

「ごめん、気持ち悪かったよね」

「違う、俺が言いたいのはそういうことじゃない！　お前は殿下がわざわざ兵舎に来る意味を分かっているのか!?」

　キーツは恐ろしいものでも見たような顔でミラを諭さとす。

「次に殿下が来たら顔をよく見ろ。優しさがなんなのか判はん明めいする」

「優しさ？　それだったら十分分かってるよ、いつだって笑顔で」

「お前が俺や他の奴やつらと話をしているときに見ろ。光こう速そくで振ふり返れ。殿下が来る理由は牽けん制せいだ」

「えええ、牽制？　こ、光速ってどうやって……」

　混乱している間に、キーツは言い切ったとばかりに茶を飲んで一息つく。なんだか色々言われたが、とにかくアレクが優しいだけの男ではないと言いたいのだろう、とミラは結論付けた。

　それはそうだ。彼は大国の王太子で、常人には及びもつかないような重じゆう圧あつを背せ負おっている。

　またそれを微み塵じんも感じさせないところに、ミラは胸が締しめつけられてしまうのだ。一緒に出かければアレクは他た愛わいも無いことを喜び、楽しむ。その様子に、いかに規制された生活を送っているかがうかがい知れた。哀あわれに思うと同時に、たとえ愛する人の代わりだとしても、ミラといることで安らぎを得られるなら側そばにいてあげたい………………とうっかり思ってしまう自分が怖い。非常に怖い。これは流されかけている自覚がある。

（しっかりしろ！　そんな気持ちじゃないんだ、僕みたいな、こう、取るに足りない人間でも役に立つならついていくべきだと思っただけで！）

　誰に聞かせるわけでもない言い訳が頭をめぐり、ミラは熱くなりかけた頰ほおを冷ますように咳せき払ばらいをした。

「でもアレク様のことは置いといて、僕には兵士より侍じ従じゆうの方が合ってるような気もするよ。せっかく言ってくださったんだし、このままカゼルラに行こうかな」

「なんだよ、寂さびしいこと言うなよ」

　キーツが肩を落とすと、話を聞きつけカードゲームに興きようじていた仲間達が寄ってきた。

「ミラ、任にん期き明けたら辞やめるのか？」

「うん。ていうかディクトン隊長に辞めろって言われてる。いつものことだけど」

　理由を言えば「そんなの気にするな」と口々に声が上がる。気のいい仲間達は、力が及ばずいつも殴なぐられているミラを励はげましてくれる。ミラがこうして兵士を続けてこられたのも、みんなのおかげだ。

「ありがとう。嬉しいけど、辞めることはもう決めてるんだ」

　いつまでもお荷物ではいられない。そんな心中を読んで、キーツは腕を組んで唸うなる。

「まあ、お前が辛つらいって思ってるのを引き止めるのもなぁ」

　ミラが体力的に全然ついてこられていないのは、隊士達の誰もが感じるところだ。

　思い当たった仲間達は、次々と同情の眼まな差ざしを向けた。

「お前ちっさいしなぁ。女でもお前より背ぇ高いの多いだろ」

「細いし、色白いし」

「髭ひげも生えないしな。いや、むしろ生えるところが想像できん」

　ぐさぐさと刺ささることを言われ、泣きそうになった。

「気にしてることを……」

「いいじゃねぇか。兵舎の癒いやしだぞ、お前は」

「そうそう、お前見てると清すが々すがしくなる。まったく男にしておくのはもったいない可か愛わいさだ」

「仕事するにしても食べるにしても、動作が綺き麗れいなんだよな。爺じいさんが王宮魔ま導どう師しだし、しつけに厳きびしかったんじゃねぇの？」

「いや、そんなこともないよ。逆にもっと男らしくしろって言われたことはあるけど」

「ハハハ！　そりゃそうだ！」

　どっと笑い声が上がった。

　と、一緒に笑っていたキーツは、ふいに視線を感じ、扉とびらに目をやった。

「ヒッ！」

　キーツの悲ひ鳴めいにつられて目をやった隊士達は、そこに一人の男の姿を認め、飛び上がるように起立する。振り返ったミラは、椅い子す上でありながら後あと退ずさった。

　話をしていたためノックに気づかなかったのだろう。開け放たれた扉に腕うでを組んでもたれかかりながら、アレクがじっとこちらを見つめていたのだ。

　いつも微び笑しようをたたえたアレクの、こんな険けわしい表情は初めて見た。背はい後ごにいるマーシュが焦あせり顔で、しきりと目め配くばせしている。

　取り繕つくろってください、と言われた気がしてミラは慌あわてて駆け寄った。

「こんにちは、アレク様。今日はリチオ陛へい下かと狩かりに行かれたのでは……」

　常にない不ふ機き嫌げんな様子に困こん惑わくし見上げると、アレクはやっとキーツ達から目を離はなした。

「こんにちは、ミラ。気分が優すぐれないので辞じ退たいしたんですよ」

　しんとした部屋で、かすかに吐と息いきのような声をもらし、目を細める。

「……いつも思いますが。あなた方は、ずいぶんと仲が良いですね」

　キーツを含めた全員の体が硬こう直ちよくした。マーシュの必死の身振り手振りを受け、ミラはとりあえずアレクの気をそらせる。

「みな同時期に入団しましたので。ところでアレク様、ご気分が優れないんですか？　お休みになられた方がいいでしょうから、よ、よかったら、僕が看病を……とか……」

　こんなものでいいだろうかと背後のマーシュをうかがうと、グッと親指を立てられた。アレクが勢いきおいよく扉から身を起こして、輝かがやくような笑顔になったからだ。

「嬉しいです、ミラ！　ではさっそく私の部屋へ！　公こう爵しやくもリチオ王もいませんから、どうぞ気兼ねなく来てください。本当はあなたに大事なお話があって誘いにきたんですよ」

「…………大事な話ですか」

　それが何なのかは分からないが、覚かく悟ごを決めて聞かなければいけないだろう。

　いそいそとミラの背に手を回したアレクは、思い出したようにキーツ達を振り返った。その顔からは、すでに笑顔は消えている。

「ミラをお借りしても？　それとも今はあなた方との時間ですから後あとの方がいいですか？」

「いえいえいえいえいえ、とんでもありません！　どうぞどうぞ、持って行ってください!!」

　全員が両手を差し出し、犠ぎ牲せいの身を捧げた子こ羊ひつじを送る。アレクはふっと流し目をくれた。

「ありがとう。では、ミラ。行きましょう」

　ミラには笑顔を向け、振り返ることなく出て行く。

　申し訳なさそうな顔でマーシュが扉を閉じると、どっとキーツの全身の力が抜けた。

「おっかねぇー……」

　見送った姿し勢せいのまま突っ立った同期達は、一いち様ように顔をひきつらせる。

「危ねぇ……。今日こそ兵舎の中で惨ざん殺さつされるかと思った」

「なんでミラを囲んでるときに限って来るんだろな……」

「ミラ……、えらい猛もう獣じゆうに懐なつかれたな」

　王太子殿下がこの兵舎に来るたびに、キーツ達は毎度恐怖の視線に晒さらされているのだ。あれを優しいと言うミラは、彼の人ひと柄がらをちゃんと判断できているのか疑問に思う。

　姫ひめ君ぎみよろしくエスコートされていった親友を見送り、仲間達はごくりと息を呑のんだ。




　王宮に入るまで、ずっと腰に手を回されたままだった。

　逃にげないようにだろうが、扉を守る一等衛えい兵へいがどう思っているかを考えると胃が痛い。彼らは職務に忠実で槍やりを握にぎったまま微び動どうだにしなかったが、確実に後で話題になるだろう。

（大事な話が怖い……）

　今日こそ女じよ装そうか。いや、あのプロポー……誘いをさらりと言った男だ。女装など及およびもつかないような話かもしれない。アレクのことは好きだが、そういう気持ちではない。断じてない。

　三階の貴き賓ひん室しつへ入ると、やっと手が外はずされた。

「どうぞ、ミラ」

　促うながされ、鳥とり籠かごの前に連れて行かれる。中にはいつかの青い小鳥が両足で飛び跳はねていた。

「足が治ったんですよ。放してあげようと思って」

「え？　話ってそれですか？」

　色々と話の内容を予よ測そくし、逃げ方を考えていたミラは拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　先ほどのアレクの怒りのせいで、身構えすぎていたようだ。

　喜んで籠の中に両手を入れると、この数日で人に慣なれたのか、包み込まれた青い小鳥は大人しくしていた。ふわふわとした温もりに自然と口くち許もとがほころぶ。

　人差し指で丸い頭を撫なで、ミラはバルコニーに出た。

「元気でな。もう引っ掛かっちゃ駄だ目めだぞ」

　両手を開くと小鳥は勢いよく飛び立ち、やがて木こ立だちを越えて見えなくなった。

「ありがとうございました、アレク様」

　いつものようにマーシュがリュセのお茶を淹いれてくれ、安心しきったミラは部屋に戻り席に着いた。一連の仕草を見守っていたアレクは、静かに窓を閉じる。

「少し、あなたのことを調べさせて頂きました」

「え？」

　真向かいの席に着いたアレクにそう切り出され、ミラは目を瞬またたいた。

　アレクは表情を変えずに続ける。

「まずはあなたのご両親について。お父様はシレナの迎げい賓ひん館かんで料理人を、お母様は下働きをされていましたね？　お二人は結婚し、シレナであなたは生まれた」

「はあ。そう聞いています」

「あなた、王都から出たことがないと言いましたね。魔導師の方は、頻ひん繁ぱんに王都とシレナを行き来すると聞きました。祖父君はあなたを引き取ってから、一度もシレナに行ってないのですか？」

「……はい。悲しいことを思い出してしまうから、と祖父は言っていましたが」

　その説明を、特に疑問に感じたことはなかった。

　しかしアレクとマーシュは無言だった。いつもなら聞こえない、時計の振り子の揺ゆれる音が聞こえるほど、部屋の中がとても静かだ。

（……なんだ？）

　徐じよ々じよに心しん拍ぱく数すうが上がる。なんとなく怖くなり、ミラは口をつぐんだ。

　アレクは一体何を言おうとしているのか。

　この先を聞いてはいけない。

　すぐにこの部屋を出たほうがいい。

　無意識にそう思ったのに、体が動かなかった。落ち着いたアレクの視線から目が離せない。

「あなた、記き憶おくがないと言いましたよね」

「……事故に遭あったので……」

「シレナで事故に遭ったんですよね？　当時の記録をマーシュに調べてもらいました。記憶があるのは十三歳ごろからですが、知っていましたか？　あなたのご両親が事故に遭ったのは、ミラが七歳のときなんですよ」

「しかも事故じゃないんだよね。ミラ様のご両親が亡くなったのは、迎賓館の大火災」

　マーシュは二枚の白しろい紙をテーブルに置いた。つられて見てしまったミラはゾクリとして全身の毛が逆立つのを感じた。

　一枚目には人の名前がずらりと明記してあり、中にはミラと両親の名前がある。

　そしてもう一枚が、ミラ本人のシレナでの住民歴だった。その紙には二重線で訂正された箇か所しよが、二つある。

「シレナに行ったらね、トナタスさんは元気かって聞かれたよ。二年前に亡くなったって言ったら、一人だもん、寂しかったろうなって言われた」

　マーシュは見たこともないような、真剣な顔をしていた。

「トナタスさんは一人残されちゃったんだ。娘むすめさん夫ふう婦ふと、七歳の可愛い孫まごを火事で亡くして」

「火事って……」

　声がかすれた。「死亡者名簿」と書かれた紙から目が離れない。

「十年前、シレナの迎賓館で大きな火災があって、たくさんの人が亡くなった。その中にミラ様のご両親とミラ様本人がいた、ということですよ」

　マーシュは住民歴の、二重線で訂正された「故」の文字を指した。

「ミラ様、今は生きてることになってますよね。でも俺がトナタスさんのお友達から聞いたミラ様は、あなたと髪の色も目の色も違うんですよ」

　示された住民歴を、ミラは食い入るように見つめた。マーシュが何を言っているのか理解できなかったのだ。

　アレクはおもむろに口を開いた。

「つまり。トナタス老ろうの孫のミラは実在していたけれど、あなたではないことになります」

　きっぱりと言われた言葉が、不思議と壁一枚隔へだてたようにぼやけて聞こえた。

（僕じゃない……？）

　静まり返った部屋が急に暗くなった気がして、ミラはハッと我われに返った。部屋が暗くなったのではない。自分の意識が遠のきかけていたのだ。

　アレクとマーシュの視線に気づき、唾つばで喉のどを湿しめらせ必死に声を出した。

「そ……、そんなはずはありません。だって、僕は……」

「では一緒にシレナに行きましょう。七歳のミラを知る人に会いに行きましょう」

　アレクはいきなりミラの腕を摑つかんだ。

「嫌です！　待ってください、いきなり言われても……」

　わけの分からない悪お寒かんが走って、振り払ってしまった。

　ミラは自分ではなくて、すでに死んでいるかもしれない？

「で、でも、おじいさんは僕のおじいさんだったんです、だって……」

　トナタスは祖そ父ふだと名乗って迎えに来てくれ、ずっと一緒に暮らしていた。

（違う、そんなことじゃない！）

　かき混ぜられた思考の中で、必死で記憶を探った。初めて会った時に「無事でよかった」と抱きしめられた。両親のことを思い出せずに泣くミラに、代わりの思い出を与えるかのようにどこに行くにも一緒に連れて行ってくれた。

　だが、そんなことじゃない。

　思い出さないといけないのはトナタスとの血の繋つながりを示す証しよう拠こだ。ミラのさまよっていた視線が、テーブルの上の紙切れに止まる。

　繋がりを示す物。それがこの住民歴だった。

　その唯ゆい一いつの繋がりが、書き換かえられた物。

（そんな……。そんなはずない）

　だが、ミラだ、ミラだ、自分はミラなんだ、と何度言い聞かせても、揺ゆるぎないアレクとマーシュの自信には敵かなわなかった。なぜ腕を摑まれ怖くなったのか、分かってしまった。

　――シレナでミラを知る人は、自分を知らない人だ。

　膝ひざの上に置かれた手が、血の気を失って白くなる。かろうじて体の震ふるえを抑おさえるミラに、アレクは淡たん々たんと続けた。

「分かりますか？　人の経歴が変えられているんです。今まで行ぎよう政せい区くの誰にも見み咎とがめられることなく。これはとんでもないことなんですよ？」

　畳たたみ掛けるような言葉に、何も答えられない。一呼吸おいて、アレクははっきりと言った。

「権けん力りよくが無ければできない」

　死し者しやを生せい者じやに。全く違う人物をその者の家族にして、町を移動させる。

　トナタスは重要な役職についていたわけでもない、一いつ介かいの王宮魔導師だった。ミラの父は料理人であり、母は下働きだ。アレクの言う権力など、思い当たる由よしがない。

「本当に、祖父君から何も聞いていませんか？　あなたの出しゆつ生せいやご両親の事故に関することを」

　迫られ、ミラは目をそらした。

「……何も」

「本当ですか？　どんな小さな……」

「聞いてません！　なぜそんなことを僕に知らせるんですか!?」

　知らなくてもよかった。自分がミラではない、トナタスの孫でも、両親だと聞かされていた夫婦の子でもない。生き残り無事を喜んでくれたトナタスのそれも演技で、一緒にいてくれたのも誰かに頼まれたから。

　もう肉親など誰も生きていないのに、わざわざ思い知らせてどうしようと言うのか。

　耳を塞ふさいで、テーブルの下に隠かくれてしまうほどうつむいた。

　アレクが立ち上がり、側まで来る気け配はいがした。ビクッと体を震わせたミラのもとに、片膝をつく。

「……傷きずつけてしまいましたね。申し訳ありません」

　王太子に膝をつかせている。止めなければ、と思うのに体が動かなかった。

　アレクはひざまずいたまま、真しん摯しにミラを見上げた。

「私は、あなたが何者なのかを知りたいんです」

（僕が何者か？）

「僕は……」

　僕はトナタスの孫のミラです。

　その言葉が、どうしても出てこなかった。

　アレクはそっと立ち上がると、ミラの髪をいたわるように撫でた。

「今日は貴き族ぞくを呼んでの晩ばん餐さん会かいが入ってしまいました。なので残念ながら町に出られないんです。また城じよう下かに行くときはお誘いしますね」

　返事をする気力は無かったが、アレクは特に何も言わずにミラを立ち上がらせてくれた。

　兵舎まで送ると言われたが断り、ミラは一人で宝ほう珠じゆの外に出た。おぼつかない足取りで歩けば、夕刻を知らせる鐘かねの音ねが響ひびいた。

　足を止め、魔道宿舎の尖せん塔とうを見上げたミラは服の上から胸元を握り締めた。

　そこには祖父の形かた見みである首飾りがあった。
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　建物に足を踏み入れただけで、煙けむりにまとわりつかれる。そこかしこに置かれた小さな皿には香こうの塊かたまりが乗せられ、ゆったりと一条の煙を噴ふき上げていた。

　きつく漂ただよう香こう木ぼくの匂においの中、ミラは建物の最上階へ向かった。すれ違う者達はみな知った顔で、気安く挨あい拶さつを交かわしてくれる。

　古びた石の階段を上って三階につくと、人の声も何もしなくなった。この階にいるのはたった一人で、彼は研究に没頭しているからだ。

　ミラはノックもせずに、適当なドアから部屋に入った。

　三階の部屋は全て繋がっていて広く、中には大きな本棚が無む作さく為いに並んでいる。あるものは東を向いて、あるものは北を向いて、平行に置かれた二つの本棚を繋ぐように斜ななめに。めちゃくちゃなように見えて、歴代の魔導師長が一番本が見つけやすいと言う、不思議な並びだ。壁を埋うめる巨大な棚には種々の薬草や瓶びんが並び、床ゆかに置かれた箱には指輪や首飾りなどの魔道具類が無む造ぞう作さに詰め込まれていた。

　大きな机から揺らぎ、踊るような香の煙が立っているのを見つけ、近づいた。

「お久しぶりです、ウィトス先生」

　机の上も本や瓶、薬草でいっぱいだ。その中に埋もれて本を読みふけっている男に、ミラは頭ず上じようから声を掛けた。

　やや大きめの声で言ったからか、男は一回でぱっと顔を上げてくれた。背中まである長い黒くろ髪はゆったりと一つにまとめられ、がっしりとした肩かたに掛かっている。男らしい骨こつ格かくと顔立ちだが、黒い瞳ひとみに掛けられた丸まる眼鏡めがねが印象を柔やわらかく見せていた。まだ三十代半ばという若さの魔導師長ウィトスは、眼鏡の位置を直すと嬉しそうに声を上げた。

「ミラじゃないか！　久しぶりだなぁ。どうしたんだい、こんな夜中に？」

「今は夕方です。一日経ってますよ。また何も食べずに本を読みっぱなしだったんですか？」

「え？　あ……。道どう理りでお手洗いに行きたいはずだ」

「早く行ってください！　病気になりますよ!?」

「うぅ……。自覚すると急きゆう激げきに尿によう意いが……」

　内うち股またでそろそろと立ち上がったウィトスを部屋から追い出し、ミラはため息をついた。立ち上がればミラなど胸までしかないほどの長身で、黒のローブを着ているため、巨大な黒い鳥のような錯さつ覚かくを起こす。公式の場では堂々として非常に人目を引くのだが、魔道宿舎内にいる限りはただの世話の焼ける大人だ。

　あの歩き方で手洗い場までなら時間が掛かるだろう。ミラは一階に下りると食堂でサンドイッチとクッキーをもらい、お茶を淹れてもらった。十五歳で兵士になるまでトナタスについて毎日ここを訪れていたため、食堂の料理人達も笑顔で懐なつかしがってくれた。

　部屋に戻ると、すっきりした顔のウィトスがいた。どうやら最悪の事態は免まぬがれたようだ。

「食堂でもらってきました。どうぞ」

　隣となりに腰こし掛かけ、薬草と本の隙すき間まに皿を置いてあげると、ウィトスはぱあっと顔を輝かせた。

「さすがにミラは気がきくなぁ。魔導師になってくれればよかったのに。兵士団はどう？」

「苦労してますけど、友達には恵まれました。だいたい、僕に魔道の力は無いですし」

「まったく無いわけじゃないよ。なんてったってトナタス様の孫だし、素そ質しつ的には大歓迎だけどなぁ」

　ぼろぼろとこぼれるパンくずを拾ってやりながら、ミラは目を伏ふせた。

（孫じゃない……）

　魔導師長に、と言われるほどだった祖父。その孫なのに、魔道力の片へん鱗りんを見せなかった理由が、やっと分かった気がする。

　ミラはクッキーを頰ほお張ばりだしたウィトスに、首飾りを差し出した。

「先生。これが何か分かりますか？」

　留め金を開け、中からくすんだ金きんの欠片かけらを取り出す。

「なんだい、これは？」

「おじいさんの形見なんです。えーと……、ちょっと何の欠片なのかなぁって気になって……」

「トナタス様の？」

　汚よごれた手を布ふ巾きんで拭ふいて、ウィトスは真ま顔がおになって欠片を受け取った。しげしげと見つめ、匂いを嗅かぐ。

　やがて、目を見開いた。

「これは……一いつ角かく獣じゆうの角つのだ」

「一角獣!?」

「見たことないけど、シレナの森に今でもいるらしいよ。その角だ。これは珍しいな……」

　出てきた地名に、心しん臓ぞうが音を立てた。押し黙ったミラには気づかず、ウィトスはうらやましそうに欠片を見つめる。

「昔はここにもあったんだけどね。一角獣なんてそうそう捕とらえられないし、これが最後の一つだろうな。しかしトナタス様の形見かぁ。確かにあの方なら使えたかもしれないね」

　首を傾かしげたミラに、ウィトスはぱちりと眼鏡の奥で片目を閉じた。

「これをつかった有名な魔道。それがミソルトウという男女逆転の法だ」

「男女逆転……？」

「そ。男を女に、女を男に、ってね」

（女を……男にって）

　胸がざわめいた。

（まさか……）

　思ってもみなかった可能性に、急速に鼓動が速まる。

　なぜそんな魔道に必要な物を、祖父は自分に持たせたのか。大切に、絶対になくさないようにと念を押して。

（これじゃまるで……）

　まるで……と考えかけ、ミラは慌てて打ち消した。いや、そんなわけがない。そんな魔道があるからと言って、実際に使われたと思うのは早そう計けいすぎる。

　一人で思考を巡らせていると、ウィトスは首飾りを返してくれた。

「でも自然の力を止めることはできないから、きっとどこかに弊へい害がいが出るだろうけどね」

「弊害、ですか？」

「完かん璧ぺきな男や女にはなれない、ってことだよ」

「それは……」

　髭が生えなかったり、体力が追いつかなかったり、ということですか。

　だが、そこまで聞く勇気が出なかった。

（どうしよう、いま相談したほうがいいのか？　でもまだ決まったわけじゃないし……）

　しばらく考え込んでいると、ウィトスが微笑を消して自分を見つめていることに気づいた。

「……ミラ。君がシレナからここへ来たのは、十三歳のときだったね？」

「そうです。両親が事故……に遭ったので、おじいさんと一緒に帰ってきました」

　アレクと同じようなことを聞かれ、ミラは控ひかえめに答えた。一瞬火事と言うべきか迷ったが、火事で記憶をなくすのが少し変なような気がしたのだ。

「そういえば、トナタス様はシレナの配はい属ぞくだったな」

　ウィトスは独ひとり言ごとのようにつぶやく。

　沈ちん黙もくが流れそうになり、ミラは空になった皿とカップを持って立ち上がった。

「僕もう戻りますね。ありがとうございました、先生」

　これ以上何かを聞かれるのは怖かったし、知るのも怖い気がした。今まで記憶がなかったことを当たり前に思っていたのに、急に知らないことがいけないことのように感じられたのだ。

　突然動き出したミラを見つめ、ウィトスは「ああ、うん」とうなずく。ミラは目を合わせないまま頭を下げると、部屋を出て行った。

　その後ろ姿を、ウィトスはじっと追っていた。




　これは出生の手掛かりになったと言ってもいいのだろうか。

　兵舎の自室に戻りながら、ミラは手に持ったままの首飾りに目を落とした。もう夕食の時間で、二階はとても静かだ。食堂に行こうか迷ったが、色々な話を聞いたせいか全く腹が減っていなかった。

　今日はもういい。そんな気持ちで歩いていると、急に横の扉が開き、出てきた人物とはちあわせてしまった。大柄な人物とまともにぶつかり、手にしていた首飾りが床に転がる。

「わっ！　すみません！」

　謝りつつ目で追ったが、太い指で先に拾い上げられてしまった。

「ディクトン隊長！」

　ぶつかった相手を確認し、ミラは慌てて頭を下げた。心しん底そこ腹立たしそうな顔でミラを見ていたのは、腰こし巾ぎん着ちやくである兵士二人を連れたディクトンだった。嫌な相手に拾われてしまい内心めげたが、ミラは顔を上げた。

「失礼致しました。ありがとうございます、それを……」

「どこに行っていた」

　返してもらおうとしていたミラの言葉を遮さえぎり、ディクトンはイライラしたように顔を歪ゆがめる。二人の兵士が背後で肩をすくめ、仕方なくミラは手を引っ込めた。

「用事があり、魔道宿舎に行っておりました」

　言い終わらないうちに、思いっきり頭を叩はたかれた。

「お前は一体何をしている！　訓練に励まんか！」

（はじまったか……）

　毎度のことながら、上から叩かれるので首が折れそうになる。とにかく首飾りを返してもらうまでは、おとなしく聞くしかない。

「訓練についてこれんくせに遊びまわるとは何事だ！　私がお前の立場なら寝る間も惜おしむところだ。それを休日だから出かけていただと？　努力の足らん奴が何をしている！」

「申し訳ありません」

　心の中でため息をつき、神しん妙みようにする。

（そう思われるのも当たり前か……）

　おそらくほとんどの人が、ミラが訓練についていけないことを努力不足だと捉とらえるだろう。本当にこの感覚を理解できるのはミラ一人だ。女性だって鍛きたえれば男性並みに力が出せる人がいる。だがそんな問題ではないのだ。根本的な何かが違う。そういう意味では、ミラの力は男だ女だということではなく、大人と子供のような感じだった。

（やっぱりウィトス先生に相談したほうがよかったかな……）

「お前のような役立たずを置いておくのも今期限りだ！　出て行ってもらうぞ！　分かったな!?」

　考えごとをしているうちに、話が終わりに近づいていた。思し考こうの世界から戻ったミラは、ほっとして姿勢を正した。

「はい、わかりました」

　どのみち辞じ職しよくするつもりだ。物分かりのいい返事に、ディクトンは少なからず溜りゆう飲いんを下げたようで、手にしていた首飾りに目をやった。

　ようやく返してもらえる。

　ミラが手を伸ばした、そのときだった。

　ディクトンの腕が、窓の外に向かって大きく振り下ろされたのだ。

「……!!」

　声もなく叫んだミラの目に、落下する銀ぎんの物体が映うつる。

　放り出された首飾りは、銀の軌き跡せきを描えがきながら柵さくを越え、ロラン湖へ落ちていった。

　追うようにミラは窓から半はん身しんを乗り出したが、凪ないだ水みな面もに落ちたそれは、小さな飛沫しぶきをあげて深い水底へ消えていった。

「なんてことを!!　あれは祖父の形見なんです!!」

　怒りのままに摑みかかっていた。拳こぶしが折れるほど力を込めてディクトンの胸板を打ったはずなのに、簡単に払いのけられる。喉を手の甲こうで打たれ、壁に叩き付けられたミラは咳せき込みながら床に這はいつくばった。呼吸が詰まって、喉からヒューヒューと笛のような音が漏れる。

「知るか。拾った物を捨てただけだ」

　ディクトンはその様さまを見下ろすと、二人の兵士と共にそのまま背を向けた。

　こんなに誰かに対して怒りを感じたことはない。憎ぞう悪おと言ってもいいほどなのに、立ち上がれない。それが悔くやしくて、涙が止まらなかった。

　床に座り込んだまま、喉の痛みを抑えたミラは震える声で叫んだ。

「確かに僕は役立たずの給金泥どろ棒ぼうです。だけどそれが、僕の大事な物をあなたの好きにしていい理由にはならない！　あなたは最低な人間だ！」

「なにを……！」

　声を荒らげて振り返ったディクトンだったが、泣き顔のミラに嘲あざけるような笑えみを浮うかべた。

「上官への無ぶ礼れいだ。任期明けを待つこともない！　お前には即そつ刻こく除じよ隊たいを命めいじる！」

　もう一度殴るのも面倒なのだろう。ディクトンは兵士を連れてさっさと階下へ下りていった。

　辺りから人の姿が消え、廊下が薄暗くなっていく。

　ミラは冷たい床に手をついたまま、動けずにいた。

　階下の食堂から明るい笑い声が遠く聞こえる。打たれた喉よりも、頭のほうが酷ひどく痛んだ。

（終わった……）

　兵士としての自分も、首飾りも、ミラとしての自分も。今日の出来事のいったい何から考えればいいかわからない。

　だが、涙を流したままうつむいていたミラは、よろよろと立ち上がった。

（探そう）

　打ちひしがれている場合じゃない。あの首飾りだけは取り戻さないといけないのだ。

　何もかもなくして、自分が誰なのか分からなくても。

（あれさえあればいい……）

　よろめきながら外に出たミラは、兵舎の裏に回り、窓の下辺りの木の柵から中に滑すべり込んだ。

　木の柵は押しのければ動かせないこともない。華きや奢しやなミラなら、少し動かせば簡単にすり抜けられる。湿った土の岸辺に立てば、風で作られた波がかすかな水音を立てていた。

　海のように浜辺があるわけじゃない。音を立てて湖に踏ふみ込むと、ミラはそろそろと歩き出した。岸から二、三歩もすれば、水はいきなり腰の辺りまで深くなる。冬でもないのに凍こごえそうなほど冷たく、緑みどり色の細長い藻もに絡からまれながら、ミラは泳ぐように水を掻かき分けて進んだ。

（どの辺りだったっけ……？　もうちょっと中の方だったはず……）

　あの男は随ずい分ぶんと遠くへ放り投げた。もっと湖の奥だ。

　もがきながら前を目指した。そのときだった。

「何をしているんですか!!」

　いきなり鼓こ膜まくを破やぶるかのような怒ど鳴なり声が聞こえて、ものすごい力で腕を引かれた。

　振り返れば怒りにわななく端たん整せいな顔があり、ミラは目を瞬いた。

「アレク様」

　青ざめた顔で自分を見下ろしているのは、貴族との晩餐会に出席しているはずのアレクだった。水の中を走ってきたのか紫むらさきの髪が乱みだれ、水すい滴てきが滴したたっていた。

　湖の中央しか見えていなかったミラの目に、急に周囲の景色が浮かび上がった。ふと見れば胸まで水に浸つかっている。

　アレクは有う無むを言わさず、ミラの腕を引いて岸に向かって歩き出した。

　力が強すぎて腕がもげそうだ。ぬかるんだ岸辺につまずきつつ水から上がると、そのままへし折られている柵の外側まで引きずられた。

　強引に連れ戻されたミラは、ずぶ濡ぬれであちこちに藻もを絡ませたまま地面に座り込んでしまった。なぜだかひどく体力を消しよう耗もうしていて、ぼんやりとした意識のままアレクを見上げた。

「アレク様。どうしてここに……？　今日は晩餐会じゃ……」

「そんなことはどうでもいい！　あなたは何をしようとしていたんですか!?」

　逆らうと引っぱたかれそうな勢いだ。こんな表情が自分に向けられるとは思えなくて、ミラは怯おびえながらうつむいた。

「ディクトン隊長に、祖父の形見を湖に捨てられたんです。探そうと思って……」

　力なく答えたが、返事は無かった。

　あまりに沈黙が長いのでおそるおそる顔を上げると、アレクは驚きよう愕がくの表情でじっとミラを見下ろしていた。

「……入じゆ水すいじゃなかったんですか」

「入水？」

　思ってもみないことを言われ、きょとんとすると、アレクは盛せい大だいに息を吐はいた。

　そして、そのまま腰が抜けたように崩くずれ落ちたのだ。ミラの目の前に尻しり餅もちをついたアレクは、心臓を押さえ涙を浮かべていた。

「……よかった。私が追い詰めすぎたのかと思った……！」

　出生のことを聞いたミラが、入水するように見えたのだろう。ショックで気が動転しての行動だったが、ミラはずぶ濡れになった己おのれを見て納なつ得とくした。そんなつもりはなかったのだが、止められていなかったら結果としてはそうなったかもしれない。

「心配だったので、マーシュにあなたを見み張はらせていたんです。魔道宿舎から帰ってきたと聞いたので来てみれば、あなたが兵舎の裏に向かうのが見えて」

　隣に立つマーシュは、アレク以上に真まっ青さおな顔をしていた。

「びっくりした……。よかった、すぐに殿下に知らせに行って……」

　晩餐会が終わってから「魔道宿舎に行っていましたよ」と報告すれば、ミラは湖に浮いていたかもしれない。

　そう思うと急に事の重大さが身に染しみて、ミラは冷えて震え出した体を自分で抱きしめた。

「何か手掛かりを手に入れたんだろうと思うと、いてもたってもいられなくて会食を中ちゆう座ざしてきたんです。よかった、本当に」

　血の気の失うせたミラの頰に手を当て、やっと落ち着いたアレクは困ったように微ほほ笑えんだ。

「一人で探せるわけないでしょう。大切な物だと知っていますが、あなたの方が大事です。こんな危ないことはしないでください。探すのなら私が人を集めますから」

「いいえ。……もう、いいんです」

　やっと頭が回り出し、ミラはゆるゆると首を振った。

　湖にだって流れがある。あんな軽い物はすぐに流されてしまうだろう。こんな広大な水の中で、見つけ出せるはずがない。

　そう思うと急にまぶたの奥が熱くなって、じわりと涙が溢あふれてきた。

「もう、いいんです」

　声が震えて、堪こらえ切れずにうつむいたミラはしゃくりあげた。涙が後から後から流れて、頰が熱い。アレクはやんわりとミラを抱きしめた。

「よくありませんよ。あなたの大切な物なのに」

　親指で優しく目元を拭ぬぐわれ、さらに涙が止まらなくなった。

　祖父の遺い品ひんをなくしてしまったのが悲しい。だがそれ以上に、迎えに来てくれるかもしれない誰かとの絆きずなを断たれたことが、たとえようもなく悲しかったのだ。

「すみません。すごく、悲しくて……！　あの欠片が、誰かと繋がっているって……思ってたのに……！」

　やっと分かった。今までキーツや仲間達に囲まれ、考えないようにしてきたのに、分かってしまった。

（寂しいよ）

　父も母も、繋がりがあるはずの誰の顔も思い出せない。唯一、一緒にいてくれた祖父も亡くなり、自分は無意識にあの首飾りを心の拠より所どころにしていたのだ。

　いつか誰かが来てくれる。きっとミラを知っている人が現れて、名前を呼んでくれるに違いない。

　そうして自分を慰なぐさめ、奮ふるい立たせてきたのに。

（もう誰も来ないんだ）

　しゃくりあげながらひたすら泣いていると、頰を挟んだ手で上を仰あおがされた。見下ろす悲しそうな紫の瞳が近づいたかと思うと、目め尻じりに柔らかい感かん触しよくのものが押し付けられた。

　目元に口付け、舌で涙をすくわれてぎょっとした。
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「な、何をするんですか！」

　びっくりして涙が止まってしまったが、アレクは首を傾かしげただけだった。

「何って。あなたが泣いているんですから、慰めるのは当然でしょう？」

「どんな慰め方ですか！　ひ、人に見られたらどうするんですか!?」

　うろたえながらマーシュを見たが、笑顔で「俺は全然気にしないですよー」と返された。だがマーシュが気にするとかしないとか、そんな問題じゃない。

　焦って腕の中から抜け出そうとしたが、アレクはまったく腕を緩ゆるめず平へい然ぜんとしている。

「かまいませんよ。勝手に見ればいい」

　僕が困る。力説しようとすると、マーシュは両手の拳を握った。

「元気出してください、 ミラ様。もういいじゃないですか、 繋がっていたのは殿下ということで」

「マーシュ、今日のお前は本当に冴さえている。ではミラ、そういうことで」

「どういうことですか！　全然納得できないんですが！」

「私はすごく納得できますよ。そもそも魔道宿舎で何をされていたんですか？」

　急に話題を変えられ、またその内容に、ミラはぐっと言葉に詰まった。

　言うべきか言わざるべきか。一角獣の欠片をなくしてしまった今、余計なことは言わない方がいいような気もする。

　だがそんな迷いすらアレクは完全に見抜いていた。紫の目を細め、ふっと笑う。

「当ててあげましょうか。出生のことを言われたあなたは、唯一の手掛かりであるあの形見の首飾りを調べようと思った。そして魔導師に聞いた結果が、私の喜びそうなことだった。でも首飾りを湖に捨てられてしまい、真しん相そうを話したところで私をぬか喜びさせるだけだから言うのをためらっている。恐らくそれは代わりのきかない物。そうでしょう？」

「怖っ！　殿下、知ってたけど気持ち悪いですよ！」

　マーシュがぶるりと体を震わせる。危あやうく同じことを口走りかけたミラは、先に言ってもらってなんとか踏みとどまった。鳥肌の立った腕をさする。

「……そうです。あの中にあった石は一角獣の角の欠片で、最後の一つでした」

　続けるべきか。一度目を閉じたが、アレクが息を凝こらして待っているのが分かり、ためらいを捨てた。

「男女逆転の魔道に必要な物だったんです」

「男女逆転……!!」

　予想通り食いつかれた。大きな手で両肩を摑まれる。

「モニカという名に聞き覚えはありませんか？　王妃とは関係なく」

　思いがけないことを言われたが、それ以外の理由でとっさに答えることができなかった。

「知ってるんですね!?」

　必死の形ぎよう相そうで迫られ、ミラは観かん念ねんしてうなずいた。

「夢の中に出てくるんです。そのモニカという子が」

「夢の中……！　どんな夢ですか？」

　ミラは夢をほとんど見ない。だがその少女の夢だけは別だった。繰くり返し繰り返し、まるで警けい告こくするように、ふとしたときに夢になって現れる。

　決まって体が重くなって、朝から無む駄だに疲れてしまう夢を思い出し、ミラは口ごもりながら答えた。

「その子のお父さんと二人で、誰かから逃げる夢です。薄うす紅べに色の花畑の中を通って――その花の背がすごく高いんですけど。でも結局どこに行っても逃げることができなくて……」

「モニカ!!」

　言い終わらないうちに勢いよく腕を引かれた。

「やっぱり……！　やっぱり、そうだったんですね!!」

　ふいに顔に影が落ち、気がついたときには唇くちびるを塞がれていた。

　アレクの唇で。

「うぎゃああああっ！　何するんだ!!」

　あまりのことに、相手が王子だということも忘れて平手打ちしていた。目元どころじゃない、完全に完璧なキスをされた。しかし、殴られたアレクはこれ以上はないというほど嬉しそうに笑う。

「ああ、なんて懐かしいんだろう。キスしたときは、いつも悲鳴を上げて私を殴っていましたね。やっぱり姿かたちが変わってもあなたはあなただ」

「はな、離してください！　助けてマーシュ！」

　またもや抱きすくめられ懸けん命めいに助けを求めたが、マーシュは立ち尽くしたまま、抱き合う二人を見ていた。

「うわぁ、本人だったんだ。さすが殿下……」

　感心したような呆あきれたような、怯えたような妙みような声こわ音ねだ。嫌がるミラの頰に唇を寄せたまま、アレクは囁ささやく。

「あなたこそ私の愛する姫、モニカ・ウェスタインです。ずっと、あなたを探していたんです」

「ウェス……？　聞き覚えが無いんですが、とりあえず顔を離してください！」

　これ以上近づかないように胸を押し返すが、逆にますます距きよ離りが近づくような、とんでもない力の差だ。

「連日買い物と食事にお付き合い頂き、あなたの人となりを確認しました。結果、私の本ほん能のうはあなたをモニカだと断だん定ていした」

「まさか！　そんなわけありません！」

「いいえ、あなたはモニカです。私の愛するカゼルラの貴族の姫です。モニカだったらこうするだろう、という全てをあなたはやってくれた。髪の色も目の色も全く同じ、顔も似ている。優しくて可愛らしくて体も華奢で真ま面じ目めで曲がったことが許せなくて方向音おん痴ちで動物が好きで綺麗な物や変わった物が好きでおいしいものなら材料が何であれ食べて人が食べたら吐き出してしまうような甘い物でも食べられて時折見せる冷たい言葉や冷めた目つきもそっくり！　おまけにモニカを知っていて男女逆転の魔道ですって？　あなた以外に誰がいるんですか!?」

　感情の盛もり上がりと共に、腰に回された手が食い込んで痛い。密みつ着ちやくさせるように顔を寄せられ、ミラは必死で身をよじる。

「で、でも、その方はお亡くなりになったんですよね？」

「ええ、死にましたよ。密ひそやかに葬そう儀ぎも行われました。でも私は全然信じられなかった！　認めたくないからじゃありません、ウェスタイン公爵が平然としていたからです！」

「モニカ様のお父上ですよー。いま一緒にペンテレイアに来てます」

　誰だ、と聞く前にマーシュが補ほ足そくを入れてくれたが、衝しよう撃げきの事実に頭がついていかない。言葉をそのまま受け取れば、いまペンテレイアを訪れている公爵閣かつ下かがミラの本当の父親ということになる。

「あの公爵があなたを亡くして正気でいられるはずがない。それなのにあの人は平然と政せい務むをこなしていた。私に悲しみの演技を見せることさえしなかった。そこから、推すい測そくしました。あなたを隠したのは公爵で、なおかつ、私にあなたを見つけることはできないという自信があった」

　アレクは切なそうに眉まゆを寄せ、ミラの短い髪に指を差し入れた。

「窓からあなたの頭が見えたとき、本当にモニカだと思った。一口に亜あ麻ま色と言っても、個人差がありますからね。あなたの髪はこの私が見間違えるほど本物のモニカと同じ色だった。ペンテレイア王がモニカという名の女性と結婚したことを聞いて、いてもたってもいられずに無理やり乗り込んできたんです。でもやっぱり全くの別人だった。安心して、そして違ったことに落らく胆たんしていたら、あなたがいた」

　ミラはごちゃごちゃする頭の中を必死で整理した。なんだか色々なことが繋がらない。

「あの、僕がそのモニカ様だとしたら、公爵様はそのことをご存ぞん知じなんですよね？　なら、どうして何も……」

「それはおいおい話します。さあ、元の姿に戻りましょう。本当に最後の一欠片なんですね？　では早さつ速そくディクトンを召しよう喚かんしてロラン湖に沈めましょう」

「ま、待ってください！　絶対に見つかりませんから！」

　自分で探そうとしておいて何だが、いくら人を集めても見つかりっこない。正直に言えば大嫌いな隊長だが湖に沈めるわけにはいかず、ミラは立ち上がったアレクを懸命に抑えた。

「まだシレナの森に一角獣がいるかもしれないんです！　魔導師長様が言って……」

「うわぁ、本当にいるんですか？　殿下、森に行きましょうよ！　森にしましょう！」

　すかさずマーシュが援えん護ごしてくれる。アレクはしばし考え込むように沈黙したが、水の中よりは可能性があることに気づいたのだろう。うなずいた。

「そうしましょう。マーシュ、用意を。ミラ、あなたも着替えてください。すぐにシレナに行きます」

「今からですか？　晩餐会の途中ですし、明日でも……」

　どうせ除隊されたし、明日から予定はなしだ。だがアレクはくわっと目を見開く。

「あなたがモニカだと分かったのに、悠ゆう長ちように晩餐会なんてしてられますか！　あなたと王とどちらが大切か分かってるんですか!?」

「お、王様です、絶対に」

「いいえ、あなたです！　私にとってあなた以上の人も物も出来事もない！　厩うまやで待っていてくださいね、すぐ用意してきます！」

「アレク様、ちょ……！」

　っと、待ってください。が続かなかった。

　大喜びで走り去った二人を見送り、ミラは座り込んだまま呆ぼう然ぜんとしていた。
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　その夜、魔導師長ウィトスは宝珠の中にある大臣の部屋を訪れていた。

　夜も更ふけたというのに、ペンテレイアの国政を担になうガレは、執しつ務む室しつの中でまだ書類と睨にらみ合っていた。部屋には若い文ぶん官かん達も詰めており、闇やみ色のローブをまとった魔導師長の姿に立ち上がり、礼をする。

　ウィトスは遅くまで政務に励む若者達をねぎらいながら、ゆったりとした足取りで大きな机に向かい、紙に埋もれるガレの前に立った。

「よかった、まだ宝珠に詰めておられましたか。お屋や敷しきに向かうところでした」

「なんだ、ウィトスではないか」

　部屋に入ったのも気づいていなかったらしい。まだ五十代半ばでありながら、真っ白になった髪のガレはやっと目を上げる。昔はがっしりとしていたのだが、ここ数年の心しん労ろうでめっきり肩も細くなってしまった。紫の文官の長ちよう衣いに着られている感が漂っている。

「いやはや、モニカ様が王妃となられてから忙しくてな。過去の政治の記録をご覧になりたいと仰おつしやるから」

　娘であっても、王妃になればガレは臣しん下かだ。やれやれと眉み間けんを揉もむガレに、大臣補ほ佐さや他の文官達は次々と集まり来る。

「本当に素晴らしい方です。モニカ様のおかげで、リチオ陛下も記録をご覧になっているそうですよ」

「私どもの意見でも耳を傾かたむけてくださるんですから、本当にやり甲が斐いがあります！」

「さすがはガレ大臣のご息そく女じよです。もっと早くご結婚してくださってもよかったのに」

「ははは、ガレ様も大切な愛まな娘むすめですから慎しん重ちようになったんでしょう！」

　仕事に追われているのに、現場の雰ふん囲い気きはひたすら明るい。王妃を褒ほめ称たたえる部下達の言葉に、ガレは引きつった笑顔で答えた。

「ま、……まあ、そうだな。結婚がうまくいってよかった……。ははは」

　それを横目にちらりと見て、ウィトスは丸眼鏡の奥で穏おだやかに微笑んだ。

「もう日が変わりますし、みなを休ませてはいかがですか？　ガレ様に、新しく町に卸す薬草のことでご相談がありまして」

　やんわりとした言葉にガレは少し眉をひそめ、やがてハッとした。慌てて立ち上がると、書類を片付けていく。

「そうだな、みなよくやってくれた。後は明日にしようではないか。もう仕事を切り上げなさい」

　魔導師長が訪れたということもあり、部下達は了解して早々に資料をたたんでいく。ある者は宝珠の仮眠室へ、ある者は仕事の残りを手に帰き途とへつき、やっと部屋に人がいなくなった。

　執務室に二人だけになると、ガレは飛びつくようにウィトスの装しよう束ぞくを摑んだ。

「モニカ様が見つかったのかっ!?」

「いえ、そうではないんですが……」

　ウィトスはなんとも言えずに口をつぐんだ。

　カゼルラから預あずかった「モニカ」が行方ゆくえ不ふ明めいになってから四年。共に秘密を守ってきたペンテレイア先王リザベルに先立たれ、ガレの心労も頂点に達していた。

　椅子を持ち出して座ったウィトスの前で、頭を抱えて机に突っ伏す。

「なぜだ！　なぜあの方々はまだ居い座すわっておるのだ！　いつまで滞たい在ざいする気なのだ!?　もう私の心臓は持たんぞ！」

　カゼルラのティマエス王から再さい三さんの帰き還かん命令が出て、なおかつウェスタイン公爵も帰き郷きようを進言しているというのに、アレクシスは動こうとしない。ペンテレイアが気に入ったと本人は言うのだが、湖での舟遊びや狩りなどを提てい案あんしても乗ってこない。最近ではもてなしの余よ興きようも限界が来て、上層部の密かな悩みの種になっている。

「もうすぐひと月にもなるのだぞ!?　何がしたいのだ、あの王子は！　もうモニカが別人だと分かったはずなのに、これ以上どうしろと!?」

　恥はじも外がい聞ぶんもなくおいおいと泣き出す。すかさずウィトスはローブの袖そでから白い花を取り出し、ガレの頭を囲むように机に置いた。

「落ち着いてください、ガレ様。心安らぐポーラの香りをどうぞ」

「なぜこんな厄やつ介かいごとを残して死んだのだ、リザベル王は。いや、そもそも隠すことに同意してしまった私が悪いのか？」

「この間見つかった花があるでしょう？　あれを魔道宿舎の花畑で育ててるんですけど、そろそろ薬として……」

「モニカの話をしに来たのではないのか!?」

　ガレはガバッと顔を上げ、泣きながら嚙かみ付く。本当に新薬の話なら大いなる時間の損そん失しつだ。

　ウィトスは慌てて居住まいを正す。

「いえ、モニカ様の話です。新薬は鎮ちん静せいの効果が出たので報告と、量産のお許しを頂こうかと思っただけで」

「好きにしろ!!」

「ありがとうございます。それでモニカ様なんですけど、ここまで何も無いとなると、ウェスタイン公爵は知っていて黙っている可能性が高いです」

「当たり前だ！　だから私は怖いんだ！　リチオ陛下に偽にせ者ものを差し出したことについて、あの方は喜んでいる。だが、もし本物のモニカに会わせろと言われたらどうすればよいのだ!?」

「今回アレクシス殿下がついてこられたのが幸運でしたね。公爵様は殿下を警けい戒かいして動けないようですから」

「もう生きた心ここ地ちがせんのだ！　早く、一いつ刻こくも早く本物のモニカ姫を見つけんと！」

　カゼルラ王国ウェスタイン公爵家は、サンテオーレ王家の遠とお縁えんにあたる大貴族だ。モニカは現在の当主であるロスター・ウェスタインの一人娘であり、王太子アレクシスの求婚から逃のがれるためにペンテレイアに預けられた。

　なぜ王家につりあう公爵家で婚約できなかったのかというと、アレクシスには生まれたときからの婚約者がいたからだ。カゼルラに並ぶ大国ヴァルダンの姫で、ティマエス王とヴァルダン王は旧きゆう知ちの仲だった。縁談が壊こわれれば国際問題にも発展する。そんな親の事情も無視して、アレクシスはモニカに熱ねつ烈れつな恋をした。

　ここでモニカがアレクシスに恋をしていれば、もう少し違った結果になったかもしれない。

　だがアレクシスはモニカにとことん嫌われた。嫌い抜かれても追いかけ回し、ウェスタイン公爵から屋敷への出入り禁止を言い渡されるほど嫌われた。修しゆう復ふく不ふ可か能のうなほど嫌われた。

　そこで利り害がいが一致したのがティマエス王と公爵だ。二人はモニカの同意を得て、アレクシスから彼女を隠すことにした。モニカを死んだことにして、その間にアレクシスをヴァルダンの姫と結婚させようとしたのだ。

　隠し場所として選ばれたのが、隣国のペンテレイア。シレナで極ごく秘ひの会見が行われ、国王リザベルの申し出により、かねてより打だ診しんのあった王太子リチオとモニカの婚約もその場で決まった。当人達は一切知らされないままの縁えん組ぐみだったが、その他関係者は多いに盛り上がった。ペンテレイアでのモニカの後こう見けんは、大臣であるガレに任せられた。

　全てが円えん滑かつに進み、ペンテレイアにとってカゼルラの大貴族と姻いん戚せき関係を結べるという吉きち事じとなったのだ。

　その会見のたった五日後。

　ティマエス王と公爵もとっくにカゼルラに帰国し、後はモニカをペンテレイアのガレの屋敷に迎えるだけとなった、そのときだった。

　モニカが消えたのだ。

　何が起こったのか全く理解できないほど、綺麗さっぱりモニカの姿は無くなってしまった。まるで元から存在していなかったかのように。

　気づいたガレは極きよつ刑けい覚悟でリザベル王に申しん告こくし、すぐにペンテレイア全土で極ごく秘ひ裏りに捜そう索さくが行われた。カゼルラに勘付かれないように細さい心しんの注意を払って、翠すい緑りよくの瞳と亜麻色の髪を持つ十三歳の少女を草の根を分けて探した。

　それなのに、何の手掛かりも得られなかった。モニカ姫は霞かすみのごとく消えてしまったのだ。

　アレクシスにばれないように連絡は取らないと公爵が約束したのをいいことに、リザベルはモニカの失しつ踪そうを隠いん匿とくし続けた。もう少しで見つかるはずだ。何か痕こん跡せきぐらいはあるはずだ、と思い続けて早二年。ついにガレの一番恐れていたことが起こった。

　病やまいがちだったリザベル王が崩ほう御ぎよしたのだ。

　かくして恐ろしい秘密を一人で抱えることになったガレに、新たに厄介な問題が持ち上がった。

　婚約者の存在だけは知らされていた王子、リチオがモニカを渡すよう求めてきたのだ。リザベルが生きていた頃はなんのかんのと誤ご魔ま化かしてきたが、もう臣下であるガレでは抑えきれない。

　真実を話すか。さらに誤魔化すか。それとも。

　悩みに悩み、連日眠れなくなるほど心を痛めたガレは、魔導師長ウィトスを見込んで相談した。ウィトスの決断はガレと同じものだった。

　替え玉を用意してリチオを騙だまし、その間にもモニカの捜索を続ける。

　リチオに難なん局きよくを乗り切る才気と力量は無い。下手をすればカゼルラと戦いくさが起こるこの事態を任まかせるには、頼たよりがいがなさすぎた。

　堂々と振ふる舞まってくれている今の王妃を思い、ウィトスは腕を組んで考え込んだ。

「ウェスタイン公爵はモニカ王妃に何も仰ってませんよね？　王妃様はほぼ毎日お相手してらっしゃいますが」

「ああ、モニカもよくやってくれている……！　私の期待以上だ！」

　猛もう特とつ訓くんを施ほどこし、たった一年ほどで貴族の令れい嬢じように仕立て上げた偽のモニカは、見事リチオの愛を勝ち取り、国家まで建て直してくれている。彼女がペンテレイアの町娘だと知っているのは、ガレとウィトスのみだ。

　リチオからモニカを要求されたガレは、ウィトスと協力して翠緑の瞳と亜麻色の髪を持つ同じ年頃の少女を探し出した。美しいばかりでなく秘密が守れるほどの口の固さを持ち、出来れば頼りないリチオを支えられるほど賢かしこい少女を。

　厳しいガレの選考を突とつ破ぱし、選ばれたのがいまの王妃モニカだった。王都ペンテレイアの南、池周りの貧しい地で育った身寄りのない彼女は、本当の名を捨て、モニカとなって生きることを決めてくれた。厳しい礼れい儀ぎ作さ法ほうと教きよう養ようの訓練に泣き言も言わずついてきてくれ、失敗すれば待つのは死だという覚悟も持ってくれた。

　ガレにとって彼女はもはや戦せん友ゆうだ。

　カゼルラに気づかれれば「本物のモニカが結婚を嫌がった」と突っぱねるつもりだった。ティマエス王はモニカの今後には興味がなさそうだったし、ウェスタイン公爵はリチオとの婚約にいい顔をしていなかった。生死がわかりません、と伝えるより遥はるかにいいはずだ。

「あんなに可か憐れんな姫君が、人の噂うわさに上らずにいるはずがないというのに。いったいどこにお隠れになってしまわれたのだ……！」

　またもや涙が溢れ、ガレはポーラの花の中に顔を埋うずめた。

　目を閉じれば四年前の光景が浮かぶ。初めて会ったガレに、モニカは父と離れる寂しさを堪え「よろしくお願いいたします、おじ様」とそれはそれは美しい笑顔で礼をしてくれたのだ。

　泣き崩れるガレのつむじを見ながら、ウィトスはおもむろに口を開いた。

「モニカ様は翠緑の瞳に亜麻色の髪。小柄で華奢な姫君でしたね」

「そうだ！　まだ十三歳の、この世のものとは思えんほど愛らしい姫君だった」

　ウィトスは沈黙した。確かに思い浮かべた人物は可愛らしい。モニカ姫を見たことのないウィトスにとって判断材料は髪と目の色、そして魔道だ。もし自分の考え通りなら、四年間探し続けて見つからなかった理由が納得できる。

「見つかった……、とは言い切れないんですが」

　ガレは椅子を蹴けって立ち上がった。胸むな倉ぐらを摑む勢いで迫る。

「どんな些さ細さいな情報でもかまわん！」

「少し、経歴を調べて頂いていいですか？　ミラという子なんですが」

　ガレは書類をひっくり返して羽ペンを取る。

「ミラ、ミラとな。その少女は今どこにいるのだ？」

「いえ、少年なんです」

「は？」

　ぽかんとして顔を上げたガレに、ウィトスは真顔で告つげた。

「トナタス様の魔道で、少年になっているかもしれません」







　第三章　姫君現る







　出で掛がけにアレクがミラと一緒に馬に乗ると騒さわいだので時間を無む駄だにしたが、真ま夜よ中なかになってようやく三人はシレナに到着した。結局馬には一人で乗っている。

（ここがシレナの町……）

　王都ペンテレイアから南東に向かえば、森に呑のみ込まれそうな町がある。過去には王都でもあったシレナは大きな町だが、なにぶん背後の森のほうが広大なため一体化してしまっていた。

　ここが故郷のはずなのに、何の感情も湧わいてこない。

（やっぱり僕はモニカなのか？　ミラじゃなくて）

　あまりの見覚えの無さにそう考えたが、期待してしまうのも怖こわかった。もしかしたらその二者どころか、全くの別人かもしれないのだ。

　兵舎にはキーツ宛あてに手紙を残してきた。任にん期き明けを待たずに除じよ隊たいされたこと、急ぎの用事でシレナに向かった旨むねを書いておいたが、きっといきなりで心配しているだろう。

　仲間達の顔を思い出し、一瞬だけ馬首を返そうかと思った。このまま王都に戻れば、何事も無くミラとして過ごせる。兵士ではなくなったけれど、皆みなと友達でいられる。

　だが寸すん前ぜんで止め、ミラはぐっと手た綱づなを握にぎり締しめた。

（とにかく行こう。後あとのことは後で考えればいい）

　まずは自分が何者かを見み極きわめよう。全てに決着をつけてから戻ったって遅くはないはずだ。

「どうします、殿でん下か？　今日は宿に泊まりますか？」

　アレクはミラよりもマーシュを乗せるべきなのでは、と思うほどの馬術を披ひ露ろうしていたマーシュは、あちこちに首を向ける馬を必死で御ぎよす。

　言ってるうちに、馬は勝手に森に向かって歩き出してしまう。「わー」と声を上げるマーシュを見て、アレクはその後に続いた。

「森に行きましょう」

「いきなりですか？　一いつ角かく獣じゆうの情報を調べたりしないんですか？」

「少し見学するだけですよ。いくらなんでも夜の森には入りません」

　さっさとマーシュの後について行ってしまい、仕方なくミラも後を追った。

　森の周囲には見上げるほど高い木の柵さくが立てられている。だが完全に侵しん入にゆう者しやを阻はばむような厳げん重じゆうなものではなく、ロラン湖の岸辺にあるような簡単なものだ。

「殿下ー、入り口がありますよー」

　馬の行くまま進んでいたマーシュの声に、ミラとアレクは脚あしを速めた。

　柵の一部が開閉できるようになっており、三人は鍵かぎのない木戸を開くと森を覗のぞき込んだ。

　木はまばらに間かん隔かくを空けて生えているため、斜ななめに射さし込む月の光が柔やわらかそうな草の上に落ちている。

「……なんか本当にいそうなんですけど」

　マーシュは無意識に小声になる。確かに木々の合間を縫ぬって、清さやかな光の間から今にも一角獣が現れそうだ。アレクは馬を引いて、一歩踏ふみ出した。

「少しだけ……入ってみましょうか」

　光景に誘われるように、三人はふらふらと中に入った。

　夜の森など恐ろしいだけなのに、月明かりのせいか木の一本一本が淡あわく輝かがやくように見えた。低い鳥の鳴き声がかすかに聞こえ、無風の空間はどこか美しい絵画のようだ。目に見えるわけではないのに空気が澄すみ切っているのが感じられ、ひんやりと心地よい森の中を、三人は無言で進んだ。

　そのときだった。

「おやおやおや。なんじゃい、お前さん方は」

　静せい寂じやくを破やぶって突然聞こえた声に、ミラは大声を上げて飛び上がった。

　アレクがとっさに剣けんを抜き、マーシュが一呼吸遅れてビクッと体を強こわ張ばらせる。反応の遅いマーシュはきょろきょろしているが、ミラとアレクの目はもう声の主ぬしを把は握あくしていた。

（猿さる!?）

　木々の闇やみに隠かくれて、枝の上にちょこんと座っている。闇に溶とけ込むようなローブを頭からすっぽりと被かぶり、大きな目で三人を見下ろしていたのは、一人の老人だった。

「梟ふくろうたちが呼ぶから来てみれば、旅人か？　こんな真夜中に何しに来たんじゃ。森は深いぞ。昼でも奥に入れば出れんようになる」

　魔道の力の糸で編まれた服のおかげなのか、軽やかに音も立てずに地面に飛び降りる。アレクが剣を抜いているというのに、臆おくすることなくローブを引きずり歩あゆみ寄ってきた。

「わしゃあ、この森の番人じゃ。シレナの領りよう主しゆから命めいじられとる」

　目の前に来ればミラの腰こしほどまでしかない。驚おどろくほど小柄な老人だ。年ねん齢れいは見当もつかず、目が大きく鷲わし鼻ばなで、鼻の下や顎あごは白い髭ひげに覆おおわれている。どこかひょうきんな顔だった。

　怪あやしいが害のある人物ではないと判断し、アレクは剣を収めた。

「私達は一角獣の角つのが欲しくて来た。この森にまだ一角獣は存在しているのか？」

「角！」

　森の老人は大きな目をぱちくりとさせる。

「そんなもん手に入るかい。捕つかまえるのも一苦労じゃ」

「いるの!?」

　マーシュが驚きよう愕がくの声を上げる。明らかに存在している口ぶりだ。詰め寄ろうとしたミラを片手で押し留とどめ、アレクは老人に向き直った。

「この少年は本当は女性だ。姿を元に戻したい」

「ほう！　一角獣の角と言うことはミソルトウの法か。まだ使える者がおったとはの」

　興味深そうにミラを上から下まで眺ながめ、森の老人はあっさり言った。

「元が女か。ならば角を煎せんじて飲むよりも、一角獣にキスしてもらえ。その方が早い」

「キスですって？」

　アレクは一瞬こめかみをピクリとさせたが、動物好きのミラはほっとして胸をなでおろした。

「なんだ、簡単そう……」

「しかしお前さんが本当の男だった場合は角で突つき殺される」

「え!?」

「あと純じゆん潔けつでない場合もメッタ刺し」

「!?」

　声も出ないほど驚いたミラに、アレクの目が細まった。ずいっとミラに迫る。

「えらく驚きますね。まさかとは思いますが……あなた、女性経験は？」

「…………………………な、無い……です」

「歯切れが悪いですね、まさか」

「無いです！　聞かないでください！」

　なぜこんな暴ばく露ろ話などしなければいけないのか。ミラは涙目になったが、アレクは満足そうだった。

「ならば大丈夫です。少女時代は近づく男はいませんでしたから」

　そんなにモテなかったのかと衝しよう撃げきを受けた。ますます落ち込むと、森の老人は脅おどすように声を低くする。

「一角獣は俊しゆん敏びんで獰どう猛もう。その吠ほえ声は熊くまよりも大きく、角はどんな大型の獣けものも一いち撃げきで突き殺す」

　ぐー、とマーシュのお腹が鳴った。

「生け捕どりは不可能。近づけるのは純潔の乙女おとめのみ」

　ぐー。ぐー。

　まるで返事をするように鳴るマーシュの腹を、アレクがイライラしたように睨にらむ。

「うるさい。腹の虫を静めろ」

「だって殿下は晩ばん餐さん会かいで食べてたけど、俺は何にも食べてなかったんですよ？　腹減りましたよ。森のおじいさん、家に招待してください」

「とんでもなくずうずうしい奴やつじゃな」

「その辺の草を食べろ。夜よ露つゆもあるだろう」

「虫ですか俺は!?」

　マーシュの悲痛な叫びを縫って、ミラのお腹がくぅと音を立てた。しまったと思ったが、三人に一いつ斉せいに視線を向けられ赤せき面めんした。

「す、すみません！　そういえば僕も何も食べてなかった……」

　今になって腹が減ってきた。アレクは頰ほおを染そめたミラの肩かたを抱くと、さっと胸元から紙し幣へいを取り出す。

「老ろう師し、すぐに食事の準備を。金ならいくらでも払はらう」

「なんじゃお前は。一番まともそうかと思ったが、お前が一番変そうじゃ」

　老人はものすごい呆あきれ顔をしたが、森への道をとった。

「まあ、おもしろいから特別に泊めてやろう」

　さっさと歩き出してしまう。三人は顔を見合わせたが、自分達から言い出したこともあり、ありがたく招待を受けることにした。

　連れて行かれたのはもう少し奥に入った場所にある、丸太を組み上げて造られた家だった。小屋というには大きく、バルコニーまである立派な家だ。そんなに高くない天てん井じようには太い梁はりが渡され、四部屋に分かれている。扉とびらを潜くぐってすぐの一番広い部屋には大きな棚が置かれ、まるで薬草屋のように乾燥した草や瓶びんが並んでいた。

　木で造られた椅い子すに腰掛けると、森の老人はものの数秒で食事を用意してくれた。

「わしの名はドルチーノじゃ。昔は王都で魔ま導どう師しをしておった」

　振ふる舞まわれたのは見事な薬草料理だった。それぞれ自己紹介し、マーシュとミラは互いに覚かく悟ごを決めて、出された食事に挑いどんだ。皿の上に並べられた料理に効こう能のうの無い物はない。乾燥した花から作られた冷たい汁も、丸がん薬やくのような草の固まりも、じゃりじゃりする木の根も。

　……要するにとんでもなく不ま味ずかったのだ。もはや料理ではなく薬草そのものだ。苦い木の根を涙ながらに完食したマーシュに、内容を見て遠えん慮りよしたアレクは称しよう賛さんの眼まな差ざしを送る。

　ドルチーノはのんびりとお茶を飲んで、アレクとの話を続けた。

「一角獣は人に捕らえられるような獣ではない。だが本物の純潔の乙女が相手なら話は別じゃ。今の姿が男じゃろうがなんじゃろうが、引き寄せられるように近づいてくる」

「いやらしい獣ですね」

「失礼な口をきくでない。あれの角には他に及ぶもののない浄じよう化かの作用がある。ひとたび川に浸ひたせば、全て清らかな流れに変わってしまうほどじゃ。シレナの森が美しいのもそのためじゃぞ。まさにペンテレイアの守しゆ護ご聖せい獣じゆうじゃ」

　お茶をもらって味覚を回復させたマーシュは、目をぱちくりさせる。

「てことはロラン湖の水は浄化されちゃったのかな。欠片かけらがロラン湖に沈んだんですけど」

「ふむ。欠片が湖にある限りはそうなるな」

　簡単に言われ、ミラはくらりとした。すごいことになってしまった。だが毒どくではなく良いことなので黙っておくことにする。

「しかし本当に一角獣に会う気か？　わしゃ、死んでも責任は持たんぞ」

　ドルチーノの言葉にアレクは何かを答えようとしたが、結局何も言わず、ミラを見つめた。

　アレクはこの賭かけが成功することに絶対の自信がある。だが実際に赴おもむくのはミラだ。

　見つめられ、ミラは沈ちん黙もくした。

　命を懸かけられるか。アレクを信じたいと思っても、本心では自分が女だとは信じられない。女だったとしても、生活の全てが変わってしまうことは確かだ。

　賭けに勝っても負けても、今のミラはいなくなる。

（一角獣に会えば、僕が消える）

　ならば迎えに来てくれるかどうか当てのない人を待って、一人で生きていくか。

　記き憶おくは戻らないと割り切って、男としてどこか欠けたまま。それともアレクに甘えてこのまま側そばにおいてもらうか。アレクはきっと自分にモニカを重ねたまま、一緒にいてくれるだろう。

　そう考えた瞬間、理わ由けのわからない怒りを感じた。ぎゅっと拳こぶしを握り締める。

（……いやだ）

　それだけは嫌いやだった。

（やってみよう）

　森に入る前にも決めたはずだ。行けるところまで行こうと。ペンテレイアで祖そ父ふと暮らし、兵士として勤つとめ、仲間もいた。アレクやマーシュとも知り合った。この身が形を変えても、それは変わらないはずだ。

　マーシュとドルチーノからも目を向けられ、息を吸い込んだ。

「やります。僕は自分が誰なのかを知りたいんです」

　言い切ったミラに、アレクがそっと安あん堵どの息をついた。ドルチーノは長いあご髭を撫なでる。

「ふむ。……まあ、お前さんがそう言うのなら止めはせん。森の東、奥に入れば清せい流りゆうがある。一角獣を見かけたという話が一番多い場所で、わしも遠目に見たことが何度かある。場所を教えてやるから明日から通ってみろ」

「……僕一人ですよね？」

「お前さんが本気で姿を戻したいのならな。男がいれば敵てき対たい心しんが強くなるし、潜ひそませていれば気づかれたときに怒り狂くるうぞ。皆殺しじゃ」

　ざっくり言われ、ミラの顔がひきつった。

　だがもう後には引けない。覚悟を決めて、協力への感謝を述のべた。




　三人分もベッドが無いので、食事をした広い部屋で雑ざ魚こ寝ねすることになった。

　ドルチーノが自室に下がり、しばらく三人で明日のことをあれこれと話していたが、やがて部屋は静かになった。

　風もなく本当に静かな夜だった。掛け布に包くるまり目を閉じれば、月の光の落ちる幻想的な森の姿が浮うかんだ。あの斜めに落ちる光の中、純じゆん白ぱくの一角獣が軽やかに歩く姿を思い浮かべる。

（この森にいるんだ）

　ミラは女性で、アレクの言うとおり公こう爵しやく家けの姫ひめなのか。それともやっぱり男性なのか。早ければ明日、全てが判はん明めいしてしまう。

　ため息をつき、そっと寝ね返がえりをうったときだった。

「眠れないですか？」

　突然声を掛けられ、驚いて身を起こした。

「アレク様。起きてらしたんですか」

「床ゆかで寝るのは初めてなので」

　笑いながら寝ね乱みだれた髪をかきあげ、アレクも起き上がった。うつむくミラに優しく囁ささやく。

「……一角獣に会うのが怖いですか？」

　ミラは答えることができなくて、ますますうつむいた。

　今日は色々なことがあったから眠れない。だがそれよりも、明日のことが不安だった。覚悟は決めたが、やはり正直言って怖い。

「私は自信がありますよ。あなたが本物のモニカだということに。姿かたちが変わっていたって、私があなたを見み間ま違ちがえるはずないんです。あなたはモニカだ。これは絶対です」

　アレクは励はげますように、その手を取った。温かい手に包まれ、ミラは少しだけ顔を上げる。

「でも……」

「私にとってあなた以上にモニカだと思える人はいない。あなたがモニカでないのなら、やはり彼女はもうこの世にはいないということだ」

「そんなことありません。もっと多くの人と出会えば、僕よりモニカ様に似ている人もきっといるはずです」

　もしも自分がモニカで無かったとしても、あきらめずに探し続けてほしい。アレクには幸せになってもらいたかった。

　そんなミラの気持ちを読んでか、アレクは否定せずに微ほほ笑えんだ。

「もしも今後……まぁありえないと思いますが、モニカが見つかったとしても、あなたは私の心を慰なぐさめてくれた。だから、必ず幸せにします。もし本当に男性だったとしても、ちゃんと生きて帰ってきてくださいね。一緒にカゼルラに行きましょう」

　またしてもプロポー……。いや。もう考えるのをやめた。素直に嬉うれしかった。

「ありがとうございます」

「私はあなたと一角獣をキスさせるほうが嫌ですよ」

　拗すねた様子を隠すこともしないアレクシスに、ミラはくすっと笑った。と、大きな手で頰を優しく挟はさまれた。月明かりに煌きらめいていた紫むらさきの目が閉じられ、ゆっくりと唇くちびるが近づく。ああ、これはキスをされるんだなー……、とぼんやり思って、ハッと我われに返った。

「待った！　僕はいま男なんですよ!?」　

　うっかり流されかけ、寸前で手の平を差し込んだ。いくら本当は女だといわれても、やはり抵てい抗こうがある。小声で叫んでこちらに背を向けているマーシュを見たが、なんとなく起きているような気がしてならない。しかしアレクはそのまま手の平に口付ける。

「男？　いいえ、あなたはあなたですよ。外見が男だろうが女だろうが子供だろうが老人だろうが鳥だろうが獣だろうが魚だろうが、私にとっては同じこと」

　手の平に息が掛かって、くすぐったさに思わず大きく反応してしまった。

　だけどそれは悪お寒かんではない。唇が離はなれると同時に顔が火ほ照てって心しん臓ぞうが激はげしく脈みやく打うつ。貫つらぬくような強さで見つめられ、あまりの恥ずかしさに目をそらしたいのに、指一本も動かせなかった。

「どんな姿であっても、私の大切な人なんです」

　手の平に口付ける以上は何もしてこず、ミラの意い思しを尊そん重ちようしてくれていると感じられた。

（見つけ出すかもしれない……）

　森を駆けていても、池を泳いでいても。

　こんな、どこの誰かもわからない自分を。

　記憶もなく、家族という足場も崩くずれてしまったミラを、アレクだけは間違いなく摑つかんでいてくれる。涙が出そうになって、瞬まばたきを繰くり返した。

「嬉しいです。アレク様……」

「嬉しいの!?」

　隣となりで寝ていたマーシュががばっと起き上がった。

「さすがの俺も沸ふつ点てん超えましたよ！　我が慢まんして聞いてたけど、いいんですか？　魚ですよ魚！」

「嬉しいよ。ていうか、マーシュやっぱり起きてたんだ」

　雰ふん囲い気きが消し飛んで、ありがたいような残念なような妙みような気持ちだ。

「そりゃ、隣で愛の劇場を繰り広げられれば起きますよ。邪じや魔ましないようにしてたんですけど」

「愛の劇場じゃない！」

「はいはい、しーっ！　騒さわぐとドルチーノさんが起きますよ。寝ましょう寝ましょう」

　騒がせているのはマーシュのくせに、正せい論ろんで返して寝ね転ころんでしまう。ううっと唸うなったミラの頭を撫でて、アレクも薄い布の中に潜もぐり込んだ。

「明日のためにも眠りましょう」

　アレクに言われては仕方がない。文もん句くを言うのをあきらめて、寝ようとしたときだった。

「ひとつ、約束して頂けませんか？」

　目をやると、アレクはひどく真剣な顔でミラを見つめていた。

「モニカに戻れば、きっと記憶も戻るでしょう」

「そうだといいんですが」

　そうなればとてもありがたい。だがアレクは一度目を閉じ、苦しそうな声で言った。

「……全てを思い出しても、私を嫌わないでください」

「アレク様を嫌う？　ありえないです」

　驚きに声が高くなり、慌あわてて口をつぐむ。そんなことは想像もつかないし、むしろどうすれば嫌いになれるのか分からない。

　アレクは断だん言げんしたミラを見つめていたが、静かに視線を天井に戻した。

「明日は、どうなるんでしょうね。……私も怖いですよ。とても」

　一角獣との賭けについては心配していないアレクだ。その怖さが全く別のことを指さしていると悟さとり、ミラは少しだけ上体を起こした。

「アレク様。約束します。何を思い出しても嫌わないし、もしも今の記憶が消えてしまったとしても、僕は絶対に思い出しますから」

　過去に何があろうと、この感謝の気持ちや好こう意いがひっくり返るはずがない。そんなことで怯おびえる必要は何もないのだ。

　力強く宣言すると、月明かりの中でアレクは少しだけ笑った。

「ありがとうございます。……信じます」

　その声はとても穏おだやかで、だけど、何もかもあきらめたような静けさがあった。
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　翌朝。服を着替えたミラは、大きな鏡かがみに映うつった自分の姿に脱だつ力りよくした。

　魔道に使うこともあるという全身が映る鏡の中には、淡い檸檬れもん色のドレスをまとったミラがいる。ペチコートも共に素材は絹きぬらしく、肌ざわりがとてもよかった。胸元はレースで襞ひだが作られ、無い胸でもあるような錯さつ覚かくを起こす。

「今のあなたに合わせてあるので、モニカには大きいでしょうけど」

　ずっと機会を狙ねらっていたのだろう。鏡を覗くアレクは喜びが声にまで溢あふれ、満面の笑顔だ。

（まさか僕に合わせたドレスを作ってくるとは……）

　呆れを通り越して感かん服ぷくしてしまった。いくら簡かん素そとはいえドレスはドレス。マーシュが担かついでいた荷物を気にとめなかった自分も、迂う闊かつだった。

　ため息をつき部屋を出ると、マーシュは歓かん声せいを上げた。

「うわあ、似合いますよ。これなら一角獣も騙だまされて出てきそうですね」

「……後で殺されなきゃいいけど」

　ミラはむっつりと答えた。この女じよ装そう劇がなぜ起こったのかというと、女に身なりを変えた男が一角獣をおびき寄せ、角を取るために戦ったという記録があるからだ。どこまで本当か分からないが、一角獣と出会う確かく率りつを上げるということで女装することになった。

　女装の必要性についての力説と、拒否の一連の流れを見ていたドルチーノは心しん底そこ呆れ顔だ。

「どんな格かつ好こうでも、男なら邪魔だと判断された時点で殺されるわい。ただ、川まで行ったところでいつもおるとは限らんからな。夜まで待って出てこんかったら、一いつ旦たん戻って来い」

　マーシュがいそいそとバスケットを差し出す。中には昼ちゆう夜や食とお茶が入っている。当然武ぶ器きは持って行けないし、男が一緒にいては成功するものも成功しない。なので森に入るのは丸まる腰ごしのミラ一人だ。

　みなに小屋の外まで見送りに出られ、ミラは緊きん張ちようの面おも持もちでドレスを整ととのえた。

「では、行ってきます」

「真まっ直すぐ東に向かえ。途中に泉いずみの湧く広場があるから、目印にすればいいじゃろう」

「そんな説明でミラが分かると思っているんですかっ？　ミラ、この小屋を出たら右手側に進むんですよ？　立ち止まるときはちゃんと方向を確認してから！　わからなくなったらまず目印をつけなさい！」

「真っ直ぐ行くだけじゃろが。難なん儀ぎな奴じゃのう」

「行ってらっしゃーい、お土産みやげ期待してますー」

　呆れ果てたドルチーノ、今こん生じようの別れのようなアレク、そしてのんきに手を振ふるマーシュに見送られ、ミラは小屋の右手を真っ直ぐ進んだ。

　森に道などない。とにかく前を向いて、木々の間を縫って行くだけだ。地面は足首までの黄おう緑りよくの草で覆おおわれ柔らかく、木こ漏もれ日に輝いている。慎しん重ちように歩ほを進め、ミラは油ゆ断だん無く周囲に目を配くばった。

（はちあわせて、なおかつ男だと判断されたら、とにかく一いち目もく散さんに逃にげる）

　霧きりもなく、見晴らしは良りよう好こうだ。木々は森の入り口よりは密みつ度どを濃くしているが、さすがに馬に似た動物が来ればすぐわかる。

（それにしても綺き麗れいな森だなぁ）

　最初こそかすかな葉の揺ゆれる音にもびくびくしていたが、しばらく歩くうちに緊張感が無くなってきた。

　さすがは一角獣の住むと言われる森だ。ミラは一度任にん務むで王都の近くの森に入ったことがある。地図上で見れば繋つながった一つの森なのだが、こことは随ずい分ぶんと違っていた。王都の森は陰いん鬱うつで、苔こけ生むした大地は茶色くじめじめとしていた。密みつ生せいしている木の種類が違うのか、こんなに爽さわやかで、光の落ちる森は初めてだ。

（これが一角獣が住む森と住まない森の違いなのかな）

　かしましい鳥の囀さえずりが響ひびき、ミラは上空をぐるりと見渡した。青あおや緑みどり、見たことないほど鮮あざやかな黄き色の小鳥達が、枝に止まって不思議そうにミラを見つめている。

　怖がらせないようゆっくりと近づき、ミラはにっこりと笑った。

「こんにちは」

　人間を知らないのか小鳥達は全く逃げようとせず、まるで挨あい拶さつを返すように囀る。

　嬉しくて笑ったとき、ハッとした。

「……あれ？」

　急速に鼓こ動どうが速まり、足元を見下ろした。

　今、自分は確かにぐるりと一回転した上に、小鳥達に近づいてしまった。

　――立ち止まるときは目印をつけてから！

　頭の中で声が響いたが、もう遅い。ヒヤリとして辺りを見渡すと、木々の一本に見覚えがあった。焦あせりを押さえ、確認するように声に出してみる。

「いや、うん。この枝がひょいひょいって出た木のはず。僕は今こっちを向いていたはずだ」

（だってこれで間違ってたら、次は逆方向に帰ればここに戻ってくるはずだから）

　ここを基点に進路を変えればいい。どの方角かに行けば、必ず小屋には帰れる。

　自分の方向感かん覚かくに危き機き感かんを持っていれば、アレクに言われた通り、まずはこの場所に目印をつけただろう。

　だがミラはしなかった。

　しないままに、歩き出した。




「さ、さすが、国の宝、シレナの森……！」

　肩で息をしながら、ミラは岩山に手を掛け、重い身体を引っ張り上げた。

　とっくに日も暮れ、辺りはそろそろと闇の気け配はいが近づいている。高い場所から見れば何かわかるかも、と思い岩に登ったが、中ちゆう途と半はん端ぱな高さでは見えるのは木々ばかりだ。どこを見ても森、森、そして森。

（これは……。いわゆる森の奥ってことでは……）

　さすがに恐怖を感じた。

　入ったときには足首までだった大地の草は、ここにきて腰ほどの高さになった。

　一回転してしまったときに方向が変わったのか、それとも最初から真っ直ぐ歩いているつもりで真っ直ぐではなかったのか、行けども行けども川どころか目印の泉すら出てこなかった。慌てて引き返したが、その方向すらも間違っていたらしく、気がつけば森の奥だ。

　岩山に座り込み、仕方なくバスケットを開いた。焦りに急せき立てられ昼も食べずに歩いたため、とてつもなく腹が減っていた。

　中からハムとチーズと卵を挟んだパンを取り出し、瓶に詰めたリュセのお茶を開ける。リュセはアレクが持参した物だが、その他の食材はドルチーノの物だ。昨夜は、こういった食べ物があるのに薬草を出された、ということなのだが。

（困ったな。やっぱり最初のうちに戻ればよかったよ）

　こんな状況でなければおいしかっただろうが、あまりに先行きが不安で味わえない。傷いたんでしまうから食べるしかないが、この後の食料はないのだ。方向音おん痴ちの自分を甘く見た報むくいだ。

（とりあえず危険な獣はいないっていうし、夜通し歩こうかな……）

　休きゆう息そくよりも、小屋に帰りたかった。うずくまり、アレクの顔を思い浮かべると、無性に寂さびしくなる。

　……こういう気持ちを「会いたい」と言うのかもしれない。

　このまま森をさまよい、死んでしまうのだろうか。命を懸ける覚悟はしてきたが、まさかこんな形で終わるかもしれないとは思ってもみなかった。

　だが、しばらく膝ひざを抱えていたミラはピクリと顔を上げた。

　音を拾う小動物のように、薄うす暗くら闇やみの中で耳を澄ませる。

（鳴き声？）

　風が木々を揺らす音ではなく、何か自然のものではない音が聞こえたのだ。人の声か獣の声かはわからないが、暗闇に研とぎ澄まされた聴ちよう覚かくに、確かに声が聞こえる。

　集中して聞く限り、動物ではなく人間のようだ。

　音を拾いながら、ミラは眉まゆを寄せた。こんな時間にこんな場所にいる物好きなど、自分ぐらいのものだ。亡もう者じやか悪あく霊りようの類たぐいという方がまだ信しん憑ぴよう性せいがある。

　だが、こんな薄暗い森の中で泣き声だなんて気味が悪い……というには聞こえる声は現実的すぎた。すすり泣きながらしゃくりあげ、時折泣きすぎたのか、「えっえっ」とむせている。

　少し考えたミラは、とりあえず声の主を探すことにした。

　泣いているのだから困っているのかもしれないし、人に聞けば帰り道もわかるかもしれない。

　声のする方を目指して、登ってきたのと逆方向へ岩山を下り始めた。こちら側は傾けい斜しやが急で、足場も狭せまい。月明かりを頼たよりに慎重に下りていくうちに、足元がやけに滑すべり、岩肌に当てた手に湿しつ気けを感じるようになった。岩から水が染しみ出ているらしい。

　近くなる泣き声に無意識に足が速まり、出っ張った岩に体重を掛けたときだった。

　不意に、ふわりと浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。

（え？）

　岩が崩れるような音が響き、足場が消えた。

　何が起こったかも分からないまま、がくんと体が下がる。

　あっ、と思ったときには中ちゆう空くうに投げ出されていた。

「うわああああああっっ!!」

　摑んでいた手が離れ、ミラは岩にぶつかりながら落下した。全身を容よう赦しやなく打ち付けられ、尖とがった岩に太ふと腿ももが削けずられるのを感じながら岩場を転がり落ちる。

　切り裂さかれる痛みに受うけ身みをとることも忘れ、背中から大地に叩たたき付けられ息が止まった。落下地点は水でぬかるんでおり、やや粘ねばり気のある水が飛沫しぶきをあげて辺りに飛び散る。幸いにして高さはなく、それはほんの数秒の出来事だった。

「痛いたたた……」

　ドレスの背中に染みてくる水気を感じたが、ミラはうめきながら一つ深呼吸した。これはいきなり起き上がると確実に眩暈めまいを起こす。土の匂においと手て触ざわりからして、背中が浸かっているのは泥どろの水たまりだ。

　しばらく呼吸を落ち着け、慎重に起き上がったミラはまず傷きずの確認をした。打だ撲ぼくは痛いが腕うでも腰も動かせる。太腿が熱く、血が流れるのを感じるが、傷は浅いようで大量ではない。

　ほっとして周囲に目をやったときだった。

「ひっ……！」

　ミラが落ちてきたそこは、何度も落らく盤ばんしているのか砕くだけた岩の溜たまり場になっていた。大の男でも動かせないような巨大な岩から、蹴けり飛ばせるような小さな石まで。大小さまざまな岩が柔らかな地面に突き刺ささっている。

　頭ず上じようを覆う木々は、この場だけ開けていた。明るさを増した月明かりに、岩場から染み出す細い水の流れが煌めいて見える。

　大声で叫び出しそうになったミラは、とっさに声を飲み込んだ。泥の中から動くことも忘れ、目の前の人物を凝ぎよう視しする。

　岩場のすぐ際きわ、二つの大きな岩に挟み込まれ、泣き声の主がいた。

　満月の白い光よりも更さらに輝く、銀ぎん色の柔らかそうな髪。緩ゆるくくせのある髪に縁ふちどられた顔は小さく、滑なめらかに白い。夜よ目めでも分かる、潤うるんだ紺こん碧ぺきの瞳ひとみが真っ直ぐにミラを見つめていた。

　それは、白しろい装しよう束ぞくをまとった十歳ぐらいの。
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（女の子……いや、お、男!?）

　少女と見み紛まごうばかりの、愛くるしい少年だった。突然現れたミラに驚いたのか、こぼれ落ちそうなほど目を見開き、ふっくらとした小さな唇を少し開いている。

　左右から大きな岩に挟まれ、細い肩をすぼめる姿にも見み惚とれてしまったミラに、少年はその透すき通るように白い顔をふにゃっと歪ゆがめた。

「出られない……」

　鈴すずの音ねのような澄んだ綺麗な声。岩の隙すき間まに挟まった人物は再び泣き出した。
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　森の小屋では朝の明るい陽ひの中、ドルチーノとマーシュが卓を囲み、薬草茶を飲んでいた。

「おかしいのう。森の鳥たちは不ふ浄じようを嫌う。死体があるなら知らせに来るはずなんじゃが、音おと沙さ汰た無しとは」

「まだミラ様が一角獣に出会えていない、ということですかね？」

「まあ、そういうことになるのう」

　のんびりした会話に、部屋を歩き回っていたアレクは勢いきおいよく木のテーブルを叩いた。

「もう我慢できません！　私が探しに行きます！」

　一いつ睡すいもせずに無事を祈り続け、ついに夜が明けてしまった。

「ミラは超がつくほどの方向音痴なんですよ!?　絶対にどこかで道に迷っている！」

　迷うことは分かっていたが、奥まで入りすぎたに違いない。

（怪け我がをして動けないのかもしれない……！）

　あのミラが心細さに泣いているのではないかと思うと、呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいりそうなほど胸が痛む。もう何の連絡もなく待つのは限界だった。

　アレクが脱いでいた外がい套とうをはおり、剣を摑むと、ドルチーノは厳きびしい顔でたしなめる。

「お前なんぞが森に入れば一角獣にメッタ刺しじゃぞ」

「かまうものか！　返り討ちにしてくれる!!」

「殿下殿下、首を謁えつ見けん室しつに飾りましょうよ。絶対夜中にしゃべりますよ」

「自分の部屋に飾っておけ！」

「おお、豪ごう華かすぎる。殿下の部屋にこそふさわしいですよ」

　軽かる口くちを叩きながらも剣を持って立ち上がったマーシュに、アレクは少し正気を取り戻した。

「…………お前も来るのか？」

「俺もミラ様が心配ですからね。それに殿下お一人では行かせられませんから」

「私の盾たてになるつもりか。一角獣の角は任まかせた」

「そんな考えは微み塵じんも無かった！　行く前から戦せん力りよく外がい通つう告こく!?」

「お前にできることは私が一番理解している」

「なんか格好いいこと言ってるようで全然よくない！　俺の価値は盾になることだけなの!?」

　アレクは答えずに小屋を飛び出す。「待ってー」と叫びながら、マーシュもその後を追って東へ走って行ってしまった。

　その様さまを目で追い、ドルチーノはため息をついて飲みかけの茶を置いた。

「やれやれ、わしも行ってやるか」

　愛用の木の杖つえを手にバルコニーまで出ると、軽く指ゆび笛ぶえを鳴らした。応こたえるように、青い小鳥が渦うず巻まき状じようの杖の先せん端たんに舞い降りる。

　しばらく囀りに耳を傾かたむけたドルチーノは、礼を言って小鳥に餌えさをやり、ひょいと手すりを越えて地面に飛び降りた。

　そして、やみくもに走り去った二人を追って、軽やかに走り出した。
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「うおおおおっ！」

　女かもしれないとは思えない叫び声と共に、ミラは渾こん身しんの力で岩に全体重を掛けた。

　明け方の森は靄もやが漂ただよい、しっとりとした空気はドレスを肌に張り付かせる。転落した時に裾すそが裂けたため腿まで露あらわになっているが、今はかまっていられない。

　泥だらけの両手と、蹴りを入れるように掛けた足で少年を挟み込む岩を押し広げる。

　落盤の衝撃で、岩は土の中深くまで突き刺さっていた。ミラと同じく足を掛けた岩が崩れ、更に上から大きな岩が落ちてきたらしい。よくぞ挟まれただけで済んだものだ。一歩間違えば潰つぶされていた。

　深く刺さったまま押しても意味がないので、ミラは夜よる中じゆう、木の枝を使って岩周辺の土を掘り返していたのだ。

　湿しめった空気も手伝って、こめかみを汗が伝い落ちるのを感じる。隣では不自由な姿し勢せいながらも、少年が一緒になって岩を押している。血管が切れそうなほど両腕を突っ張れば、先に周りの土を掘っていたのが功こうを奏そうしたのか、大きな岩がズッと音を立てて動いた。

　手応えに元気づけられ、ミラは更に岩に体重を掛ける。

「うごっけえええ！」

　腹の底から叫び、ありったけの力を込める。徐じよ々じよに隙間が広がり、やがてその間からするりと少年が抜け出した。

「や、やった……！」

　見届けた瞬間、視し界かいが白い装束に覆われた。少年に抱きつかれたミラは、勢いに押されて倒たおれこみそうになり、何とか踏ふみとどまる。このままではまた泥水の中にはまってしまう。

「待った待った！　ここ泥だから向こうに行こう！」

　引っ付いてくる少年を引きずるようにして、少し離れた広場の中央の草地へ移動した。

　やっと落ち着いたミラは、柔らかな草の上に倒れこんだ。一睡もせずに力仕事に励んだため疲ひ労ろう感かんが凄すさまじいが、とにかく少年を助けることが出来た。力のない自分だが、日々鍛たん錬れんしていてよかったと思わずにはいられない。

　寝転んでいたミラは起き上がり、まだ声を上げて泣き続ける少年の背中をぽんぽんと叩いた。

「怖かっただろう、もう大丈夫だよ」

　ミラの胸に腕を回して、少年はぴったりと身を預あずけている。

「はまっ、はまった……！　うっうっ」

「うん、はまってたね。声に気づいてよかったよ」

「うっうっ、お腹すいた……！」

「ええっ！　ちょ、ちょっと待ってよ？　何か食べる物……」

　すでに空だった手持ちのバスケットは、転落のどさくさで行ゆく方え不ふ明めいになってしまった。

　辺りは霧も晴れ、黄おう金ごん色の朝日が木々の隙間から斜めに射している。

　すっかり晴れた視界に、岩場から流れ出した清水が泉を作っているのが見えた。泉は地中からも湧き出しているようで、太陽の方角へ小さな流れになっている。

（……ひょっとして、湧き水のある広場ってここだったのか？）

　朝日といえば東。ドルチーノが目指せと言っていた泉はこれなのかもしれない。ものすごく森を迂う回かいし、反対方向から来たことになる。

（ということは、小屋に帰れる！）

　希望の光が見えたミラは、疲れた身体に活かつを入れて少年のために食料を探した。

　桜おう桃とうの木を見つけ実を持ち帰ると、少年はすごい勢いで食べ始めた。よっぽどお腹が空いていたらしく、まだ泣きつつも、むしゃむしゃと桜桃を頰ほお張ばる。泣いて食べ、泣いて食べするうちに、少しずつ表情が落ち着いていくのが分かった。

　明るい中で改めて見れば、恐ろしく整った顔だ。アレクもかなり整っているが、この少年はもっと違う感じがする。人間離れした、と言うのが一番しっくりくるかもしれない。

　岩に挟まれていたというのに、まとっている少し古こ風ふうな装束は汚よごれた印象もなく、抱きつかれたときには良い香りがした。むしろミラの方が汗まみれ泥まみれだ。

　少年が二十個ほどめの桜桃を飲み込み、一息ついたのを見計らってミラは微笑んだ。

「落ち着いた？　君はどうして森にいたんだい？」

　しかし少年は不安そうに首を振った。

「わからない」

「いつから森に？」

「わからない」

「えーと……、お父さんとお母さんは？」

　この年頃の少年に聞くことではないが、思わず言ってしまった。

「わからない」

　特に焦った様子もなく、少年は首を振る。ミラはごくりと息を呑のんだ。

（これは……）

　どう対たい処しよすべきか。もしかしたらこの子は記憶喪そう失しつなのかもしれない。逆に記憶が確かだとすれば、保護者には捨てられたか、存在しないことになる。

（とりあえずドルチーノさんに相談か）

　厄介ごとばかり持ち込んでいる気がするが、あの老人なら助けてくれるに違いない。

　黙って考えていると、少年が無言でミラを指差した。何かを言おうとするが、何も言わない。

　言いたいことを察さつして、ミラは「ああ」と笑った。

「僕は一角獣を探しに森に来たんだ」

　一角獣がわからないのか、少年は不思議そうな顔をする。ミラ自身も本物を見たことがないので、絵本の挿さし絵えを思い浮かべてみた。

「えーと、額ひたいに長い角のある馬なんだ。角は金色で、体の色は白だって言われてるんだけど。大きさはそんなに大きくなくて子馬ぐらいらしいんだけど、子馬ほど小さくはないらしい」

　推すい測そくだらけの微び妙みような説明をして、ミラは少年に問いかけた。

「君はどこかで見なかった？」

「見た」

「だよね、見な…………、見た!?」

　少年は真っ直ぐに、岩場と逆の方向を白い指で指した。

「まっすぐ行った川に、くる。朝がきて、太陽がでて、水を飲んだらいなくなる」

　ドルチーノの情報通り、東の清流ということだ。

　ミラは立ち上がると、小首を傾かしげて見上げてくる少年に、迷った末に言い残した。

「君はここで待ってて。必ず戻ってくるつもりだけど、もし昼まで戻らなかったらここから西に行きなさい。方向は分かる？　森の入り口近くに小屋があって、ドルチーノって人がいるから頼るんだ。いいね？」

　ミラがモニカだというアレクの言葉を信じたい。だが戻れない可能性だってある。

　少年に言い聞かせ、ミラは東に向かって走り出した。

「僕が戻らなかったら絶対小屋に行くんだよ！」

　何かを言いたそうに見送っている少年に叫ぶと、ミラはもう振り返らなかった。

　もう遅いかもしれない。水を飲んですぐにいなくなるなら、入れ違いだ。

　それでも今日、行っておきたかった。一刻も早く一角獣に逢あいたかった。

　疲労で足が上がらない。何度も草につまずきながら、ミラは走り続けた。薄く残っていたもやは消え、森はすでに目覚めている。

　走るうちに力尽つき、せせらぎの音が聞こえたときには歩いた方が早いような速度だった。

　目指す小川に辿たどり着き、ミラは全身で息をしながら辺りを見渡した。川の周りは木々が途切れ、草地になっている。

　川の向こう側は更に深い木こ立だちになっており、生おい茂しげる緑が清かな風に揺れていた。細い川一本で区切られているだけなのに、明らかにこちらの岸とはまとう雰囲気が違う。

　一角獣はきっとこの奥に住んでいる。そう感じるほど対岸の森は厳おごそかで、踏み込むのがためらわれるような静寂に満ちていた。跳とべば簡単に渡れてしまう細い川なのに、越えることはできない。

　ミラは川下から川上まで目を通したが、一角獣の姿などどこにも見えなかった。

（遅かったんだ……）

　たまっていた疲労がどっと押し寄せ、草の上にへたりこんだ。そのまま仰向けに転がる。

　疲つかれた。

　足どころか全身が痛くて、もうくたくただ。とても眠いはずなのに、全然睡すい魔まが訪れない。

　道は分かったのだ、仕切りなおせばいいではないかと思うのだが、落ちてしまった気持ちは中々直らなかった。

　明日は迷わずに来られるだろうか。また森をさまよってしまえば今度こそ帰れないかもしれない。一角獣が早朝にしか現れないというのなら、いっそこの場で眠って待っていたいほどだ。

　目を閉じれば、真っ先に浮かぶのがアレクの顔だった。彼のことだ、帰らなかったミラに心を痛めているだろう。

（……早く戻りたかったな……）

　アレクにモニカと会わせてあげたかった。

　自分が本物のモニカだというのなら、元の姿に戻りたかった。

（そうしたら）

　何の気き兼がねもなく、アレクの腕に飛び込める――。

　そこまで考えて、ミラは音がしそうなほど勢いよく目を開き、飛び起きた。

　胸を突き破りそうなほど、心臓がどくどく音を立てる。あまりにはっきり自覚してしまって、頭に上った血が沸ふつ騰とうしそうだ。脳のう裏りにアレクのことばかり浮かび、必死でマーシュのことを考えるが、アレクは勝手に思し考こうに侵入しマーシュを追い出してしまう。

（わー！　ちょっと待った、出て行ってください！）

　一人でわたわたと両手を振り脳内から追い出そうとするが、全く出て行ってくれない。真っ赤になって身み悶もだえながら、頭を抱えてしまった。

（どうしよう。そうだとは思っていたけど……、本当に好きになっちゃったんだ！）

　アレクのためじゃない。ミラ自身がモニカになり、アレクに愛されたいと願っている。

　戻れないのなら、一角獣に突き殺されてもいいと思えるほど。

（………………よし）

　しばらく膝を抱えたまま乱れた心を静めていたが、ミラはキッと顔を上げた。

「行こう！」

　考えるのは後だ。こんなところで座っていても進展はない。あの記憶喪失の少年のことも気掛かりだ。今日はあきらめ、明日こそ陽が昇る前に出なおせばいい。気合を入れなおすと、からからの喉のどを潤うるおすために清流に手を浸した。

　それは驚くほど綺麗な流れだった。ロラン湖からくる流れも綺麗だと思っていたが、比べものにならないほど澄んでいる。すくい上げた水はどこまでも透とう明めいで、明るい陽の光に輝いていた。

　その美しい流れに映った姿に、我ながら呆れてしまう。

（汚いなぁ……）

　森をさまよい岩から落ち、徹てつ夜やで土を掘り返したためドレスはボロボロ、髪は乱れに乱れ、顔も腕も足も泥だらけだ。

　まず腕の泥を落とし、水音を立てて顔と髪を洗ったときだった。

　ふと視線を感じた気がして、顎あごから水を滴したたらせたまま目を上げた。

（……!!）

　心臓が口から飛び出すかと思った。

　視線の主を認めたとき、ミラは立ち上がるどころか、身動き一つもできなくなった。

　顔を向けた川上には、ミラをじっと見つめるものがいる。

　――それは、一頭の馬だった。

　体だけではない。鬣たてがみから尻しつ尾ぽにいたるまで、全てが輝くような純白だ。それほど大きくはなく子馬ほどだったが、光の満ちる森を背景に立つ姿は一枚の絵のようで、近寄りがたい気品のようなものが溢れていた。

　一心にミラを見つめる目は深い青。紺碧だ。額の中央から伸びた、螺ら旋せん模様を描えがく角は落ち着いた金きんで、真っ直ぐに天を指している。

（いた……！）

　ミラは凍こおりついてしまった。

　一角獣も動かない。

　青い瞳と見つめ合えば、深く、吸い込まれてしまいそうな気がする。一人と一頭は瞬きもせず、互いに動きを止めたまま沈黙した。

　雪のような白い体は、淡く光っているようにも見える。これが神だと言われれば納なつ得とくしてしまいそうなほど、その獣は美しかった。

　だが、ミラが恐れを忘れられたのはそこまでだ。

　風が流れた。

　川下から川上へ、それは静かなそよ風だった。

　一角獣の鼻がかすかにうごめいた、その刹せつ那な――！

　すさまじい咆ほう哮こうが響いた。森中に響き渡るかのようなその声に、鳥たちが一斉に羽音を立てて木々から飛び去る。

　鼓こ膜まくを破るほどの一角獣の怒ど声せいは木々を揺らし、大地を震しん撼かんさせた。錯覚ではない、確かに大地が揺れ、ミラは悲鳴を上げて草の上に倒れこんだ。

　震ふるえながら見つめるミラの前で、美しい一角獣の形ぎよう相そうが変わった。取り澄ました貴き公こう子しのようだった優ゆう雅がさが消え、盛もり上がるかのように青い目に力がこもり鋭するどい歯がむき出しになる。

　鬣が白い炎ほのおのように逆立ち、ミラは立ち上がることも出来ずに愕がく然ぜんとその様を見ていた。

　一角獣に角を向けられる。

　それが何を示すのか。ミラを襲おそったのは、死の恐怖よりも強い衝撃だった。

　土を跳はね上げこちらに向かってくる一角獣から、逃げることも避よけることも、目をそらすことさえできない。自分が死ぬことさえ分からなかった。ミラの思考を占めていたのは、ただ自分がアレクの求める女性ではなかった、ということだけだった。

　だが、瞬きを忘れた視界が白く染まり、ミラは遠のきかけた意識を一気に戻した。

　袖の長い装束が翻ひるがえる。視界をふさいだのは純白の衣ころもで、ミラは目の前に立つ人物に驚愕した。

　いつ追いついてきたのか、岩場で助けた少年が前に立ちはだかっていたのだ。

「やめろ！」

　すくんでいた全身が跳ね、ミラは少年を横抱きにして草地を転がった。直後に突進する一角獣が走り抜ける。突き刺し損そこねた一角獣は着地点で方向を変え、再びミラたちに角を構えた。

「逃げろ！」

　転がったままの少年を木々の間へ突き飛ばし叫ぶと、ミラは襲い来る一角獣を止めようと両手を広げ立ち上がった。

　今度こそ刺される。

　死を悟り観念したとき、だが、真横から何かが突進してきた。その人物は猛たけり狂った一角獣に体当たりをかまし跳ね飛ばすと、素早く体たい勢せいを整えミラの目の前に立つ。

　それが何者か気づき、ミラは息を呑んだ。

「アレク様！」

　前に立つのは夢でも幻でもない、本物のアレクだった。向かってくる一角獣に備え、鞘さやに入ったままの剣を構える。

「ほいっ！」

　続いて木立の中からのんきな掛け声があがり、丸い小さな塊かたまりがバラバラと放り投げられた。真っ黒なそれは草地に落ちると、次々に弾はじけ飛ぶ。割れた玉は黄色い煙けむりを上げ、周囲一体に異い様ような匂いが広がった。

　何事かと思えば、現れたドルチーノが丸薬を投げつけていたのだ。

　薬草の強い香りに一角獣はいななくと、小川を越えて走り去っていく。ドルチーノは更に川の向こうへも薬を放り投げ、一角獣を奥へと追い払った。

　その姿が完全に見えなくなると、アレクは大きく息をついて剣を腰に戻した。

　腿から血を流し、ドレスはボロボロでも、命のあるミラにほっとしたように膝をつく。

「無事でよかった。剣を使って一角獣を傷つけるとあなたが悲しみそうですからね。なるべく使わずにいようと思って」

「アレク様……！」

　優しい声と共に手を差し出され、言葉が続かなくなった。

　こんなときまでミラのことを考えてくれるアレクに胸が熱くなり、そしてあまりの申し訳なさに目の前が滲にじんだ。

（こんなに想われているのに……！）

　自分は、モニカではなかった。

　差し出された手を取ることはできなかった。堪こらえきれずに目の前が歪む。涙がこぼれる前にうつむくと、草を踏み分ける音がしてマーシュが近づいてきた。

「ああ……、何とか間に合いましたね」

　木に手を掛け、ミラの前に苦しそうに膝を折る。息も絶え絶えに腹を押さえるマーシュに、アレクは血けつ相そうを変えた。

「マーシュ、お前、怪我を！」

「いえ、お茶飲んで走ったから脇わき腹ばらが痛くってもう」

「今すぐ帰れ!!」

「なぜ!?　忠ちゆう義ぎ篤あつき股こ肱こうの臣しんよ、森を統すべる聖獣に向かいし我が盾となれ！　って殿下が言うからあきらめずに走ってきたのに！」

「言ってない！　そんなこと言ってませんからね、ミラ!?　マーシュ、お前は魔道書の読みすぎだ！」

　必死の表情で訂てい正せいされ、ミラは全身から力が抜けた。二人はなおも「言った！」「言ってない！」とわめき合う。その緊張感の無いやりとりに、すっかり涙が引っ込んでしまった。

　ミラは深呼吸すると、アレクを見上げた。

「アレク様。僕、やっぱりモニカ様ではなかったです。正しよう真しん正しよう銘めいの男でした」

　一角獣はミラを見たとたん襲い掛かってきた。これが男である証しよう拠こでなくて何になろうか。

「ごめんなさい」

　今度こそ涙が出そうになり、ミラはそれを隠すために深く頭を下げた。期待させてしまった。男として生き残れたが、アレクを失しつ望ぼうさせただろう。

「ミラ……！」

　納得がいかない。アレクの声には、そんな悔くやしさと苛いら立だちが滲み出ていた。

「……とりあえず、ここは一角獣の領域に近い。あまり長居はせん方がいい。戻るぞ」

　沈黙を破ったのはドルチーノだった。踵きびすを返すと、振り返ることなく歩き出してしまう。

「そうですよ、とにかく帰りましょう。ミラ様は怪我もしてますしね」

　明るいマーシュの声にも促うながされ立とうとしたのだが、足に力が入らずよろけてしまった。すぐにアレクの手が伸びたが、ミラはとっさに避さけてしまった。

「大丈夫です。一人で立てます」

　目をそらしたが、無理やり手を摑まれた。

「アレク様！」

「あんまり駄だ々だを捏こねるなら抱いて運びますよ」

　冗談のつもりだったかもしれないが、顔はまったく笑っていない。本当に抱きかかえられそうでミラは歩を進めたが、すぐにあることを思い出し立ち止まった。

「待ってください、森で迷った男の子がいるんです！　その子を連れて帰らないと……」

　自分の事に手一杯で、すっかり失しつ念ねんしていた。危険も顧かえりみず一角獣の前に立ってくれたのだ。このまま放っては帰れない。

　しかし辺りを見回したが、少年の姿は消えていた。呼んでみたが答える気配もない。

　一緒に立ち止まってくれていたアレクだが、やがてミラの手を引いて歩き出した。

「あなたを小屋に送った後、私とマーシュで探します」

「そうですよ、ドルチーノさんに協力してもらいましょう。あの方、鳥とお話しできるんですよ。ミラ様を見つけられたんですから、男の子もすぐに見つかりますよ」

　マーシュにも慰められ、ミラは口を閉ざすしかなかった。本当はこのまま探しに行きたかったのだが、強引に歩を進めるアレクに意見することができなかったのだ。

（最悪だ）

　自分の事ばっかり考えて。うつむき、重い足取りで進みながらミラはきつく目を閉じた。

　アレクの怒りは、決してミラに向けられたものではない。それは十分に理解している。

　それでも、これ以上嫌な思いをさせたくなかった。端たん的てきに言えば、嫌われたくなかったのだ。

（怪我の手当てをしたら、あの子だけは絶対に探しに行かせてもらおう）

　別行動ではなく一緒に行くのなら許してもらえるかもしれない。駄だ目めだといわれても、これだけは説得しよう。そう決心すると少しだけ心が落ち着き、ミラは息を吐はくと顔を上げた。

　そうして無言で歩いていたのだが、しばらくして背後に妙な気配を感じた。

　わざわざ言うのもどうだろうと思って黙っていたのだが、耐え切れずにミラは口を開いた。

「……あの……」

「ええ、分かってます」

「やっぱりそうですよねー」

　三人は互いに前を向いたまま確認し合う。先頭を行くドルチーノも当然気づいているはずだ。

　ミラたち一行は尾び行こうされている。

　と、言っても怪しい人物ではない。四人から距離を置いてとことこついて来るのは、一頭の馬だった。

　最初に視界に捉とらえたときは一角獣が追って来たのかと震えたが、そうではなかった。ついて来るのは角のない、普通の野生の馬だ。ちらりと見たところ、まだ子馬のようだった。

　前方にドルチーノの小屋が見え、そこでやっとミラは振り返った。森の入り口近くになれば、自然に住すみ処かに戻るだろうと思っていたのだが、馬はついに小屋までついて来てしまった。

　いきなり振り返られて驚いたのか、慌てて木の陰に隠れてしまう。

　ミラはその場に立ち止まったまま、優しく声を掛けた。

「どうしたの？　ドルチーノさんに会いに来たのかい？」

　おずおずと陰から顔をのぞかせたのは、とても綺麗な子馬だった。全身は薄い灰はい色で、鬣は銀に見えるほどの純白だ。隠れているつもりなのだろうが、細い木では丸見えだ。木の陰からつぶらな青い瞳でこっそりこちらをうかがっている。

　その人間ぽい仕草に、ミラは沈んだ気持ちを忘れてくすりと笑った。

「こっちにおいで。お母さんは？」

　手を差し伸べて呼んでやれば、驚いたことに警けい戒かいする様子もなく駆け寄ってきた。

　脚は折れそうなほど細く、その背はミラの腰までしかない。まだ生後一ヶ月ほどではなかろうか。厩きゆう舎しやで馬の世話もするミラには、この子馬がまだ乳ちち離ばなれれもしていないことが分かった。

　母親が側にいるはずだと目で探すと、思い切り顎を温かい舌で舐なめられた。

「わっ、こら！」

　ミラの首筋に顔を擦すり寄せ、身体ごと押してくる。野生の馬のはずなのに人ひと懐なつっこすぎて、ミラは抱きとめてやりながら苦笑した。

「もう、」

　ぺろりと唇まで舐められる。

「甘えんぼだなぁ！」

　続けた声が別人のように高く変わった。

（え!?）

　自分の口から出たとは思えない愛らしい声に、ミラはひゅっと音がするほど息を呑んだ。

　すとん、とドレスの肩がずり落ちる。いきなり丈たけが伸び、裾が地面についた。

「え!?」

　急に視界がぶれた気がして、思わず足を踏ん張った。

　アレクが、マーシュとドルチーノが愕然と目を見開く。

　肌に風を感じ、見下ろせば襟ぐりが広がり華きや奢しやな白い肩が露わになっている。そこに掛かっていた亜あ麻ま色の何かが、胸や背中にふわりと落ちてきた。

　ミラは、驚き、とっさにそれを両手で受け止めた。

　結っていたものを解ほどくように、長い亜麻色の髪が肩から流れ落ちる。それはミラを囲むように広がり、腰よりも長く膝まで届いた。緩く波打ち、ほのかに温かく触り心地が良い。まるで四年間分が一気に伸びたような、長い髪。

「え、え、え!?　……これ！」
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　髪を受け止める腕が、胸元に触ふれる。まろやかにドレスの襞を押し上げて膨ふくらむそれは、感じたことがないほど柔らかく、だが心地よい弾だん力りよくがあった。

　胸だけではない。下半身に感じる、この圧あつ倒とう的てきな違い和わ感かん。

　驚いて見上げたミラと、呆ぼう然ぜんとしていたアレクの目が合った瞬間だった。

「モ……ッ！」

　吐と息いきと共に一声上げると、アレクは何かに撃うたれたようによろめいたのだ。そのまま大地へと崩れ落ちる。

「殿下！」

　マーシュが取り縋すがったが、支えきれず地面に倒れる。頭を打たないよう庇かばいながら横たえ、モニカは仰あお向むけのアレクを覗き込んだ。

「大丈夫ですか、アレク様！」

　懸けん命めいに呼びかけ、息や脈を確かめたが、なんてことはない。ただ失しつ神しんしただけのようだった。

（よかった……）

　ほっとしてミラは胸をなでおろしたが、その様を見ていたマーシュは信じられないと言うようにつぶやいた。

「……モニカ様……！」

　その目は真っ直ぐにミラに向けられている。

「なんと！　やはり女であったか！」

　嬉き々きとした声を上げたのは、ドルチーノだった。

「一角獣に襲われたときは驚いたぞ！　確実に女じゃろうと思って行かせたからな。耄もう碌ろくして、魔道の気配を読み違えたのかと落ち込んでしもうたわ」

　心底嬉しそうに言うと、横をウロウロしている子馬に手招きした。おっかなびっくり近寄ってきた子馬を見上げ、ふむふむと意味深にうなずくと。

「ほりゃっ！」

　掛け声と共に飛び上がったのだ。ぱこっと間抜けな音がして、繰り出された杖の先端が馬の頭に命中する。

　突然の攻こう撃げきにミラはぎょっとしたが、すぐにぎょっどころではなく叫んでしまった。ミラだけではない、マーシュも同様に声を上げた。

「人間!?」

　子馬の全身から白い光がこぼれ、見る間に姿が変わってしまったのだ。四本足から二本足へ。

　古風な白い装束をまとった少年は、紺碧の瞳に涙を浮かべ、殴なぐられた頭に手を置く。

「痛い……！」

　それは岩場で助け出し、ミラを一角獣から守ろうとしてくれた、あの少年だったのだ。

　誰もが言葉をなくす中、ただ一人、ドルチーノだけが「なるほど！」と驚きよう嘆たんの声を上げた。







　第四章　私のこと、好きですか？







　風ふ呂ろを借りて身なりを整ととのえたミラ、いや、モニカは鏡かがみの前に立った。

（これが……元の姿なのか）

　檸檬れもん色のドレスはボロボロになったので、もう一着用意してあった薄うす桃もも色のドレスに着替えた。こちらもミラが着ることを想定して、胸元に襞ひだとその下で切り返しがある。同じく絹きぬでたっぷりのドレープがあるドレスは、大人しい作りだが可か憐れんだった。

（異い様ようなほど似合う……）

　鏡に映うつった自分に近づき、そっと手を伸ばした。これもアレクの見立てだろう。鏡の中の自分はこの世に一つだけの、精せい巧こうで愛らしいお人形のようだ。

　大きな翠すい緑りよくの瞳ひとみは長いまつげに縁ふちどられ、肌は滑なめらかに白しろい。唇くちびるは薄うす紅べに色の花弁のようで、微び笑しようを形作れば我われながら見とれてしまいそうだ。

（よく僕からこの子を見つけられたなぁ）

　アレクの目に感心してしまった。

　小作りな顔は男だったときよりも優しげで、確かに顔立ちは同じだが別人のような雰ふん囲い気きだ。緩ゆるやかに波打つ柔やわらかい髪は膝ひざ裏うらまであり、あまりに長かったので腰こしに届くぐらいで切った。ふわりとした質感のそれに自分で手を触ふれてみたが、まだ自分だという実感が湧わかない。

　風呂場を出ればアレクはまだ目覚めておらず、床ゆかに転がったままだった。外に置いたままでは可か哀わい想そうなので、マーシュと一緒に引きずって屋内に入れておいたのだ。

　モニカの姿に、椅い子すに座って果か汁じゆうを飲まされていた少年がぱっと目を輝かがやかせて立ち上がる。

「モニカ、モニカ」

　甘えるように擦り寄ってくるのは、馬だったときと同じだ。頭を撫なでてやりながら、慣なれない呼び名に途と惑まどってしまった。

（そうか……。モニカって僕のことか）

　改めて部屋を見れば、名を教えたであろうマーシュがしげしげとモニカを見つめている。

「なに……？　どうかしたんですか、ドルチーノさんも」

　おかしなところがあったかとドレスを見直すと、ドルチーノは深々とため息をもらした。

「いやはや。見事なもんじゃ」

「……驚おどろきましたよ。本当に本物の成長したモニカ様だ。これは殿でん下かも気き絶ぜつするはずだ」

「えっ、やっぱり僕のせいだったのか。人間ってこんなことで気絶できるんだね」

「モニカ様、そんな正直な感想を。殿下が起きてたら泣きますよ。この四年間一切会えなかったんですから、殿下には強きよう烈れつ過ぎたんですよ」

　マーシュにはアレクの失しつ神しんが納なつ得とくできるらしくうなずいていたが、やがて真ま顔がおになった。

「ところでモニカ様。記き憶おく、戻ってないですよね？」

「……うん」

　誤ご魔ま化かしても仕方がないので、素直に答えた。姿は変わったが心はミラのままだ。姿が戻れば記憶も戻るのではないかと期待していただけに、この状況をどうするべきなのか。

　ドルチーノは杖つえで一いつ角かく獣じゆうの少年を指さした。

「言っておくが、こやつのせいではないぞ。姿を変えるなど難なん易い度どの高い魔道じゃ。それが解とけたということは記憶の封印ぐらい解けんはずはないからな」

「なるほど。ところで、このレーム君は一体何者なんですか？　モニカ様の姿を元に戻したってことは、角つのはないけど一角獣なんですよね？」

「レームって……、よく知ってたねマーシュ」

　マーシュの言葉にモニカの方が驚いてしまった。

　レームはペンテレイアの古い言葉で一角獣のことだ。今では使われることのない名めい称しようであり、魔ま導どう師しでもなく、ましてや異い国こく人じんであるマーシュが知っているとは思わなかった。

　感心され、マーシュは得意げに胸を張はる。

「魔道書を八冊読どく破はしましたからね！　さあレーム君、君の名前はレームだよ！」

「れいむ？」

「レーム、だよ！」

「レーム？　レーム！」

　総そう称しようが個人名になってしまったが、名付けられた少年は大いに嬉うれしそうだった。

　一角獣は男を嫌うというが、とてもそのようには見えない。マーシュやドルチーノを攻こう撃げきする様子もなく、どちらかと言うと楽しそうに話をしている。角がないことと関係しているのか、親の姿もない子供の野の良ら一角獣だ。

　目で問うと、ドルチーノはあご髭ひげをしごき、難むずかしい顔をした。

「半はん神しん半はん獣じゆう……ではなかろうか。父母のどちらが一角獣で、どちらかが野生の馬。外見は普通の馬じゃが魔力はある、というところじゃな。一角獣は誇ほこり高い生き物じゃ。何の気の迷いで生まれたんか知らんが、双そう方ほうの仲間からはじき出されたんじゃろ。それとも人ひと形がたに変化し、戻れなくなったせいで追い出されたか」

「男の子の姿に、ですか？」

「なんじゃ、一角獣が人形を取ると知らんかったのか。建けん国こくの女王の夫は一角獣じゃろが」

　さも当然のように言われたが、初めて耳にした話にモニカは顎あごが落ちてしまった。

「魔導師どもが力を持っとるのは、その血を引いとるからじゃ。まあ、最近の若者は知らん奴やつも多いか。これ、レーム。どうして人の姿になっておったんじゃ？」

　聞かれて、レームは首を横に振る。

「わからない。勝手になって、戻れなくなった。でもさっき嫌いやな匂においがして、早く逃にげようって、走ったら戻った」

「ふむ。コカの丸がん薬やくか。あれは一角獣の嫌う匂いじゃからな。おぬしが逃げるのも道どう理りじゃ」

　本ほん能のうで元の姿を取り戻したのか。ドルチーノは納得し、そしてモニカに目を向けた。

「おそらくレームの匂いがしたから一角獣は襲おそってきたんじゃろう。体に違い和わ感かんは？」

「ありすぎです」

　赤くなってうつむいた。体が悪いという意味ではなく、いままでと勝手が違いすぎるのだ。風呂といわれてもどこをどう洗えばいいのか、自分で触さわるのもためらわれる。一番顕けん著ちよな胸だけではなく、足や腕うでなども感かん触しよくが違って驚いた。

　ドレスの寸法が大きいため肩がずり落ちそうになる。女性の体になった上に、こんな格かつ好こうだ。なんだかいたたまれなくて目を潤うるませると、マーシュが反はん射しや的てきに視線をそらした。

「恥ずかしそうに頰ほおを染そめるのをやめてください！」

「ご、ごめん、気持ち悪かった？」

「神よ、俺の自じ制せい心しんに力を!!」

　煤すすけた屋根を仰あおいで祈いのったマーシュの声に呼こ応おうするように、床に転がっていたアレクががばりと起き上がった。

「モニカ……？」

　ぼんやりとしていた目が、薄桃色のドレス姿のモニカを捉とらえる。ぴったりと焦しよう点てんを合わされた瞬しゆん間かん、なぜか背せ筋すじがぞくりとした。

「モニカ!!」

「うわああっ！」

　二人は同時に床を蹴けっていた。アレクはモニカに向け、モニカはアレクを避よけ。

　モニカにかわされ、アレクはそのまま薬草棚に突つっ込んだ。派手な音を立てて硝がら子す細ざい工くの瓶びんや小箱が棚から落ちる。レームが泣きながら逃げ出し、ドルチーノが目を吊つり上げた。

「こりゃー!!　なんてことするんじゃ、混ざってもうたじゃろが！」

（あれ!?　どうしたんだ、僕!?）

　そのまま腕の中に飛び込めばよかったのに、無意識に避けていた。混乱する自分と、「この０・１秒が勝負だ！」と叫ぶ自分がいる。

　アレクは乾燥した薬草まみれで、むっくりと起き上がった。頭からぶつかったくせに、心しん底そこ嬉しそうに唇の端はしを吊り上げる。

「その素す早ばやさは間ま違ちがいなくモニカ！」

　来る！　と全身が叫ぶ。アレクが跳はね起き床を蹴ったときには、モニカは横に飛び退すさっていた。なぜだかわからないが、体が勝手に動く。

　しかし心のついていかない体では、逃げるのに限界がある。ひらりと身をかわしたつもりが、腕を取られ、あっさりと胸に引きずり込まれた。か細い腰と背中に手が回り、息が止まるほど抱きしめられる。比ひ喩ゆではなく実際に止まって、広い胸に押し付けられるしで窒ちつ息そくしそうだ。

　頭ず上じようから「ああっ！」というため息まじりの声が聞こえた。

「どうして父上がこの国に私を送らなかったのかようやく分かった……！　やっぱりあなたはここにいたんだ!!」

「ま、待ってください、僕は状況がいまいち……」

「私のことを嫌いなのは分かっています！　でももう離しませんから！」

（き、嫌い？）

　なんのことだか、さっぱり分からない。

　一いつ生しよう懸けん命めい力を込めて身体を離はなそうとするのだが、アレクの腕はびくともしない。むしろ更さらに強く抱きしめられ、背骨が折れそうだ。苦し紛まぎれに頑がん丈じような胸を拳こぶしで叩たたいてみる。

「と、とりあえず、一いつ旦たん離してください！」

「離すと逃げるでしょう!?　絶対離しませんから!!」

　逃げない、と言いたいが苦しくて声が出ない。せっせと薬草を片付けていたマーシュは、抱き潰つぶされそうなモニカに少し慌あわてる。

「殿下殿下、モニカ様は記憶が戻ってないんですよ。だから離しても逃げないですよ」

「なにっ!?」

　その一言でやっと拘こう束そくが緩まった。まだ腕の囲いは解とかないが胸から離してもらい、モニカはほっと全身で息をついた。ドレスの襟えりぐりがずれて、白く細い肩かたまで露あらわになっている。

　たくし上げて上を向いた途と端たん、かぶりつくようにキスされた。声を上げようとうっかり唇を開けば、すかさず舌を割り込ませられる。

「んん――っ!!」

　遠えん慮りよ無しに舌でなぞられ意識がなくなりかけた瞬間、体が勝手に動いていた。股またに膝蹴りを入れると、アレクが盛せい大だいにうめきながら床にうずくまる。マーシュまでもが悲鳴を上げて股こ間かんを押さえたが、モニカは口くち許もとを拭ぬぐうと真っ赤な顔で怒ど鳴なった。

「あなたって人はー!!」

　涙が出そうだ。痛みにうずくまっていたアレクは片手で顔を覆おおった。モニカに負けず劣おとらず、その顔は耳まで赤い。

「す、すみません、無意識でした。なんだったんだ、今の引力は……！」

　おもしろそうに二人を見ていたドルチーノは、手を伸ばすとふにゃっとモニカの胸に当てた。

「いやはや、完全な女性じゃ」

　何をされたのか、一瞬分からなかった。やっと胸を触られたのだと気づいたときには、剣けんを振ふりかざしたアレクが迫っていた。

「殺す!!」

　しかしドルチーノはひょいと身をかわすと、そのまま窓枠に飛び乗った。その本気度合いを見たマーシュが全力でアレクを押しとどめ、モニカはドルチーノを庇かばって立ちふさがった。

「待ってください、殺さないで！　僕なら気にしていませんから！」

「よい触り心ごこ地ちじゃ」

「ドルチーノさん、余計なことを言わないでください！」

　人が抑おさえているのに煽あおるようなことを言う。案あんの定じよう、激げつ昂こうしたアレクは縋すがりつくマーシュを振り払はらい、再びドルチーノに切り掛かった。その目で追えないような速さの切っ先をドルチーノは軽々と避け、違う棚に飛び移る。呆あきれたように上から見下ろした。

「お前さん、動きが大きすぎる。人から言われんか？　素早さで補おぎなっとるんじゃろうが」

「……！」

　驚いたことに、その一言でアレクの動きが止まった。悔くやしそうにドルチーノを睨にらむが何も言い返せず、勢いきおいよくモニカを振り返った。

「モニカ、消しよう毒どくです!!」

「いりません！」

「私が触って消毒してあげましょう!!」

「やめてください！　そんなこと自分でします!!」

「自分で!!?」

　アレクとマーシュは、カッと何かに貫つらぬかれたかのように動きを止めた。ごくりと喉のどを鳴らす。

「で、ではどうぞ……！」

「もういい！　また一人のときにやっとくから！　そんなことより僕の記憶が……」

「一人でするとか言われると余計に想像力を刺し激げきされるんですが」

「俺も同意見です。それならここでやってもらったほうが今頃してるんだろうかとか手つきはどんなんだろうかとか考え」

「うるさいっ!!　だからそれよりも僕の……」

「もしかすると、記憶は封ふうじられたのではなくて、消去されたのかもしれんな」

　落ち着いた声に、三人は言い合いをやめてドルチーノを見つめた。

　誰もが口を閉ざしたため、小屋はあっという間に静まり返る。

　棚の上から見下ろしていた老人は、軽やかに床に飛び降りた。アレクはとことこと寄ってきたドルチーノに、震ふるえる声を上げた。

「……それは、モニカの十三歳までの記憶が戻らない、ということですか？」

「まあ、そういうこともありえるかもしれん。レームで戻せんということは封印の魔道ではない。暗示の類たぐいなら掛けた人物の方法に従したがわんとならんしな」

　モニカはどきりとして胸を押さえた。あまりの柔らかさに別の意味でもどきりとして、慌てて手を離したが。

（……もし……暗示を掛けたのがおじいさんだったら？）

　トナタスにしかその方法が分からない、ということになる。

　考えたことはみんな同じだったに違いない。マーシュは心配そうに、黙ったままのアレクとモニカを見比べた。

「とにかく、王都に戻りませんか。この一件に関わりがあるとすれば、残るはウェスタイン公こう爵しやくだと思うんですよ」

　ウェスタイン公爵。モニカの本当の父親だ。

　なぜモニカを男に変えたのか。なぜここまで厳げん重じゆうに、魔道だけでは解けない記憶の封印を掛けたのか。彼に会えば、きっとすべてが分かる。

　会うのが怖こわい気もする。だが、モニカはためらいを捨ててうなずいた。

「……そうだね。公爵様にお会いするのが一番いい。王都に帰ろう」

「待て！」

　しかしドルチーノは厳きびしい声で遮さえぎった。

　床に散らばり混ざり合った薬草や、割れた瓶にびしりと指を突きつける。

「その前に薬草は全て弁べん償しようしてもらうぞ！　明日シレナで買い揃そろえて来い。命令じゃ！」

「……………………ごもっともです」

　三人はそろって頭を下げた。




　その日の夜は、モニカだけ部屋をもらった。さすがのドルチーノも、少女を男と一緒に雑ざ魚こ寝ねさせるのは可か哀わい想そうだと思ってくれたのだろう。王子を差し置いて一人だけベッドというのは気が引ける……と、そこまで考えていきなり思い出した。

（……そういえばアレク様は王子様だった）

　色々なことが起こり忘れかけていた。もう礼れい儀ぎも何もあったもんじゃない対応だ。

（もう寝たかな？）

　ベッドから下りると、そろりと木戸を開いてみた。すると、気け配はいに気づいたアレクがすぐに体を起こした。今夜のマーシュは、疲れたのかしっかり眠っているようだ。その隣となりで、外で寝るのを嫌がったレームが少年の姿のまま丸くなって寝ている。

「アレク様、起きていたんですか？」

「起きてますよ。全く眠れませんから」

　忍しのび足で近づくと、半はん身しんを起こしたアレクは悩ましげなため息をついた。

「消毒が、と思うと興奮して……」

「寝れない理由はそれですか！　もう、仕方ないですね。ではどうぞ」

「!!?」

「なんちゃって、冗談――……、ご、ごめんなさい、アレク様。すみません、僕が悪かったです」

　アレクはがっくりと掛け布の上に倒たおれ込み、そのまま動かなくなった。兵舎内でからかわれることの多いミラなりの逃げ方だったのだが、予想以上のダメージを与えてしまったようだ。

「……どうしてそんなに簡単に振り回すんですか………………」

　涙声に、申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまった。

「本当にすみませんでした。……あの、ちょっとお話してもいいですか？」

　気を取り直してささやくと、打だ撃げきから立ち直ったアレクは微笑をくれた。

「もちろんですよ。喜んで」

　眠る気はなさそうだ。公爵や自身のことを聞きたいと思っていたのだが、マーシュやレームを起こしてしまうのもしのびないので、モニカは立ち上がった。

「じゃあ、あっちの部屋へ」

「は!?」

「え？　レームたちが起きちゃうかもしれないので、僕の部屋に……」

「い、いや、待ってください、ちょっと！」

「しーっ。声が大きいですよ」

　人差し指を唇に当ててたしなめると、なぜか泣きそうな顔をされた。

　やけに長い無言の葛かつ藤とうがあり、やがてアレクは意いを決けつしたように立ち上がった。

「わかりました、行きましょう。これを乗り切れるなら、私は自信を持てるはずだ」

「は？　はあ、ではこちらへ」

　そこまで考えなければいけないのならこの場でもよかったのだが、決意は固いようでアレクはモニカの寝室に入った。

「どうぞ」

　椅子がないのでベッドに案内すると、アレクは腰を下ろすなり両手を組んでうつむく。

「……大丈夫ですか、アレク様。やっぱり眠たいですか？」

「いえ。開始早々から負ける気配が漂ただよってきたので、無心になろうと思って」

「本気で大丈夫ですか？」

　どこで何の勝敗が決まるのかわけが分からない。だがそれ以上は言ってくれないので、モニカは勝手に話をはじめた。

「あの、僕は本当にモニカで、カゼルラの貴き族ぞくの姫ひめなんですよね？」

　切り出すと、アレクは無心から戻って目を瞬またたいた。

「まだ信じてくれないんですか。あなたは王家に次いで身分の高い公爵家の姫君なのに。王家の遠とお縁えんにあたるウェスタイン公爵家、ロスター・ウェスタインのご息そく女じよですよ。残念ながら母君は早くにお亡なくなりですが、あなたはロスターにとても大事にされていました」

「そうなんですか」

　とても嬉しいし、聞きたいことは山ほどある。だけど、モニカの出しゆつ生せいと魔道に関しては公爵に会ってからでもかまわなかった。それよりも、モニカはアレク本人にちゃんと確認しておきたいことがあった。

　緊きん張ちように高鳴る胸を静め、そっと言った。

「アレク様は、本当に僕のことが好きなんですか？」

「……何を。何度も言っているでしょう」

　愛しています、と言う言葉の代わりのように真まっ直すぐに見つめられ、モニカは目を伏ふせた。

「僕も、アレク様のことが好きです。だけど、もし記憶が戻らなかったら……僕はアレク様が好きだった元のモニカではなくなります。それでも、いいんですか？」

　はっきり聞こうと思っていたのに、消え入りそうな声になってしまった。

　アレクのことが好きだ。だが元のモニカを愛していたアレクは、記憶の戻らない自分をそのまま愛してくれるのだろうか。

　流れた沈ちん黙もくに、怖くなった。

　身勝手だが、「愛する」と言ってほしかった。

　うつむきながらも、ものすごい熱ねつ視し線せんを感じる。目に、頰に、唇に、耳に、首くび筋すじに、鎖さ骨こつに、胸元に。段々と視線が下りて来ている気がして、いたたまれない。

　視線の気配だけで身がすくみ、ぎゅっと瞳を閉じた。

「……………………あなた、どうしてそんなドレス着てるんですか？」

　しかし、やっと聞こえた返事は質問と全く関係のないものだった。肩透すかしをくらい目を開けると、アレクは泣きそうな顔でモニカを見つめていた。

「どうして、って……。用意したのはアレク様でしょう？」

　女じよ装そうをさせる目的で持ってきたくせに。むっとして睨みあげると、変なうめき声がもれた。

「なぜ私はこんな隙すきだらけのドレスを用意した!?　どうしてこんな状況でこんな話をしないといけないんだ！　こんな試し練れん勝てるわけがない!!」

　頭をかきむしるように抱え込んだと思ったら、勢いよく顔を上げた。

「どんなあなたでも愛してると言ったでしょう!?　男の姿でも余裕で愛せるほど可か愛わいらしかったのに、こんな人じん外かいなまでに美しくなって！」

「じ、人外……」

　アレクの表情が変わった。なぜか怒りに満ちたときの一角獣を思い出し、不ふ穏おんな空気を感じたモニカはベッドの上へ後あと退ずさった。しかし逃がしてなるものかと足首を摑つかまれる。その手の強さと熱さに思わず大きく体を震わせてしまった。

「ま、待って！　待ってください!!」

「待てません！　早くやっておかないと!!」

「なにを!?」

「じゃあ私と結婚する旨むねを一筆書いてください！」

「なんで!?」

　何かがおかしい。

　早くやっておかないと。一筆書いてくれ。

（変だ！　なんでこんなに焦あせってるんだ!?）

「ま、待って……！」

　足の甲こうに口付けたアレクはモニカの腰に腕を回し引き寄せると、軽々とベッドの上に押し倒す。覆いかぶさられ必死でもがくうちに、頭の中を何かが流れた。

（あ、あれ？　なんか似たようなことが昔……！）

「やめてください、やめて！」

　――ほら、やっぱり。

「私の意見なんか絶対聞いてくれないでしょう!!」

　びくっとアレクの手が震えた。

　勝手に口から滑すべり出た言葉に、モニカは大きく目を見開いたまま息を呑のんだ。

（なんだ、今の……！）

　自分ではない何者かが発したような言葉に、誰よりモニカ自身が驚いていた。

　アレクは髪を乱みだして寝ね転ころがったままのモニカを見下ろし、放心したようにつぶやく。

「あなた、記憶が……」

「記憶……？」

　モニカはそろそろと起き上がった。

　二人ともが、ただ見つめるだけで何もできない。感情を読みたくて紫むらさきの瞳を見つめていたのだが、やがて目をそらされてしまった。アレクはモニカの乱れた髪とドレスを整える。

「いえ……。申し訳ありませんでした、無理やりすることじゃない」

　肌に触れた手が驚くほど冷たい。うつむき、沈黙が流れたときを狙ねらったかのように、木戸をノックする音が聞こえた。

　反射的に距きよ離りをとった二人の耳に、のんびりとした声が聞こえる。

「何をしているんですか、お二人とも。夜中ですよー」

　いつも通りのマーシュの声にほっとして、モニカは少し明るく聞こえるように返事をした。

「ごめん、マーシュ。もう寝るから」

　マーシュは扉とびらを開けずに「早く寝てくださいねー」とだけ声を掛けてくれた。

　どこか気の抜けたようなアレクと向き合い、モニカはその手に自らの手を重ねた。

「アレク様。僕はあなたのことが好きです。でも、これからのことは記憶が戻ってからにしたいんです。ちゃんと自分が何者なのかを知って、それからアレク様に応こたえたいんです」

　記憶が戻らないのなら、戻らないと確信してから。人からあなたの身分はこうでこういう人なんですよ、と教えられるのではなく。

　力を込めて冷たい大きな手を握にぎったが、アレクは弱々しくモニカの手を外はずさせた。

「ええ、分かります。あなたがそう思ってくれているのであれば、とても嬉しいです。……今日は本当にすみませんでした」

　一度も目を合わせようとせずに、静かにアレクはベッドから下りた。

「おやすみなさい」

　背を向けたまま言われ、モニカは何も言えずに見送った。
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　翌日は朝早いうちからドルチーノに叩き起こされた。

　シレナで朝採どりの薬草を買い付けるために起こされたのだが、薬草に詳しくない人間ばかりである。結局話し合いの末ドルチーノ自身がシレナに行き、マーシュは同行して荷物持ち、アレクとモニカが部屋の片付け当番となった。

　硝子瓶の破は片へんが散さん乱らんする部屋を片付けながら、モニカはもれそうになったため息を呑み込む。

　ちなみに今日はドレスではなく、ミラの着ていた簡かん素そな上下を身につけている。ドレスだとついつい男だったときと同じように振ふる舞まってしまい、裾すそがめくれたり肩が落ちたりするのだ。それをまたモニカが気にしないため、アレクやマーシュが目のやり場に困る。

　そんなこんなで、動き回っても露ろ出しゆつの少ない服に着替えさせられた。丈たけの合ったドレスは、ドルチーノについてシレナに行ったマーシュが揃えてくれる予定だ。

　背伸びして棚の薬草を下ろしていたモニカは、こっそり背はい後ごを振り返ってみた。アレクはこちらに背を向けて、黙々と散らばった薬草を集めている。しばらく見つめてみたが、振り返る気配はない。

　声を掛けようか悩んだが、結局モニカは棚の整理に戻り、大きな瓶を片手で持とうとした。

「あっ！」

　しかし摑みきれず、棚から転がり落ちた。

　薄い硝子瓶は床にぶつかった衝しよう撃げきで、破片を散らせて割れてしまう。昨日の騒さわぎで無事だったものまで破は損そんしてしまい、モニカは我が慢まんしていたため息をこぼしてしまった。手の大きさも多少変わったようで、どうも勝手が違う。

　硝子の欠片かけらを拾おうとしゃがむと、アレクに制せい止しされた。

「私がします。怪け我がすると危ないですから。あなたは薬草を片付けてください」

　目も合わせず言われ、モニカはしおしおと引き下がった。

　今日は朝からずっとこの調子だ。優しげな物言いの中に遠慮ばかりが見えて、会話が続かない。昨日のことは承知の上らしいマーシュに「ちゃんと仲直りしてくださいね」と耳打ちされたが、果たせる気がしない。どこから話の糸口を摑めばいいのか、見当もつかないのだ。

　アレクの方からあれやこれやと話しかけられていた頃が、すでに懐なつかしい。ほんの数日前のことなのに、なんだかとても遠い昔のことのようだ。

（早く記憶を戻したい）

　潤んでしまった目元を拭って、モニカは本心からそう思った。

　仕方なく机の上で薬草を種類別に分けていたが、しばらくしてアレクの動きが止まっていることに気づいた。

「アレク様、何してるんですか！」

　座り込んだアレクは妙みように感心したように、切り傷だらけで血の滲にじむ両手を見つめていたのだ。

「……硝子って結構よく切れるんですね」

「何をのんきな！　待ってください、包ほう帯たいと薬を！」

　とりあえず血を拭う布を渡し、モニカは激はげしく後こう悔かいした。うっかり任まかせてしまったが、よく考えれば片付けなんて自分の方が慣れている。

　薬なら棚の中にあるだろう。立ち上がったモニカを止めようと、アレクは腕を伸ばした。

「いいですモニカ、表面が切れただけで……なっ!?」

　しかし即そく座ざにその腕を引っ込めた。ほぼ同時に、ガチッと音を立ててレームの歯が空を嚙かんだ。

　まさに電でん光こう石せつ火か。目にも止まらぬ一瞬の攻こう防ぼうだった。

「レーム！」

　突然間に入ってきた少年に、モニカは目を丸くする。人型のレームは悔しそうな顔で嚙み損そこねたアレクを睨んでいた。硝子が危ないからと外に出していたのだが、いつの間にか入り込んでいたらしい。

　アレクは何が起こったかを理解すると、わずかに紫の目を眇すがめた。

「……何をするんでしょうね、この馬は」

「モニカに手、出したら嚙む！」

　レームは、かちっと並びのいい歯を嚙みあわせる。

「マーシュが言った！　デンカが手、出したら嚙んでもいいって！」

「マーシュの仕し業わざか！　手を出すとはそういう意味じゃありません！」

「出した！　いま、手出した！」

「出してません！　人を嚙むのは駄だ目めなことでしょう!?　怒ってください、モニカ！」

　いーっと歯を見せて反省する様子のないレームに、モニカはなだめるように頭を撫でた。

「レーム、めっ。嚙んじゃダメだよ？　分かった？」

「わかった」

　こっくりうなずかれ、モニカは笑顔で振り返った。

「分かったそうです、アレク様」

「甘いっ！　甘いですよ、モニカ!?」

「動物は嚙むものですから。甘嚙みなので大丈夫ですよ」

「明らかに本気でしたよ!?」

「そうやって少しずつ力加か減げんを学んでいくんです。嚙み千ち切ぎったらちゃんと怒りますから」

「手遅れです！」

　悲ひ壮そうな顔で叫んだアレクは、適当な桶おけを摑むと強引にレームに押し付けた。

「さあ、あなたは川で水でも汲くんできなさい！　馬の姿で行けば早いでしょう！」

「やだ！」

「お使いぐらいしなさい！　モニカ、頼んでください！」

「レーム、行ってきてくれる？」

「うん、行く」

　ころっと態度を変えたレームに、アレクががくっと肩を落とす。

　すでに自在に変へん化げできるようになったレームの体が淡あわく光り、灰色がかった子馬の姿になる。誇らしげに真っ直ぐ伸ばされた首に抱きつき、モニカは歓かん声せいを上げた。

「うわー！　レーム、馬に変わるの早くなったね！　すごく可愛いよ！」

　ビロードのような滑らかな毛並みに、ふわふわした短い鬣たてがみがくすぐったい。嬉しそうにすり寄ってくるレームに頰ずりすると、アレクがややうんざりしたような声で言った。

「落ち着いてください、モニカ。変化の速度は変わってませんよ。はい、これを持ってレームは早く川に行きなさい」

　乱らん暴ぼうに首に水桶を掛けると、レームはいーっと歯をむいた。馬の顔でされるとそれなりに迫力がある。アレクが若じやつ干かん怯ひるむと、気が済んだのかおとなしく小屋から出て行った。

　モニカはそれを見送り、こっそり扉を開けると忍び足で後に続いた。

「ちょっと待ってください、モニカ。どこに行くんですか」

　小屋を出たところで焦ったアレクに腕を摑まれ、モニカはきょとんとした。

「え？　レームが川にはまったりすると危ないので。後ろから見守ろうと思って」

　また不ふ慮りよの事故に遭あうかもしれない。木にぶつかったり、他の動物にいじめられるかもしれない。心配しながら小屋で待つなら、後あとをつけたほうが落ち着くというものだ。

　アレクは脱力して、モニカの開けた扉を再び閉めた。

「お使いぐらい一人……ではなくて一頭で行かせなさい。あなたと話をするために外に出したのに、意味がないでしょう」

　完全に二人きりになると、アレクは摑んでいたモニカの腕を静かに離した。その手に目をやり、今更ながらにアレクが切り傷きずを作っていたことを思い出した。

「すみません、薬を！」

「いえ、薬はもういいです。……私のほうこそ、すみませんでした」

　左手の親指で血を拭いながらアレクはつぶやいた。

「少し……頭を冷やそうと思ったんですよ。あの頃より大人になったつもりでしたけど、また私は同じことを繰くり返そうとしていたから」

「昨夜のことなら気にしていません。むしろ僕が反省しています」

　好きだと言ってくれている人を、迂う闊かつに寝室に入れた自分が悪い。挙あげ句くに拒否したりして振り回した。

　しかしアレクは微ほほ笑えんだ。

　ああ、またこの顔だ、とモニカは押し黙る。信じてないような、あきらめたような顔。

「あなたの記憶が消されたかもしれないと聞いてから、私はしてはいけない期待をしている」

　アレクはためらうように黙り、一呼吸置いた。

「私はモニカに嫌われていたんですよ」

「……なんとなく、そうじゃないかと思っていました」

　目をそらしたまま言われたが、モニカにとっては特に驚く告白ではなかった。

　姿を戻す前に「嫌わないでほしい」と言われたし、マーシュの言動やアレクの妙な焦しよう燥そう感かんがそれを裏うら付づけていた。

　見つめてくるモニカの視線を感じ、アレクはうなだれる。

「いろいろ覚かく悟ごしていたんですが、どうにも思い切れなくて。一角獣に出会ったら、すぐに記憶が戻るものだと思っていた。だから特に何も考えず、ああまた明日から罵ののしられ殴なぐられ遠ざけられる日々が始まるな、と悲しくも嬉しく思っていたんです」

「う、嬉しく？」

「でも予想に反して、あなたの記憶は戻らなかった。姿は戻っても、変わらず私と話をしてくれ、警けい戒かい心しんも持たずに側そばにいてくれて、笑顔も見せてくれる。それが幸せで夢のようで。だから、とても悲しくなったんです」

　アレクは自じ嘲ちようするように笑った。

「こんなに舞い上がって……。いざあなたの記憶が戻ったときに、私はどうなってしまうんでしょう。だから記憶の戻らない今のうちに、結婚してしまいたい。そう思うことに、自分が成長していないことを痛つう感かんしてしまって」

　手に入れさえすれば、嫌われても耐たえられる。だがその考えこそが、アレクの最も避さけなければいけないものだった。

「あなたの記憶が戻れば、こうして向き合うことも、普通に話をすることも出来なくなる。それが辛つらくて。最初はもう一度あなたに会えさえすればそれでいいと思っていたはずなのに、今はそれ以上を望んでいる。……このままでいいと思ってしまっている」

「嫌いません。この記憶があるから嫌ったりしません」

　過去のアレクとどういう関係にあったとしても、今の気持ちは本物だ。必死で言ったが、アレクはきつく目を閉じるとモニカの手を取った。

　両手で包み込み、愛いとおしそうにその細い指先に口付ける。

「いいえ。あなたの父上、ウェスタイン公爵は絶対に私を許ゆるさない。それに記憶が戻って私とのことを思い出せば、あなたは今度こそ自分の意い思しで別の男性を選ぶでしょう。そうなればもう、私はあなたを止められない」

「……アレク様なら止められるはずです」

　カゼルラ王国の王太子が本当に望んで、叶かなえられないことなどないはずだ。

　だがアレクは、「そういうことではない」と言うように小さく首を振った。

「お金でも物でも権けん力りよくでも、ありったけの好きだという気持ちでも、あなたの心を動かせなかった。好きだと言えば言うほどあなたは離れ、想いを表現する方法がどんどん封じられる。自分の中の感情が吐はき出せなくなって……私は取り返しのつかない失しつ敗ぱいをした」

　口付けられたままの指先に囁ささやく声を感じ、モニカは静かに話を聞いていた。

「これ以上、何をどうすればいいのか分からないまま、ここまで来た。……私はもう動けません。あなたの記憶が戻ったとき、きっと私の長い恋は終わるでしょう」

　アレクは握り締めたモニカの手を、そっと額ひたいに押し当てた。

「そのときはどうか、別の国に行ってください。私はあなたが結婚するところを見たくない」

「……アレク様」

　黙って話を聞いていたモニカは、包まれていた手を引いた。

　急に動きを見せたモニカにつられ、アレクが顔を上げる。

　その見ている前で、モニカは血の固まったアレクの手を引き寄せた。血の跡あとのある指に唇を寄せると、舌で浅く切れた傷をなぞった。軽く吸って、滲んだ血を舐なめ取る。

「なっなな、なっをっ！」

　とたんにものすごい勢いで引き離された。何をするんですかと言いたいのだろう。丸太の壁かべ際ぎわまで飛び退ったアレクは、ぱくぱく口を開けたり閉めたりを繰り返す。

「血が出てたので」

　モニカはむすっとして言い放った。

「舐めとけば治るでしょ。薬がどこかもわかりませんし、手、出してください」

　もちろん素直に出すわけがないと思って言ったのだが、アレクは声もなく叫んで両手を背中に隠かくしてしまう。予想以上の反応だ。

　堂どう々どうとキスして押し倒すくせに、この程度で何をいまさら動どう揺ようするのか。引っぱたく代わりに舐めたのだから、感謝してほしい。

（他の男と結婚するところを見たくないから、別の国に行けだって？）

　呆れて怒る気力も失せたモニカは、一歩踏ふみ出した。

「アレク様」

　壁にへばりつく彼を逃がさないよう、その両りよう脇わきに手をつき閉じ込める。この体勢は男だったときに女性にやるべきだったと思わないでもないが、とにかく動きを封じると、目に力を込めてアレクを見上げた。

「どうしても僕の言葉が信じられませんか？　昔のことは覚えていない。でも、今の僕はあなたのことが好きなんです」

　中ちゆう途と半はん端ぱな自分でも受け入れてくれると言った、あの言葉がどれだけ支えになったか。

　姿を変えた自分を見つけてくれて、どんな姿でもかまわないと言ってくれた。

　危険を冒おかして自分を探しに来てくれた、あのときの表情を忘れたりはしない。

「嫌ったりしない。記憶を戻した上で、あなたを選びます」

　言い聞かせるように、はっきりと言った。

　アレクを信じるなら自分はモニカであり、彼が動かないと言った心は動いたのだ。

　しばらく二人は無言で見つめ合っていたが、ふいにアレクは腰が抜けたように、ずるずると壁伝いに床に座り込んでしまった。

　モニカが追うように屈かがみこむと、やがて泣きそうな声が聞こえた。

「どうしてこんな、期待させるようなことをするんですか……！　このままでは私はあなたの言葉にすがってしまう。今からでもいい、言ってください。記憶が戻ったらお前なんか捨ててやるって！　大嫌いだって！」

「好きですよ。大好きです。嫌っていたなんて想像もつかない。記憶を戻しても、あなたのことを好きでいられる自信があります」

　誰が言ってやるものか。

　あああと悲鳴を上げて耳を塞ふさいだアレクに、モニカは拳を握って叫んだ。

「嫌いになったりしない！　僕は、アレク様が、大好きです！」

「だいすき？」

　あどけない第三者の声が聞こえ、モニカとアレクは大声をあげて距離を空けた。

　見ればいつの間に川から戻ったのか、人形のレームが至し近きん距離から二人を見つめていた。側にはちゃんと水を湛たたえた桶が置かれている。

「モニカ、アレクだいすき？」

「く、繰り返さなくていいから！　おかえりレームありがとうご苦労様！　アレク様水です！」

「ああ水！　そうですね水！　えー、何に使うんでしたっけ!?」

　特に目的もなく水を汲みに行かせたため、桶を囲んで二人はあわあわと使い道を考える。

　と、二人を見つめていたレームが顔を上げた。

「レーム？」

　突然の動きにモニカとアレクが桶から目を離すと、レームはぴたりと閉じられた扉に視線を合わせる。

「人、来る」

「え？」

　つられて扉に目をやったが、モニカにはなんの音も聞こえない。ドルチーノとマーシュが帰ってきたのかと思ったが、レームは警戒するようにじっと小屋の外を見つめている。

　同じように外の気配を探っていたアレクは、何かに気づいたように立ち上がった。

　音を立てずに、外がい套とうと一緒に置かれていた剣を取る。先ほどまで桶を相手に動揺していた男とは思えない冷れい静せいさで、モニカとレームを背後に庇った。

　そこまでされてやっと、モニカにも小屋に近づいてくる足音が聞こえた。一人ではない。何人かの集団だ。馬のいななきや、甲かつ冑ちゆうの擦こすれ合う金属音なども聞こえる。

　森番の老人を訪ねるには、あまりにも仰ぎよう々ぎようしい。

　漂う緊張感の中、モニカは神しん経けいを尖とがらせるレームを抱きしめ、アレクは鞘さやから剣は抜かずに油ゆ断だんなく扉を見つめた。

　やがて丁てい寧ねいに木の扉が叩かれた。

「ごめんください」

　聞こえたのは、朗ろう々ろうとした男の声だった。おじさん、といえる年ねん齢れいだろう。

　モニカにはまったく聞き覚えがなかったが、アレクは驚いたように剣を置いた。

「クラウドか」

　答え、小屋の扉を開ける。途端に外にいた兵士たちから歓声のような声が上がった。

「アレクシス殿下！　お探ししました！」

　扉をノックした男は、現れたアレクに慇いん懃ぎんに一礼する。明るい茶色の髪と瞳、お洒しや落れな口髭をたくわえた四十歳前後の紳しん士しだった。

　アレクは扉の前で通せんぼするように立ち、顔をしかめた。

「クラウド、なぜここが分かった」

「ミラ様が兵舎に残されたお手紙からです。昨日からシレナを探し回っていたのですが、もしかしてと思いこちらに来たのです」

　濃こい緑みどりの上着は品がよく、白いタイを締めた姿は見るからに貴族だ。アレクを知っているようだったが、部屋を見渡した紳士は座り込んだままのモニカに目をとめた。

「おお、モニカ様……！　お変わりないどころか、ますますお美しくなられて！　旦だん那な様から、モニカ様の姿を変えて隠したと聞いたときは半はん信しん半はん疑ぎでしたが……」

「旦那様」という言葉にモニカは立ち上がった。遠慮がちに近づけば、クラウドと呼ばれた紳士は白いレースのハンカチを胸から取り出し、そっと目元を押さえる。

「信じられない思いでここまで来ましたが、まさか本当にいらっしゃるとは……！　さあさあ、モニカ様、お父上がお待ちですよ。宝珠に戻りましょう」

　おそらくウェスタイン公爵の従じゆう者しやだろう。それは理解できたのだか、ドルチーノのいない間に帰るわけにはいかない。すぐに連れ戻されそうな気配を感じ、モニカは落ち着いて言った。

「待ってください、お世話になった方から留る守すを任されているんです。その方が帰ってこないと僕は行けません」

　片付けがまだだし、ちゃんとしたお礼もしていない。こっそり棚の陰から様子をうかがっているレームの今後も、できれば話し合いたい。

　動きを止めたクラウドに、アレクも同意した。

「小屋の主人に礼を言わずには帰れない。それにモニカの件についてロスターやリチオ王も含めて話をしたい。お前は先に戻って、宝ほう珠じゆに皆を集めておいてくれ」

「……時間を作って逃げるつもりではありますまいな？」

「逃げない。ロスターの元には戻る」

　厳しいクラウドの口く調ちように、アレクははっきり答え視線を返す。

　モニカと兵士が困ってしまうほど両者は睨み合い、やがてクラウドが先に視線を外した。

「かしこまりました。ですが、お二人だけでお残しするわけには参りません。わたくしも残らせていただきます」

　付き従っていた兵士一人にペンテレイアへの伝でん令れいを命めいじ、クラウドは厳しい表情を一転させた。モニカに向けられたそれは、心底嬉しそうな、慈いつくしむような笑顔だった。

「さあ、モニカ様。恐ろしゅうございましたでしょう？　このクラウドが来たからにはもう大丈夫ですよ」

　公爵の従者ならば幼おさない頃からモニカを知っており、彼女もまた懐なついていたに違いない。そう考え、モニカも翠緑の瞳を優しく細めた。

「はい、ありがとうございます。アレク様がいてくださったので大丈夫です」

「!?」

　クラウドは愕がく然ぜんとし、腕を伸ばした姿し勢せいのまま固まった。

　息すら止まったのではないかと思い、モニカがおどおどすると、アレクは言いにくそうに切り出した。

「……クラウドよ。モニカは記憶をなくしている」

　ギギギ、と音がしそうな固さでクラウドはゆっくりとアレクに首を向けた。その茶色い瞳はこれでもかというほど開かれている。

「……や、やはり……」

　腕を伸ばしたまま、幽ゆう鬼きのようにゆらりと一歩踏み出され、モニカは無意識にアレクに寄り添そってしまった。そんな姿にクラウドは「うおおおおっ」と叫び声を上げた。

「おおおお、おかしいと思った！　モニカ様が何も言わないどころか、あまつさえ抱き、抱き合うなど！」

「抱き合ってません！」

　寄り添う姿を曲きよつ解かいされモニカは恥はじらって叫んだが、頰が染まるのはどうにもできない。クラウドの苦く悶もんの表情がますます酷ひどくなった。荒い息を吐きながらアレクに迫る。

「殿下!!　これは由ゆ々ゆしき事じ態たいですぞ!?　モニカ様の記憶がないのをいいことに、ご自分の都合のいいように操作して恋人同士だと思わせるなんてえぇっ！」

「違います！　アレク様はそんなことはしていません！」

「アレク様ですってえぇぇっ!?　モニカ様のお口からアレク様――!!」

「落ち着け、クラウド。……私も一いち夜やの夢と分かっている」

「アレク様、やめてください！　何度言ったら分かってもらえるんですか？」

「いいんです、モニカ。その言葉だけで嬉しい。それを糧かてに私は今後を生きていきます」

「いい加減怒りますよ!?」

「怒ってください、めちゃくちゃに。馬ば鹿かな期待を抱く私に、これは夢だと思い知らせてください……！」

　クラウドがいようが兵士がいようが、そんなものはどうでもいい。頭に血が上って、モニカは叩きつけるように叫んだ。

「記憶が戻っても、僕はあなたを選びます！　あなたのことが好きだから!!」

「うおおおっっ！　たぶらかされた！　モニカ様がたぶらかされましたぞ、旦那様あぁっ!!」

　泣き崩れる紳士の声に、レームが飛び上がって逃げ出そうとしたときだった。

「うるさいぞ、何を騒いどる」

　森から声が掛かり、兵士たちが振り返り道を開けた。見ればシレナの町から戻ったドルチーノが、悠ゆう々ゆうとした足取りで小屋に向かってくる。

「なんじゃお前達は。人ん家の前でうじゃうじゃと」

　更にその後ろからは、大きな荷物を抱えたマーシュがよたよたと続いた。

「あれー、クラウド様じゃないですか。探さないでくださいって言ったのに、来ちゃったんですか」

　背中には重そうな麻あさ袋ぶくろ、両手にも大きな袋を提さげ、息を切らしている。中身はたくさんの薬草とモニカのドレスだろう。

　クラウドはマーシュに説教するかドルチーノに挨あい拶さつするか迷ったようだが、結局ドルチーノを選んだ。涙を拭ふいて姿勢を正す。

「失礼致しました。私はカゼルラ王国ウェスタイン公爵家に仕えるクラウドと申します。ペンテレイア王国前々魔導師長、ドルチーノ・イローシェン様ですね。シレナであなた様が森番をされているとうかがい、こちらの姫君、モニカ様を探しにお邪じや魔まさせて頂いた次第でございます」

　口こう上じように鷹おう揚ようにうなずくドルチーノを、モニカはまじまじと見つめた。

「ドルチーノさん、魔導師長様だったんですか」

　魔道に長たけているとは思っていたが、魔導師長を務めていたとは。しかも「前々」とは一体今いくつなのか。感心したようにつぶやくと、ドルチーノはフンッと鼻で笑った。

「面めん倒どうな役を押し付けられただけじゃ。しかしお前さんの記憶に関しては興味がある。わしも王都に行ってよいか？」

　申し出に、クラウドは畏かしこまって礼をした。

「もちろんでございます。モニカ様がお世話になったとあれば、私どもの主人もお礼を申し上げたいはず。是ぜ非ひおいでください」

「ありがとうございます、ドルチーノさん！」

　モニカも大きく頭を下げた。ドルチーノが来てくれるならこれほど心強いことはない。

　あご髭を撫で、ドルチーノは薬草棚の脇に隠れているレームを振り返った。

「レーム、お前はここに残っておれ。少し出かけてくる」

「…………やだ！」

　意味を考えたのか少し間があったが、レームは急いで陰から飛び出してきた。置いていかれまいと、モニカの服の袖そでを摑む。

　怪け訝げんそうな顔のクラウドには後で説明することにして、モニカはドルチーノに向き直った。

「ドルチーノさん。レームを一緒に連れて行って、魔導師長様に話をしてあげてくれませんか？」

　以前に魔導師長を務めていたなら、それなりに発言力があるだろう。野生に返すべきなのか、保ほ護ごするべきなのか、レームにとってどちらが良いのかモニカには分からないのだ。

「……そうじゃな。魔導師どもと考えてみよう」

　うなずくドルチーノに、アレクは少し心配そうにレームに目をやった。

「老ろう師し、一角獣は森から離れて大丈夫なのですか？　何か体に悪いことは……」

「大丈夫なんですよー、殿下。一角獣は聖せいなる獣けものですが、清せい浄じような空気の中でしか生きられないわけではありません。彼らは非常に強いですから、逆に存在する空間を清浄に変えるのですよ」

「……なぜお前が答える」

　すらすらと淀よどみない口調にアレクが呆れると、マーシュは不ふ敵てきに笑った。

「魔道書を八冊読破したのです。そういえば殿下は気絶してて聞いてませんでしたね。もう一回言っときます。俺、魔道書八冊読破したんです、すごく分厚いの」

「……余計な知識が増えた……」

　マーシュが魔道の知識を得たことに対してか、マーシュが知識を得たことを知ったことに対してかは分からないが、アレクは非常に疲れたようにつぶやいた。







　第五章　愛の力で







　部屋の片付けを速すみやかに終了させると、モニカたちはドルチーノとレームを連れて、クラウドの用意してくれた馬車で王都へ向かった。

　見み慣なれた町並みとチェリルー通りを抜ければ、たった数日なのに随ずい分ぶんと離はなれていた気がする宝ほう珠じゆが姿を現す。

　懐なつかかしい黄おう金ごんの丸屋根を見上げ、モニカはアレクの手を借りて馬車を降りた。

　別に貴き婦ふ人じんらしくしたわけでも何でもなく、ただ単に靴くつの踵かかとが高くてふらふらするのだ。マーシュに「これでも低いのを選んだんですけどね」と言われたが、歩きにくい。

　苦労して地面に下りると、大人おとなしやかな薄うす紫むらさきのドレスの裾すそを直した。

「お帰りなさいませ、アレクシス殿でん下か。モニカ様」

　宝珠の玄関前では、ペンテレイアの兵士たちと魔ま導どう師し長ちようのウィトスが迎えに出てくれていた。

　姿を戻す手掛かりを与えてくれた人物に、モニカはにっこり微ほほ笑えんだ。

「ウィトス先生！　ありがとうございました。一いつ角かく獣じゆうはちゃんといました」

「ミ、ミラ、なのか？」

　ウィトスは丸まる眼鏡めがねの位置を直し、モニカを見つめている。が、その後ろからひょっこり現れた小さな老人に、のけぞった。

「ドルチーノ様ではありませんか！」

「なんじゃい、ウィトス。魔導師長のローブなんぞ着おって」

「魔導師長だからですよ！　……って、どうしてあなた様がミラと一緒に？」

「森でドルチーノさんに助けてもらったんです。おかげで元の姿に戻れました」

　本当にドルチーノがいなければ、どうなっていたかわからない。簡単に事情を話すと、ウィトスは大きな息を吐はいた。

「シレナで隠いん居きよしていると思ったら、森に入ってたんですか。今日はどうして王都に？」

「レーム」

　ドルチーノはちょいちょいと手て招まねきした。なんだかんだでドルチーノのことは信用しているレームは、呼ばれて不安そうに前に出る。

　目の前に立つ少年にウィトスはきょとんとしていたが、やがて丸眼鏡の奥の目を細めた。何かを見通すかのように鋭するどい視線を向ける。

「これは……」

「名前はレーム。一角獣と野生の馬の合いの子じゃ。どう保ほ護ごするべきかお前と相談しようと思ってな。モニカ姫ひめの件で陛へい下かと話をする間、魔道宿舎ででも待たせてやってくれ」

「一角獣と……」

　一角獣と野生の馬の合いの子。

　ドルチーノの言葉を繰くり返したウィトスは、次の瞬しゆん間かん、天を仰あおいで腹の底から叫んだ。

「おおおおおぉっ!!」

　常は激げきすることのない穏おだやかな魔導師長の吠ほえ声に、その場にいた全員が退しりぞいた。わなわなと震ふるえ出したウィトスは、レームを抱きしめるように飛びつく。

「レーム君レーム君！　ようこそレーム君！　さあ魔道宿舎へ案内しよう！」

　闇やみ色のローブの袖そでが広がりレームを飲み込もうとしたが、間かん一いつ髪ぱつ、悲鳴を上げたレームはアレクの背中に逃にげ込んだ。単純に一番近くにいたからなのだが、アレクは頼たよられたことに少し驚おどろいた顔をした。回り込んで捕つかまえようとしたウィトスから、とっさにレームを庇かばってしまう。

「馬ば鹿かもん！　お前はこっちじゃ！」

　飛び上がったドルチーノに杖つえで殴なぐられ、アレクを支し柱ちゆうにくるくると追いかけっこしていたウィトスは悲ひ壮そうな顔で「ええええ」と嘆なげく。

　モニカはウィトスの豹ひよう変へんにも動じず、怯おびえて震えるレームの頭を撫なでた。夢中になると周りが見えなくなるウィトスの性格はよく知っている。

「レーム、少しだけ待っててくれる？　みんなと話をして、終わったらすぐに行くから」

　置いていかれるわけではないと理解したのか、単純にウィトスと同じ場所に行くのが怖こわかったのか。レームは今度は嫌いやがらずに素直にうなずいた。

　他の魔導師に連れられていくレームを名な残ごり惜おしげに見送り、ウィトスはやっとアレクたちに向き直った。

「失礼致しました。では皆みな様さま広間のほうへ。陛下がお待ちです」

　先ほどの乱らん心しんなど感じさせない落ち着いた雰ふん囲い気きに戻り、先に立って宝珠の奥へと向かう。

　その後あとに続き進むうちに、モニカは次し第だいに息いき苦ぐるしくなるのを感じた。

　緊きん張ちようが高まるのは、決して期待や喜びからではない。これから向かう場所には本当の父だという人がいて、今度こそ記き憶おくが戻るかもしれないのだ。

　こみ上げる不安を押さえつけるように、何度も息を呑のんだ。

（……大丈夫だ。僕はアレク様を選ぶ。何を思い出しても変わらない）

　姿を戻す覚かく悟ごを決めてから、幾いく度どとなく言い聞かせてきた言葉を繰り返す。アレクには「必ず」と宣言したものの、いざその時が近づけば怖かった。靴のせいだけではなく、歩みが鈍にぶる。

「懐なつかれると多少は可愛かわいいと思ってしまいますね」

「え？」

　突然話しかけられ、見上げればアレクが微笑みながらこちらを見ていた。

「レームですよ。あなたにべったりなので邪じや魔まだったんですけど」

　手を差し伸べられ、モニカはためらいながら小さな手を重ねた。温かさにほっと息を吐くと、アレクはそのままエスコートして歩いてくれる。

　うつむきがちになるモニカとは対たい照しよう的てきに毅き然ぜんと前を向く姿は、単純に記憶が戻ることを喜んでいるようだった。

「私に言ったことを考えているんでしょう？　モニカ、あなたは何も遠えん慮りよすることはありません。あなたが心のままに、素直に振ふる舞まうことこそが私の喜びなんです」

　重ねられた手に力がこもる。

「確かにあなたは遠くに行ってしまうでしょう。でもそれと私の想いは何の関係もない。あなたが誰を選ぼうが、私があなたを愛することに変わりはない。……と、そんなことに気づいたんです。記憶を取り戻せば嫌がられそうですけど、それくらいは自由にさせてくださいね」

　アレクの表情にも言葉にも無理はなく、どこまでも自然だった。

　いたずらっぽい口く調ちようの中に隠かくされた真しん摯しな感情を読み取り、モニカは心を圧あつ迫ぱくする不安が別のものに塗ぬり替えられていくのを感じた。

　黒くろく渦うずを巻いていたものが色をなくし、やがて透とう明めいに輝かがやく水みな面ものように凪ないでいく。

「はい……！」

　強こわ張ばっていた全身に血が廻まわるのを感じ、力強くうなずき返した。

　やがてウィトスの足が止まり、行きついたのは宝珠の大広間だった。前に立つ二人の衛えい兵へいが、左右から大きな扉とびらを開く。

　広がる視し界かいが明るい春の陽ひ射ざしに満たされた。城で一番大きな広間は高い場所に窓が設もうけられ、射し込む光が床ゆかの白しろ大だい理り石せきを煌きらめかせている。宝珠の黄金の丸屋根そのままの天てん井じようには、白と青あおのモザイクで城じよう下か町まちと同じ幾き何か学がく的てきな紋もん様ようが描えがかれていた。

　中には主おもだった重じゆう臣しん達とカゼルラの従じゆう者しや達など、何十人かが集まっている。

　その中で明らかに身分が高く、だがペンテレイアの貴き族ぞくではない壮そう年ねんの男がモニカを見つめていた。入り口で立ち止まったモニカは、吸い寄せられるように男に視線を返した。

　少し長めの髪は見事な金きん色で、瞳ひとみは若わか葉ばのような翠すい緑りよくだった。背が高いだけでなく、肩かた幅はばも胸板も何もかもががっしりとしている。立派な髭ひげの顔は厳きびしく近づきがたい雰囲気を漂ただよわせていたが、なぜか少しも怖こわいとは思わなかった。他を圧あつするような堂どう々どうたる風ふう貌ぼうで、誰に目を移すことなくモニカだけを見つめている。

（公こう爵しやく様……？）

　懐かしいわけでも記憶が戻ったわけでもない。だが、分かったのだ。

　少し頭を下げて会え釈しやくすると、壮年の男はかすかにだが、真ま一いち文もん字じに引き結んでいた口くち許もとをほころばせた。モニカを促うながすように前を向く。

　つられて広間の奥を見れば、玉ぎよく座ざに二人の人物がいた。

　前まで進み出たモニカはひざまずこうとしたが、アレクがそれを止める。

「あなたは礼だけでいいんですよ」

　教えられ深く頭を垂たれたモニカは、感動して目の前に腰こし掛かける女性を見つめた。

（モニカ王妃だ）

　城下に出回っている絵え姿すがたは、失礼ながら別人と言ってもいいだろう。それほど、絵に表しきれないほど、王妃は美しかった。

　モニカと同じ亜あ麻ま色の髪、そして翠緑の瞳。

　だが共通点はそれだけだ。モニカが可か憐れんならば、王妃は絶ぜつ世せいと称しようせるほどの美女だった。ほっそりとした顔や切れ長の目は涼すずやかで、鼻はな筋すじが通っている。一部を結い上げただけで、背中に流された髪は明るく、金に近い亜あ麻ま色だ。背せ筋すじを伸ばし堂々と王の隣となりに並ぶ姿には、気け高だかさが感じられた。

　王妃モニカは衣きぬ擦ずれの音を立てて、玉座から立ちあがった。白を基調としたドレスの裾を優ゆう雅がにさばき、人々の注目の中、進み出る。

「あなたが、モニカ・ウェスタイン様ですか？」

　抑よく揚ようのある、はっきりとした澄すんだ声だった。

　目の前に立たれれば、その美しさに圧あつ倒とうされてしまう。なんと答えてよいか途と惑まどったモニカに、アレクは声を上げた。

「ロスター。前へ」

　名指しされ、金髪の紳しん士しは一礼をして人の輪の中から抜け出した。

　やはりモニカの直感は当たっていた。モニカと同じ翠緑の瞳のウェスタイン公爵、ロスターはゆっくりとアレクの左斜ななめ後ろに控ひかえる。

　続いて、玉座から若い男が立ち上がった。

「さあ、余よに全てを説明してもらおうか、ガレよ！」

　今年二十歳はたちになる若きペンテレイア国王、リチオは音を立てて深しん紅くのマントを払はらった。瞳と同じ青い装しよう束ぞくに包まれた体は細く、肌は女性のように白い。波打つ金色の髪は柔やわらかく耳にかかり、物々しい口調に反はんして、国王というより貴き公こう子しという言葉がぴったりくる青年だった。

　王に呼ばれた大臣ガレは、覚悟を決めたように紫の長ちよう衣いをひきずり、進み出る。

　リザベル王は亡なくなりティマエス王は不在だが、ここに四年前のモニカ隠いん匿とくに関わった者達が一堂に会かいした。

　王妃、リチオ、ガレ、そしてアレクとモニカとロスターはなんとなく円えん陣じんを組むように向き合う。

　何から話すべきか誰もが沈ちん黙もくしたとき、側そばにいたドルチーノがのんきに声を上げた。

「とりあえず、なぜモニカ姫を男に変えたんじゃ？」

　ぐっと沈黙が重くなり、マーシュは取り成なすように言った。

「とりあえずも何も、それ本題ですよ。えー、まず最初に、この取り替え劇が起こったのは殿下のせいですよね？」
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「ま、待て！　取り替えというのは余のモニカのことも入っているのか？　こちらの姫がモニカ・ウェスタインなら余のモニカは何者なのだ？」

「ということはやはりモニカの婚約者はリチオ王だったんですね。父とリザベル王が交かわした密みつ約やくの内容はそれだったのか」

「あの、どうして公爵様は僕、あ、いえ、私に何も言ってくださらなかったんですか？　せっかく滞たい在ざいしてくださっていたのに……。本当にアレク様が原因なんですか？」

「ミラ……あ、すみません、モニカ姫の記憶を消した薬草はなんですか？　ひょっとして新種ですか？」

　ウィトスの言葉を最後に、言いたいことを言った一同は黙ってそれぞれの顔を見渡す。

　未いまだ沈黙を守る王妃モニカ、大臣ガレ、ロスターに、アレクは息をついた。

「こうして質問をしていくと鍵かぎを握っているのが誰かわかりますね。ここで全てを明かしましょう。その方がいいですよね？」

　まずアレクが向いたのは、王妃モニカだった。

「モニカ王妃。あなたは男に姿の変わったモニカの代わりとして用意されたんですね」

　王妃は身を強張らせた。見る見るうちにその白い顔が青ざめ、唇くちびるがわななく。

　それは言葉で聞くよりも明らかな証しよう拠こだった。リチオは怒りに拳こぶしを握にぎった。

「どういうことだ、ガレよ！　それともカゼルラが余を騙だましていたのか!?」

　リチオの怒ど鳴なり声に、観かん念ねんしたガレは即そく座ざにひざまずいた。

「お許ゆるしください、陛下。この娘むすめに罪はなく、全ては私の一いち存ぞんで行われたことでございます。我われ々われにとって、カゼルラとはどんな小さなヒビも入れてはいけない国家……！」

　うつむいたガレの声が震えた。

「……お預あずかりした姫君の生死が不明など、口が裂さけても言えなかったのです！」

「余に真実を言えばすむ話だろう！」

「不ふ敬けいを承しよう知ちで申し上げます！　あなた様に秘密が守れますか!?　こうして王太子殿下や公爵閣かつ下かと向き合ったときに、あなたは狼ろう狽ばいせずに受け答えができますか!?」

　怒りのあまり震え出したリチオに、ガレは泣きながら叫ぶ。周りの重臣からため息が聞こえた。無理だろう、仕方の無い選せん択たくだ、などと囁ささやかれ、リチオはますます顔を真っ赤にする。

　ガレと共にこの件に関わったウィトスは、ローブを翻ひるがえし並んで平へい伏ふくした。

「どうかお許しください。ガレ様に代わりを見つけ出すことを進言したのは私なのです。候こう補ほとして挙げられたモニカ王妃は普通の町娘でしたが、絶対に磨みがけば光る逸いつ材ざいと思い一いち押おしにしました。今では私の少女を見る目もなかなかのものだと自じ負ふしてまして……」

「誰がそんな秘話を語れといった!!　余は騙されたことが悔くやしいのだ！　ガレを捕とらえ、罪ざい人にんとして投とう獄ごくしろ！」

　リチオが地じ団だん駄だを踏ふんだ瞬間だった。

　バチーンと凄すさまじい音が響ひびき、リチオが横よこ様ざまに吹っ飛んだ。

「ガレ様に手ぇ出したらただじゃおかないよっ！」

　地団太する足が空気を踏むように見えるほど浮ういて、本当に吹き飛んだのだ。重臣達が慌あわてて、平手打ちされたリチオを受け止める。

　モニカは目の前にいながら、それが誰が発した言葉なのか確認するのに数秒かかった。

（え？　今のは……？）

　平伏したガレとウィトスを庇うように立ったのは、王妃モニカだった。麗うるわしい柳りゆう眉びを逆立て、翠緑の瞳も険けわしくリチオを睨にらみつける。

「ガレ様は本当に国のことを考えてるんだ！　ガレ様を罰ばつするなら、先にあたしの首を刎はねな！」

　いきなり言葉遣づかいも変わった王妃に、大広間が大きくどよめく。

　背筋を伸ばし、生まれながらの貴婦人のように立つ王妃は、ざわめく重臣たちを見渡した。

　広間が静まると、表情を改め、落ち着いた様子で頭を下げた。

「ごめん、みんなを騙してた。あたしは池周りで育った教きよう養ようも何もない女だ。だから最初ウィトス様が教育を受けないかって来たときは、ただの変へん態たいだと思った。だけどガレ様に選ばれたとき、本当にこの国を変える力が持てるって分かったんだ」

　池周りと言われ、廃はい水すい処しよ理りに従じゆう事じしてきたモニカは胸が痛かった。城下の南で暮らす人たちが、どれだけ現状に失しつ望ぼうしてきたか知っているからだ。

「王妃になって、池周りを助けたかったから。上の人間の住むとこばっかり綺き麗れいにしないで、もっと下に住む人たちの場所も綺麗にしたかった。それにシレナはいいとして、王都から遠い小村も綺麗にして道だって整せい備びしたい。国土増やすのは今いま更さら難むずかしいから自然大事にして観光客増やして、あと魔道っていう特性をもっと前面に出して経済効果も上げたい。あとはリチオを教育して、どこに出しても恥ずかしくないようにしたい」

　たくさんありますね、とマーシュが笑顔でつぶやく。

　数々の野や望ぼうを語る王妃に誰もがあ然としていたが、アレクは感心したようにうなずいた。

「まあ、ペンテレイアの観光客を増やすのはよいことですね。カゼルラを通つう過かする者が増えるということですから」

「……ちょっと、通行税を増やすのとかやめてよ？」

「分かってますよ。協力します。あなたとは気が合いそうだ」

　若きペンテレイア王妃と未来のカゼルラ王は勝手に構こう想そうを語り出す。

　ペンテレイアの臣しん下か達は、さざなみのようにひそひそと言葉を交わした。「だが」「いや」「しかし」と漏もれ聞こえる会話に、モニカはたまらず訴うつたえかけるように前へ出た。

「あの、僕……いえ、私はモニカ王妃は素晴らしい方だと思っています。どうかペンテレイアの王妃として、このままお留とどまり頂けないでしょうか」

　驚いたのは王妃だけではない。膝ひざをついたままのガレも、モニカを見上げる。

　重臣たちは顔を見合わせ、やがて、その中の一人が進み出た。

「私もそう思っておりました。出身が平民だろうが何だろうが、今の王妃様の後こう見けんはガレ大臣です。私は不満はありません」

「私も。カゼルラと友ゆう好こうを築きずけそうだ」

「私も同じです。リチオ陛下とモニカ王妃は非常にお似合いだと思うのですが……」

　口々に言われ、文ぶん官かん達の中に埋うもれていたリチオは急いで身を起こした。

「な、何を言っているんだお前達は！　余はモニカ・ウェスタインと婚約をしているんだぞ！　ならば本物のモニカを娶めとるのが一番正しいだろう!?」

　臣下の支し持じを得た王妃だったが、夫の言い分に納なつ得とくし、悲しそうに微笑んだ。

「その通りだね、リチオ。でも、あたしはあんたのことわりと好きだったよ。頼りないけど裏表ないし、見てたら飽あきないし。だけどあんたが言うのなら、もうここまでだ」

　花が萎しおれるような王妃の様子に、リチオはぎょっとした。

「ち、違うぞモニカ、余はお前も愛している！　しかし更にモニカ姫がいれば両手にだな……」

「なんだって？　もう一度言ってもらおうか？」

「こ、これ、モニカ！　指をバキバキ鳴らすなとあれほど……！」

　養よう父ふに諌いさめられた王妃は、頰ほおを染そめて組んでいた両手を外はずす。リチオは「ひいい」と文官の背に隠れつつ主しゆ張ちようした。

「と、とにかく余はカゼルラ王国ティマエス王より、きちんとした証明書つきで婚約の証あかしを頂いている！　余にはモニカ姫を娶る権利があるはずだ！」

　しんとなった途と端たん、マーシュの声が響いた。

「なるほどー。じゃあやっぱりモニカ様を男に変えたのは公爵閣下なんですね？　殿下と結婚させるのも嫌だけど、ペンテレイアの王子様と結婚させるのも嫌だから」

　王妃がアレクに真実を言い当てられ沈黙したように、ロスターも苦く渋じゆうの表情で一層口を引き結んだ。

　ウィトスに助けられ立ちあがったガレは、微び動どうだにしないロスターによろよろと歩あゆみ寄った。

「真まことでございますか、ウェスタイン公爵殿どの？　……それならば、私の四年間の苦労は……」

　自分とリザベル王はなんと無む駄だな心しん労ろうを重ねてきたのか。

　差し出されたその両手を支えてしまったロスターは、翠みどりの目を伏ふせたが、やがて顔を上げた。

「ガレ殿」

　モニカは初めて聞くロスターの声に耳を澄ませた。それは低く、よく響く声だった。

「本当に申し訳ないことをしてしまった。あなたがこれほど国家に忠ちゆう誠せい心しんを持ち、素晴らしい人柄だと知っていたなら、協力を要よう請せいすべきだったと後こう悔かいしています」

　ガレはふらりと倒たおれかけ、慌てて王妃とウィトスに支えられる。ロスターはアレク、マーシュ、そしてモニカに目をやった。

「マーシュ、君の言うとおりだ。ヴァルダンの姫とアレクシス殿下を結婚させるために、私はモニカをペンテレイアに預けた。だがティマエス王は、その会見の場で勝手にリチオ様とモニカの婚約を決めてしまったのだ。私の意い向こうもモニカの返事も何も聞かずに。私は……せっかくアレクシス殿下から逃げてきたのに、またモニカの意い思しを無む視しして婚約者を決めるなど許せなかった」

「だから僕を……、おじいさんに頼んで男に変えてもらったんですか……？」

　住民歴すらも変えて。おずおずと見上げたモニカに、ロスターは初めて表情を緩ゆるめた。厳しい顔が少し柔らかくなり、まとう雰囲気が和やわらいだ。

「そうだ、モニカ。トナタス殿とはよく話をしたし、お前を隠すのに力を貸してくれるなら彼しかいないと思った」

　出てきた名に、ドルチーノはため息をついた。

「やはりトナタスか。全く、あ奴は変化の魔道ばかり研究しとったからな。ウィトスは薬草馬鹿じゃし、わしのように満まん遍べんなく魔道を修おさめるものはおらんのか」

「そんな、星ほし詠よみ外しまくりだったドルチーノ様に言われても……」

　ウィトスのつぶやきは睨みで消えてしまった。

　ロスターはモニカを抱き寄せると、心しん底そこ悔しそうにアレクを見み据すえた。

「アレクシス殿下。あなたがヴァルダンの姫と結婚すれば、すぐにでもモニカを迎えに行くつもりでした。せいぜい一年ほどだと我が慢まんして断だん腸ちようの思いで預けたというのに……！　あなたはいつまでたっても結婚しなかった！」

「当たり前でしょう？　誰がモニカが死んだなんて信じるものですか。私は絶対にあなたが隠したと思っていましたからね！」

「殿下がそういうお気持ちでいるからモニカが辛つらい思いをするのです！　この子の近況が分からないことがどれだけ不安かお分かりか!?　あなたが結婚！　それだけでよかったのです！」

「だから好きなだけ連絡を取ればよかったでしょう!?　そうすれば私だってすぐにモニカを見つけられた！　四年もかからなかった！」

　負けじとアレクはモニカの腕うでを引く。ロスターに抱きしめられ、アレクに腕を取られてうろたえるモニカを見て、ドルチーノは肩をすくめた。

「なるほど。トナタスが死んだ後も迂う闊かつにモニカ姫に接せつ触しよくできず、今になったと。そういうわけじゃな？」

「な、ならば余とモニカ姫との婚約はどうなるのだ？　余の両手に花計画イタタタタタ！」

　王妃に耳をつねられたリチオは身をよじらせる。ちゃんと王妃のことを愛し、また、リチオのことを愛している王妃の様子に、モニカはほっとして微笑んだ。

「申し訳ありません、リチオ陛下。僕はもうアレク様を選んで……」

「モニカ！」

　しかし言葉は一いつ喝かつに遮さえぎられた。頭ず上じようから聞こえた低い声に、モニカは広い胸の中からロスターを見上げた。ロスターはモニカを抱きしめたまま、腕を取るアレクの手を外させる。

「モニカ。記憶を戻そう」

「ロスターよ、このままでいい！　モニカはもう選んでくれた！」

　無理やり外された手をもう一度伸ばし、アレクはロスターからモニカを取り返す。それは泣き出しそうな声だった。モニカを抱いて後あと退ずさるアレクに、ロスターは足を踏み出した。

「殿下。私がなぜ、四年間もモニカを迎えに行かなかったか分かりますか？　私は一切モニカの様子を知ろうともしなかったし、トナタス殿がお亡くなりになったことも知らなかった」

　本当に、知らなくてよかった。

　そう言ってモニカを抱き寄せたロスターは、苦痛を堪こらえるように顔を歪ゆがめた。

「……もしその知らせを聞いていれば、私はモニカを迎えに飛び出してしまっていた……！　アレクシス殿下。私が耐たえられたのは、モニカの生しよう涯がいにおいて、これ以上の隠し場所も機会もありえないだろうと思えたからです」

　娘を強く抱きしめ、搾しぼり出すような声こわ音ねで言った。

「やっと……やっと、あなたから逃がしてやれたのに……！」

「公爵様！」

　モニカは鋭く制せいしたが、遅かった。

　その言葉が吐き出された瞬間のアレクの表情を、どう表現すればよかったのか。真っ向から見てしまったモニカは、後悔に眩暈めまいがした。

　ロスターの言葉を止めなければいけなかったのに、言わせてしまった。

　怒りさえ湧わいてきて、回されたロスターの腕をきつく摑つかんだ。

　今すぐこの腕を振ふり払いたかった。アレクに駆け寄り、過去のことで傷きずつく必要はない、今の自分はアレクが好きだと言ってあげたかった。

　だが、衝しよう動どうのままに動きそうになった体を抑おさえ、モニカは目を閉じる。

（この方の手を振り払ってはいけない）

　ロスターを傷つけてはいけない。

　指先が白くなるほど摑んでいた手を離し、落ち着いたモニカは、ことさらゆっくりした動作でロスターの腕を解ほどいた。

　ロスターは娘を愛している。モニカのためを思い、アレクから逃げたいと言う彼女の望みを叶かなえたのだ。記憶がなくても、それぐらいは分かる。

　モニカはロスターからもアレクからも離れ、姿し勢せいを正した。

「公爵様。ありがとうございます。でも僕は、僕の意思でアレク様を選んだんです。方法をご存ぞん知じであれば、僕の記憶を戻してください」

「やめてください、モニカ！」

　アレクの必死の懇こん願がんにも、モニカは揺ゆらがなかった。しがみつくように抱きすくめられ、笑ってみせる。

「大丈夫です。信じてください」

　証明してみせたかった。たとえ何があっても、この気持ちが変わらないことを。

　ロスターはしばらくモニカを見つめていたが、やがてウィトスに目を向けた。

「……魔導師長殿、ポーラの丸がん薬やくを用意していただきたい」

「え？　ポーラですか？　あれにそんな効果あったっけ？」

　あまりにありふれた薬に、どんな新薬かと待ち望んでいたウィトスはきょとんとした。だが、ドルチーノは大きな目をさらに大きくした。

「なるほど。ポーラを使った暗示じゃったか。しかし公爵殿よ、あれには完全に浄じよう化かされた水が必要じゃぞ？」

　それはウィトスも知らない、今は伝えられていない暗示の法だった。なぜならば、完かん璧ぺきな清水をそろえるのは並なみ大たい抵ていのことではないからだ。浄化の作用があるといわれるポーラを何年浸ひたしても、純じゆん粋すいに清らかな水は作れない。

　ロスターはアレクの胸に埋もれるモニカに手を差し出した。

「モニカ、一角獣の角つのを貸しなさい」

「ありませんよ！　あれはもう無くしてしまいましたからね！」

　手立てはなくなっただろうと叫んだアレクだったが、すぐに上から被かぶさるように声がした。

「ありますよー」

　のんびりとしたマーシュの声に、全員の視線が集まる。一瞬レームを呼んで何かをさせるのかとモニカは考えたが、続けられた言葉はまったく予想外だった。

「ロラン湖に落ちたんです。浄化された水なら、それを汲くんだらいいんじゃないでしょうか」

「マーシュ！」

　アレクは悲鳴に近い声を上げた。まさかマーシュがロスターに味方するとは思っていなかったのだろう。ロスターはうなずいた。

「十分だ。感謝する、マーシュよ」

　ウィトスが目め配くばせすると、二人の若い魔導師が大広間から薬と水を求めに去っていった。

　マーシュはモニカを離さないアレクに、困ったように笑った。

「殿下。モニカ様の記憶を戻しましょう。俺はその方がいいと思いますよ。そうじゃないと、殿下は一生モニカ様の記憶に怯えることになる。側にいても、それじゃあ意味がないです」

　マーシュは笑顔だった。だがそれはいつものやんちゃそうな顔じゃない。聞き分けの無い弟を見るような、慈いつくしみにみちた微笑みだった。

　アレクの腕が緩んだ。徐じよ々じよに全身から力が抜けていく。

　胸から抜け出したモニカは、そっとマーシュを見上げた。

「……マーシュってアレク様より年上？」

「いきなり何を言うんですか、モニカ様は。どこからどう見ても年上じゃないですか。俺は殿下の二つ上ですよ。二十二歳の大人の男ですよ」

「………………そう」

　完全に同い年、もしくは下だと思っていた。

　やがて魔導師たちがその手に銀ぎん色の杯さかずき、小さな壷つぼ、そして丸薬を入れた小箱を持って戻ってきた。ウィトスは壷の水を少しだけ銀の杯に移す。そして自らの首飾りをそこに浸した。

　見る見るうちに青い石の首飾りが、輝くような純じゆん白ぱくに変わる。若い魔導師たちの間にも驚きよう愕がくが走り、ウィトスはロスターに向け宣言した。

「間ま違ちがいなく浄化された水です」

　ロスターが懐ふところから取り出したのは、古い金色の懐かい中ちゆう時計だった。

「あの時はトナタス殿に眠らせて頂いたのだが……」

　ロスターは困ったように辺りを見渡し、そしてドルチーノに目を止めた。

「……お願いできますでしょうか」

「かまわんよ。目覚めの時にはそなたが呼びかけてやれ。みな、なるべく音を立てるな」

　ドルチーノは進み出ると、時計を受け取った。広間内は静まり返り、誰もが息を詰めている。

　モニカを椅い子すに座らせ、ロスターは銀色の杯を手渡した。

「座って。薬を飲んだら時計を見ていなさい」

「モニカ！」

　静せい寂じやくを破やぶる声に、広間中から咎とがめるような視線がアレクに向けられる。

　アレクは恐れている。ミラのアレクを好きだという感情を、モニカの嫌けん悪おが上回ることを。

　泣き出しそうなアレクの手を取り、最後にぎゅっと握った。

「心配しないで」

　記憶がどんなものであれ、アレクを好きな気持ちに変わりはない。

　微笑み、モニカはポーラの薬を口に含むと、杯の中の水を飲み干ほした。

　ドルチーノの操あやつる時計が左右に揺れる。

　それを見つめ、モニカはゆっくりと眠りの中に入っていった。
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　ここは？

　煌めく金色の壁は眩まばゆく、磨き上げられた大理石の床は見下ろす小さなモニカを映うつしていた。

　手を引いてくれる父を見上げる。そうだ、ここはカゼルラの黄金の回かい廊ろうだ。

　これは初めてお城に上がった日。王様にご挨あい拶さつした日だ。

　見上げれば微び笑しようを返してくれる父に安あん堵どし、モニカは回廊を跳はねるように歩いた。

　七歳の誕生日を前に母が亡くなり、言葉数の少なくなったモニカを心配して、ロスターはモニカを伴ともなって登とう城じようするようになった。父がずっと一緒にいてくれると思うと、モニカは少し元気になれたからだ。

　王様とお会いして、同じ年頃の大臣の子供達とも一緒に遊んで。

　その帰りだった。

「どうしてひざまずかない？　僕は王太子だぞ」

　回廊を出たところで出会った少年は、開口一番そう言った。父は穏やかに笑って「まだ礼れい儀ぎを知らないのです。お許しください」と優しくモニカをひざまずかせた。その対応の何が気にいらないのか、少年は急に怒り出した。

「礼儀のないところがお前にそっくりだ」

　父は笑っていた。だがモニカは信じられなかった。

　モニカにとって父は一番強く、優しく、偉えらい人だ。

　その大好きな父をお前と呼び、失礼な口をきくこの少年は一体何者か。そんな思いが顔に出ていたのだろう。彼は紫の目を吊つり上げると、持っていた儀ぎ礼れい用の扇おうぎでモニカの額ひたいを打った。

　裂けるような痛みを感じて、モニカは泣いた。額が熱く、何かが目の横を流れ落ちる。涙と一緒に拭ぬぐうと、手の甲こうが真っ赤に染まった。

　大泣きするモニカを冷たく睨み、少年はそのまま立ち去った。

　アレクシス。それが少年の名だった。

　アレクシスとはその後、王宮に行くたびに会った。他の貴族の子供達と遊んでいると、必ず現れるのだ。そしてなぜか友達を奪うばい取っていった。「王子がお前とは遊ぶなって」と言って、みんな離れてしまった。

　モニカは父が誘ってくれても、王宮に行きたがらなくなった。屋や敷しきにこもり、女じよ官かんや動物とだけ遊ぶようになった。

　もう社しや交こう界かいに出る年まで、会うことはないだろう。

　そう思っていた。

　それなのに、アレクシスは毎日ウェスタイン邸ていに現れるようになったのだ。会いたくないから隠れたりしたのに、必ず探された。毎日どころか朝な夕な、暇ひまさえあれば彼は屋敷に来た。そのときにはもう意い地じ悪わるなどされなくなっていたが、顔を見るのが苦く痛つうだった。やたらと体に触ふれられるようになった。穴が開きそうなほど見つめられたり、必要以上にひっつかれたり、抱きしめようとしたりする。

　気持ち悪い。寄らないで。二度と来ないで。王子だとしてもかまうものですか。思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんで対応した。それなのに一向に怯ひるまない。

　来ないでと言っても絶対に来る。

　嫌だと言っても無理やりされる。

　いらないと言っても押し付けられる。

（そうだ。この人は絶対に私の意見なんて聞いてくれないんだ）

　お人形のように、自分の思い通りになってほしいだけ。

　あのときもそうだった。

　あの細い月の晩、あの男は窓から入り込んできた。盗人ぬすつとのように窓を割り、鍵を開けて。力で押さえつけて、やめてと叫ぶモニカの口を塞ふさいだ。

　何度も嫌だと言ったのに、モニカの意思なんて存在しないかのように振る舞う。

（ほら、まただ！　私の嫌がることばかりをして、なんにも聞いてくれない！）

　泣いて叫んで女官が来てくれるまで暴あばれた後、駆けつけた父はついに叫んだ。

　――もう二度と会わせない！　屋敷に近づくことを禁きんずる！

　ああ、どうしてもっと早くそうしてくれなかったの？

　そうすれば、こんなに怖い思いをすることもなかったのに。




　うっすら目を開くと、まさに目の前にその男が立っていた。椅子から跳ね起きたモニカは悲鳴をあげ、反はん射しや的てきに手を振り上げていた。

「近寄らないで！　何度言ったら分かるの!?」

　鋭い音が響いて、手の平に衝しよう撃げきが走る。夢ではないその感覚に、完全に意識を取り戻した。

「……！　アレク!?」

　目の前でうつむき、唇を嚙かみしめる人物に、モニカは信じられないように叫んだ。

　じんじんと痺しびれる手の平と、うつむく男を交互に見る。まるで分厚い本が強い風に頁ページをめくられるように、次から次へとモニカの中に記憶の情じよう景けいが流れ込んでくる。モニカであった自分と、ミラであった自分。二つの記憶が溶とけ合い、徐々に頭に収まっていく。

（……アレク……！）

　顔つきや体つきが記憶と全く違う。

　少年の頃から同じ年の子と比べて背も高かったが、今のアレクは見み違ちがえるほど立派に成長した、一人の男だった。確かに面おも影かげは残っているが、たった四年でこれほど変わるとは。女性に戻ったモニカを見たときのアレクの驚きが、初めて実感できた。

　周りを見渡せば、誰もが呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいる。

　アレクの悲しみに打ちひしがれた顔を見て、モニカはシレナでの約束を思い出した。

　声を掛けなければいけない。だが、身動きが出来なかった。

「思い出したか、モニカ」

　肩に手を置かれ、やっとアレクから目を離すことが出来た。

「お父様」

　自然とその言葉が出た。

　父は何も変わっていない。懐かしい気持ちでロスターを見上げた。不思議な感覚だ。十三歳までの記憶と、このペンテレイアの四年間の記憶の両方が、自分の中にある。

「思い出しました。全て」

　アレクの肩が大きく震えるのが分かった。

　王太子アレクシス。三歳年上の王子は初めて会った頃からモニカに嫌がらせを繰り返し、挙あげ句く、夜中に屋敷に忍び込んで無理やり事に及およぼうとしたとんでもない男だ。

　あのときは一体何をされようとしたのか理解できなかった。だけど、いまはあの行こう為いがなんだったのか、はっきりと分かる。

「お、思い出しましたか、モニカ姫！　余との婚約のことも！」

　モニカの態度に、俄が然ぜん元気を取り戻したのがリチオだった。

　ロスターは困ったようにリチオに向き合った。

「陛下。あなた様はもうご結婚されている。モニカは……」

「じゃあ、こうしたらどうですか？」

　笑顔で声を上げたのは、マーシュだった。

「簡単ですよ。こうして記憶を取り戻されたんですから、モニカ様にどちらを選ぶのか決めて頂けばいい。選ばれなかったほうは潔いさぎよくあきらめる」

「マーシュ！　やめろっ！」

　取り乱みだしたアレクに襟えりを絞しめられたが、マーシュは苦しみながらもモニカに目をやる。

「モニカ様、は、いかが、すか？　決められ、よりも、決め、たくな……、か？　苦し、死ぬ、絞め死ぬ……！」

「やめてくれ、マーシュ！」

「そ、俺の、セリ……フ！」

「アレク、とりあえず離して！　マーシュが死ぬから！」

　絞め上げられ、マーシュの顔は真っ赤だ。モニカの命令にアレクはぱっと手を離す。

　しばらく床に落ちたマーシュを見ていたアレクは、静かに体を回し、リチオに視線を合わせた。音もなく、鞘さやから剣けんを抜き放つ。

「決けつ闘とうにしましょう、リチオ王よ。あなたがあくまで婚約の件を持ち出すなら、ここでけりをつける」

　しかしその声に覇は気きはなく、抜かれた剣先は下を向いたままだった。常のアレクを知る者なら、今の彼と戦えば難なく勝てるだろうと分かった。マーシュですら勝てるかもしれない。

　だが、リチオはアレクを知らなかった。彼が知るのは、アレクが類たぐい稀まれな力量の持ち主だということだけだ。及び腰で下がっていく。

「ま、待ってくれ、アレクシス殿下よ！　ここはその従者の言うとおり、モニカ姫に決めて頂こう！　それが一番いい！　それなら余は文もん句くなくあきらめる！」

　決闘などでは万に一つの勝ち目も無い。だがモニカが選んでくれるのであれば、望みはある。

　広間中の視線が集まり、ロスターが何かを言いかけるより早く、モニカは前に出ていた。

「アレク、剣を引いて。かまいません、お父様。もうこの場で終わらせます」

　目配せすれば、アレクは逆らえない。うつむいたまま剣をだらりと下げたアレクを残し、モニカは両者の間に立った。

　アレクか。

　リチオか。

　広間に集まる者達が、息を凝こらす。

　モニカは静かに呼吸を整ととのえた。

「私は……」

　その春の草原のような瞳を上げた。

　目の前に立つペンテレイア王を見つめる。

「リチオ陛下」

　おおおっ、っと臣下から興奮のどよめきが走り、リチオは狂きよう喜きにその場で飛び上がる。

　アレクの手から剣が離れ、音を立てて大理石の床に落ちた。

　崩くずれるように膝をついたアレクを横目に、モニカは静かに頭を下げた。

「申し訳ありません。私は、アレクシスを選びます」

「なに――――っ!?」

　リチオはへなへなと腰を抜かし、大広間の床に座り込んだ。

　若じやつ干かん「やっぱりなぁ」という顔の臣下達に囲まれ、がっくりと両肩を落とした。モニカ王妃が爆ばく笑しようしながらその肩を叩たたいて慰なぐさめている。

　モニカは両手をついたアレクに屈かがみこむと、その顔を覗のぞき込んだ。

「そんなに泣かなくても……」

　そうだろうと思ったが、やはりアレクは泣いていた。涙でぐしゃぐしゃの顔を上げ、モニカに縋すがりつく。

「ゆ、夢ですか？」

「夢じゃない。もう選んだから」

　指で流れる涙を拭ってやり、モニカは微笑んだ。

　記憶の戻った瞬間こそ過去に引きずられてしまったが、状況を把は握あくした後は迷わなかった。

　迷おうとも思わなかった。

「あなたの……記憶が戻ると聞いたときから覚悟してたんです。こんな……」

　アレクは声を詰まらせ、頰ほおをなぞるモニカの手を強く握り締しめた。その冷たく震える手と握り締める力の強さに、どれだけの不安を感じていたかが分かる。

　モニカは温もりを与えるように、しっかりと大きな手を握り返した。

（アレク……）

　どうして気づかなかったのだろう。

　こんなに想われていたのに。強引な言動に惑まどわされ、その奥にある恋心が理解できなかった。

　子供の頃には見えなかったものが、大人になった今、ようやく目に映った。目の前を覆おおっていた靄もやが晴れ、初めてアレクの好こう意いを素直な気持ちで受け止めることができたのだ。

「言ったでしょう？　ミラの記憶もあるんだから。どっちかというと、断だん然ぜんミラの方が強い。最近までだったからかな」

　これには困ってしまってモニカは肩を落とした。礼儀作さ法ほうからやり直しかもしれない。

　マーシュは身を屈め、手を取り合う二人に微笑む。

「ふー、やれやれ。勝算は本気で五分五分だったんですけど、殿下の努力が実りましたねぇ」

　やっぱりモニカがアレクを選ぶと分かっていたのだ。アレクは装束の袖で涙を拭う。

「マーシュ、お前は天才だ」

「その天才が危あやうくこの世から消えるところでしたよ」

「お前が生きていてくれてよかった……！」

「殿下が絞めなければ死の危険も無かったですけどね」

　記憶の中と変わらないやり取りをしている二人に、モニカは懐かしくなって笑ってしまった。マーシュこそ忠実なアレクの味方であり、大事な恋の相談役であった。

　だが側で見ていたロスターは、シャッと金属の音を響かせ、腰に帯おびていた剣を抜き放った。

　その音に誰もがハッとした。

　ロスターは驚いて立ち上がったモニカにかまわず、アレクだけに視線を合わせる。

「剣を取れ、私が相手だ。モニカが決めたのならあきらめろとは言わん。ただ、私に勝てないようではまだ婚約は認められん」

　ロスターの口調から、王太子に対する礼が消えた。

「お父様！」

　止めようとしたモニカの腕を引き、アレクはゆっくりと立ち上がった。床に落ちた剣を優雅な仕草で拾い上げる。なんてことのない動作なのに、先ほどリチオに決闘を申し込んだときとは打って変わって、その全身からは力が感じられた。

　軽く体を動かし、不ふ敵てきに笑う。

「先生も往おう生じよう際ぎわが悪いですね。モニカは私を選んだんですよ？　父親なら祝福するべきでしょう」

「父親だからだ。私にはこの子の見通せていない将来を見て、危険や不幸を回かい避ひさせる義ぎ務むがある」

　おろおろと父とアレクを見比べるモニカを、マーシュが下がらせる。それに合わせ、大広間に詰めていた人たちが、波のように壁かべ際ぎわに退いた。

　アレクは晴れやかに笑い、ロスターと共に中央に進み出た。

「今の私ならあなたに勝てそうですよ」

「聞き飽きた。モニカを隠してから毎日毎日、一度も勝ったことはないだろう」

「あの頃は怒りだけでしたから。今は違います」

　二人は互いに剣を構えた。アレクの掲かかげた剣先が、真っ直ぐにロスターに向けられる。

「モニカの愛を得た私に出来ないことはありません。喜んでお相手しましょう！　私の尊そん敬けいすべき師しであり、我が国の誇ほこりである王宮将しよう軍ぐん、ロスター・ウェスタイン殿！」

　カゼルラの獅し子し。

　他国にもその名を轟とどろかせる男は、本物の獅子のように咆ほう哮こうを上げるとアレクに突進する。その声だけでモニカはすくみあがったが、アレクは惑うことなく真っ向から立ち向かった。一撃目は小手先の技を使わない、力勝負の打ち合いだ。激しく刃やいばが交こう差さし、一瞬で火花が散ちった。どちらも力では一歩も引けを取らない。

　本気で殺し合っているのではないかと思うような裂れつぱくの気合に、モニカは震えながらマーシュの手を握っていた。

「大丈夫ですよ、モニカ様。お二ふた方かたは毎日剣を交まじえてきたんです。命を落とすなどありえませんから」

　しかしそう言ってくれたマーシュの目は、戦う二人から離れない。その真剣な顔に、モニカは今日のこの戦いがいつもとは違うことを知った。

（アレク……！）

　さすがは師し弟てい、互いに先を読んだ攻こう撃げきだった。ロスターの金色の髪が本物の鬣たてがみのように揺れ、一刀一刀力のこもった刃がアレクに襲おそい掛かる。

　二人に技術と力があるのは当然のことだ。それだけではなくロスターには勘かんと経験が、アレクには若さとロスターを上回る身しん体たい能力がある。

　手に汗を握り、モニカは食い入るように二人を見つめた。たった二年だが軍に身を置いたモニカには、アレクとロスターが人並み外れた騎き士しだと分かった。

　しかしやはり幼おさない頃の記憶のままに、ロスターは強かった。打ち合ううちにアレクの劣れつ勢せいが目に見えるようになった。剣を返す反応が鈍り出し、ロスターの渾こん身しんの一いち撃げきを受けきれずに体たい勢せいを崩す。

　モニカは思わず悲鳴を上げそうになった。床に手をついたアレクが、腕で横から襲い掛かった刃の鍔つば元もとを止めたのだ。受ける場所やロスターの剣がずれれば腕をなくしていただろう。さすがのロスターも怯んだようだが、立ち上がる隙すきを与えずに剣を振り下ろした。

　アレクが死ぬ。

（死んでしまう！）

「やめて！　お父様！」

　気がつけば、叫んでいた。

　大きなどよめきの後、広間にいた者達が息を止めた。

　一瞬全ての音が消え、モニカはおそるおそる目を開けた。

「……！　お父様！」

　そこにはアレクの肩口に刃を当てたロスターと、ロスターの喉のど元もとに切っ先を突つきつけたアレクの姿があった。

　座り込み、逆手で柄つかを握ったアレクにロスターは静かに笑う。

「勝負あったな。私が剣を下ろせば終わりだ」

「冗談。その前にあなたの首を貫つらぬいてみせますよ。私の勝ちです」

　ロスターが振り下ろす動作をすると読み、剣を摑みなおし首だけを狙ねらって突き出したのだ。

　本当にアレクが死んでしまうと思っていたモニカは足が震え、マーシュに支えられる。

　両者が拮きつ抗こう状態と見たドルチーノは、こほん、とわざとらしく咳せき払ばらいし、声を張はり上げた。

「この勝負、引き分けとする！」

　瞬間、爆発するような拍手が起こった。カゼルラの中でも頂点に立つ二人の剣技に、広間に集まった全ての者から惜しみない拍手と称しよう賛さんの声が送られる。

　モニカは迷わず座り込んだままのアレクに駆け寄った。そんな娘の姿に、汗だくのロスターは大きく息をつき、剣を鞘に収めた。

「……本当に私と互角にまでなるとはな。……見み極きわめが早くなった。余計な大振りも減ったな」

「愛の力です。まあ……あなたの指導を聞かないと、あなたに勝てないと気づかされたこともありますが」

　ちらりとドルチーノに目をやった。ドルチーノは思い当たったのか、ふんっと鼻で笑う。

「モニカ。本当にアレクシス殿下でいいのか……？」

　剣の師し範はんとして褒ほめるところは褒めたが、ロスターは渋しぶい顔で念ねんを押す。モニカは立ち上がり、しっかりとうなずいた。

「お父様、僕は……いえ、私は、ちゃんと今までのこともあって選んだつもりです。だから心配しないで」

「アレクシス殿下でいいんだな？」

「はい」

「本当に？」

「はい」

「後悔するぞ。……必ず。絶対。間違いなく！」

「大丈夫ですってば！」

「大たい概がいしつこいですね、先生も。でも感謝はしています。先生だけではなく、他の方々にも」

　アレクはやっと立ち上がると、リチオ王やガレ達に向き直った。

「遠回りしたけれど、私がモニカの愛を得られたのはあなた方のおかげです。ありがとうございました」

　モニカがあのままカゼルラにいたとしたら、きっと二人の関係は変わらなかった。どこまでいっても想い合えず、平行線のままだっただろう。色々なことが重なり合った結果だ。

「おめでとうございます、殿下！　モニカ様！」

　感かん極きわまったマーシュが万ばん歳ざいし、ドルチーノや心労から解放されたガレ、リチオやモニカ王妃、広間中に集まった者達から盛せい大だいな拍手と歓かん呼この声が沸わきあがった。ロスターもやれやれと言うように苦笑し、拍手をくれる。

　大きく上がる「おめでとう」の声に、涙を浮かべたアレクはモニカを抱き寄せた。

「愛してます、モニカ」

　これまで飽きるほど繰り返されたその言葉に、モニカは生まれて初めて笑顔を返した。
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　宿泊のために案内された貴き賓ひん室しつは居い心ごこ地ちがよかったが、モニカは眠れずにいた。

　明日にはもうカゼルラに帰国する。アレクがいて父がいて、たった四年間留る守すにしていた家に帰るだけ。

（……なんだろう。怖いのかな）

　まるで、全く新しい場所に行くみたいだ。言葉遣いも令れい嬢じようとしての作法も心配だし、屋敷のみんなとどう話していいか分からないかもしれない。

　悶もん々もんと寝ね返がえりをうっていると、ふいに、窓をコンコンと叩く音が聞こえた。

　見れば月明かりの中、暗あん紅こう色の目玉のようなものが見える。ぎょっとしたが、すぐに魔道具屋で買った暗黒の杖だと分かった。マーシュだ。

　窓を開けて外に出ると、隣のバルコニーにはアレクとマーシュがいた。

「びっくりした、なに？」

　手すりまで近づくと、マーシュは暗黒の杖で肩を叩きながら苦笑した。

「相変わらず迂闊だなぁ、モニカ様は。夜よ着ぎのまま出てくるなんて」

「本当に。いまは私達だけだからいいですけど、これからは上着ぐらい着てくださいよ」

「あ！　ごめん！」

　二人から指し摘てきされ、思わず謝ってしまった。やはりどうしても、男だったときと同じように行動してしまう。

　アレクは「謝ることじゃありませんけど」と屈くつ託たくなく笑う。

「カゼルラに帰る前に、私の婚約者の姫について言っておこうと思って」

　一瞬なんのことだか考えてしまったが、すぐに思い当たった。騒さわぎに紛まぎれてすっかり忘れてしまっていたが、そういえばアレクには生まれたときからの婚約者がいたのだ。

「ヴァルダンの姫ですが、弟と婚約しましたので」

「え!?　弟って……エリオット殿下と？　よく陛下がお許しになったね。アレクの婚約者だったのに……」

　カゼルラの第二王子エリオットとは、小さな頃に一度会ったことがあるぐらいだ。

　いったいどんな大恋愛だったのかとときめくと、アレクは重おも々おもしくうなずいた。　

「あなたを隠されてすぐでしたよ、姫がカゼルラに来たのは。結婚なんて冗談じゃありませんからね、仮け病びようを使ってエリオに何日か相手をさせました。その後、実際に会って思いっきり冷たい男を演じましたよ。うまく姫はエリオに好意を持ってくれました。やりましたよ、私！」

「何してんの!?」

「殿下殿下、その作戦、俺が考えたってことをお忘れなく」

「最悪だ！」

「初めての出会いから三年。子供だったエリオも大人になり、私に冷たくされるセリディアーナ姫に対する同情ではない愛に気づきました。二人は父や高こう官かんの反対を押し切り、去年めでたく正式に婚約を……」

「何その語りは！　めでたいけど！」

「弟は十六、姫は十九。どうですか、年上の女性っていいじゃないですか」

「……ならアレクも年上探せば？」

「あなたが熟じゆく女じよなら私は熟女好きになりますし、幼よう女じよなら喜んで幼女好きになりましょう。あなたであればなんでもいい」

「くっ……！」

（なんだこの敗はい北ぼく感かんは……！）

　不敵な笑えみで詰め寄られ、モニカは手すりから後退る。少し危き機き感かんを感じたというのに、マーシュは急に畏かしこまって礼をした。

「それでは、俺は退たい散さんしますよ。おやすみなさいませ」

「えっ、待って、マーシュ……」

　二人きりはさすがに怖い。引きとめようとしたが、マーシュは首だけ振り返って笑った。

「もう昔の殿下じゃないんですよ。杖を貸してくれって言われて来ただけですから」

　何のことだか聞く間もなく、笑顔で去られてしまった。マーシュがいなくなって、やっとアレクはその意味を教えてくれた。

「……いきなりあなたの部屋を訪れたら怖がるだろうと思って。バルコニーからだなんて、あの時と一緒でしょう？」

「いや、普通にドアから来れば……」

「見張りがいては厄やつ介かいですから」

　言うなり手すりに乗り出すと、モニカの部屋のバルコニーに飛び移った。

「危ない！　落ちたらどうするの！」

「心配してくれてるんですか？　嬉うれしいです」

　怒っているのに、軽々と降り立ったアレクは嬉しそうに笑う。昔からだが本当に話が通じない。モニカに向け、そっと両腕を広げる。

「抱きしめても？」

「う……っ」

　一応聞いてくれるのは進歩したと言ってもいいかもしれないが、あっさり「どうぞ」とは言えない。うんうん唸うなって迷っていると、アレクは悲しそうに両腕を下ろした。

「やはり私のことは嫌いなんですね……。分かっています、私は多くを望みすぎた」

「違うってば！　どうぞ、思いっきりどうぞ！」

　対たい処しよに困ってやけくそのように叫ぶと、アレクは嬉き々きとして腕を回してくる。

　決してアレクのことを嫌いになったわけではない。ただ記憶のなかったときのように、素直に「大好き」と言うのは抵てい抗こうがあるのだ。たとえ気持ちは一切変わっていなくても。

　広い胸におさまり、腰に回された腕や背中に当てられた手の平を感じると、頰が熱くなる。本当に背が伸びた。胸も肩も何もかも、少年の頃とは違う。

　モニカの髪に唇を寄せたアレクは、ふと身を起こした。

「お茶を飲みましたか？　甘い香りがする」

「…………飲んだけど？」

　しぶしぶ白はく状じようすると、すぐに端たん正せいな顔が緩んで口許がほころぶ。思い切りにやけられ、モニカはその顔を矯きよう正せいしてやりたいような気に駆られた。

　アレクは心底嬉しそうに笑って、抱きしめる腕に力を込めた。

「あのお茶だけでしたね。あなたが喜んでくれた贈り物は」

「そうだったね。本当にあれは失敗したと思った」

　思い出すたび、どれほど後悔したことか。あれは十一歳のとき。アレクの持ってきたお茶を女官が淹いれ、それを知らずに、うっかり「すごくおいしい」と言って笑顔を見せてしまったのだ。

「私がいかに狂喜したか。あなたには想像もつかないでしょうね」

　アレクはしみじみと言った。あの後大量にお茶の葉が贈られ、ウェスタインの屋敷の一角にはリュセの花畑が造られた。亡くなったモニカの母の庭園が空いたままだったからだが、造園費用を含めた高こう価かな贈り物にロスターの困こん惑わくもひとしおだった。

　アレクは亜麻色の髪に指を入れると、感かん触しよくを味わうようにゆっくりと梳すいた。

「……なんて綺麗になったんでしょうね。一角獣の森であなたを見て、私が思い描いていた十七歳のモニカは消し飛んでしまった」

　髪を触さわられていると、なんだか眠くなる。あまりひっつかないよう胸との間に隙間を空けていたのだが、いつのまにかぴったりと寄り添そっていた。温かくて気持ちがいい。眠ってしまいそうなのに気づいたのか、アレクは囁くように声を落とす。

「モニカ。四年前のこと、本当に反省しています。いいえ、四年前だけじゃない。初めて会ったときのことも、その他のことも。……本当は謝りたかったんです。でも思いのほか額の出血が酷ひどかったのと、あなたが泣いてしまったことで頭が回らなくなって。それから謝ろうと近づくたびに、あなたは取り巻きに囲まれている。子供の頃からありえないような可愛らしさでしたからね。もう腹が立って仕方なくて。いま考えればやきもちなんですけど、それが分からなかった」

　モニカにも分からなかった。なぜアレクが自分の周りから友達を奪っていくのか。

「あなたが屋敷に引きこもってからですよ、恋だと気づいたのは。一日会えないだけで力が抜けてしまって、なんにもする気が起きない。それでロスターに剣を習うという名めい目もくで、屋敷に通わせてもらったんです。マーシュには押しすぎだから引いた方がいいって言われたんですけど、引いたって効果がないことは誰よりも私が一番分かっていた。引いてしまえばあなたはこれ幸いと、私を忘れてしまうでしょう」

　たぶんあの頃の自分なら、せいせいすると答えただろう。

「意地悪ばかりしていては嫌われるから、屋敷に通い出した頃から態度を改めました。常に紳士的で、贈り物を絶たやさず、あなたの喜ぶことを一いつ生しよう懸けん命めい考えました」

「紳士的!?」

　ガバッと胸から顔を上げた。

「どこが紳士!?　隙あらば触ったり抱きついたりキスしようとしたり、めちゃくちゃだったじゃないか！」

　こればかりは聞き捨てならない。自分でもおかしいことに気づいたのか、アレクは顔を赤くして口ごもった。

「た、確かに。すみません、そういう年頃だったんです」

「年頃で済ませる気!?　僕がどれだけ怯えながら暮らしていたか！　挙げ句にあんな……！」

　思い出すと嫌になって離れたくなるが、感情の動きを予よ測そくしていたアレクは腕を解とかない。

「待ってください、それについては弁べん解かいを。あなたが婚約するかもしれないって聞いたんです。焦あせりのあまり、あんな行動を」

「……婚約。リチオ陛下とのこと？」

　アレクは苦り切った顔で眉み間けんにしわを寄せる。

「そうですよ。当時の私は相手がリチオ王とは知りませんでしたけど、婚約のことだけは突き止めました。父は私を結婚させると同時に、あなたも結婚させてしまおうとしていたんです。悔しいけれどロスターが手を打ってくれて助かりました。感謝しなければいけない」

　そのままガレに引き取られ暮らしていれば、あのリチオと結婚。少し気弱そうな王を思い浮かべ、結婚生活を考えてみる。十三歳のモニカは婚約のことを全く知らされていなかったし、お互い顔を見たことも無かった。

（……アレクよりは扱いやすそうな気がするけど）

　素直にそう思ったが、リチオには美しく強く賢いモニカ王妃がぴったりだ。あの二人も不思議な縁えんといえよう。

「あなたが消えてから、父の近きん臣しんに探りを入れたり、ウェスタイン家の従じゆう僕ぼくたちを見張ったり、ずっと怪あやしいと思っていたから、公爵に悟さとられないよう何度もペンテレイアに捜そう索さく隊たいを派は遣けんしたりしました。でもなんの手掛かりも見つけられなかった」

　当たり前だ。ペンテレイアに捜索隊が来たところで、ミラをモニカだと見抜けるのはアレクだけだろう。

「一度も勝てなかったけれど、公爵のもとに毎日押しかけて戦いを挑いどみました。あなたの行く先を知っているたった一人の人間でしたから、あきらめるなんてできない」

　腕に力がこもる。耳に掛かる吐と息いきに、モニカは不思議な心地がした。昔なら耐えられないことだっただろうに、今はくすぐったく、寄り添っているのが落ち着く。

　軽く顎あごを持ち上げられ、訴えかけるような目をしたアレクに了りよう承しようの意味で瞳を閉じた。身を屈め、唇が近づく。

「逃げたいですか？」

　キスしようとした唇が、寸すん前ぜんで止まった。モニカが身じろぎしたからだ。

　心配そうな囁き声に、小さく首を横に振った。

「……大丈夫」

　避さけるのは条件反射だ。もうあの頃のアレクと違うことは、分かっている。

　止まってしまったアレクの頭に、そっと両手を添えた。紫の髪に指を差し入れれば、さらりとした感触が気持ちいい。背伸びをすると腰を支えられ、モニカは静かにアレクを引き寄せた。

　温かい唇が触れあう。

　踵を下ろすと、ほっとして真剣な表情のアレクに微笑んだ。

「……よかった」

　素直に嬉しかった。記憶の全てを取り戻したのに、嫌悪感を感じなかったことが。

「好きだよ。アレクのことが」

　こんな言葉を言う日が来るなんて、十三歳のモニカに伝えたらどんな顔をするだろう。想像もつかないし信じられない。めちゃくちゃに怒って泣いて嫌がることを思うと、おかしくなってモニカは笑った。

　アレクが変わっただけじゃない。

（恋をしたんだ）

　泣き出したアレクの涙を拭ってやり、広い背に腕を回して、しっかりと抱きしめた。








　終章　―Epilogue―







　翌朝。疲れた顔のモニカにロスターは悲ひ壮そうな声を上げた。

「おお、モニカ！　可か哀わい想そうに、眠れなかったのか？　なんということだ、宝ほう珠じゆの枕まくらが合わなかったのか」

「いえ、枕は気に入りました。ちょうどいい大きさで適度な重さがある。もう少し数があればよかったんですが」

「モニカ様……！　もしや夜中に殿でん下かが忍しのび込んできたのではありますまいな!?」

「ち、違うよ、クラウド。大丈夫、心配しないで」

　さすがに勘かんのいいところを見せる侍じ従じゆう頭がしらに、モニカは慌あわてて弁べん解かいする。クラウドは疑いの眼まな差ざしでアレクを見ていたが、ロスターの前とあっておとなしく引き下がってくれた。

　実はキスした後、「離はなれがたいです。このまま一緒に眠りましょう」「イヤ」の問もん答どうが延えん々えんと繰くり返され、部屋の物を投げる大だい乱らん闘とうになり、やっとのことで追い出し、窓に鍵かぎを掛けたのが明け方だったのだ。

（やっぱり選せん択たく間ま違ちがえたかも）

　隣となりのアレクを睨にらめば、寝ね不ぶ足そくなど全く感じさせない眩まばゆいほどの笑顔で返された。

「最初に一緒に馬車に乗るのは私になりましたからね。膝ひざ枕してあげますから、眠っていていいですよ」

　とろけるような浮うかれた声で言われ、素直に眠る女はいないだろう。アレクとロスター、どちらがモニカと一緒の馬車に乗るか喧けん嘩かしたと聞かされたのは先ほどだ。途と中ちゆうで交こう代たいするということで折り合いがついたらしいが、ますます脱力してしまう。

　宝珠の前まで見送りに出てくれたガレは初めて見るような清すが々すがしい笑顔で、リチオ王はちょっと残念そうな顔だ。その隣で臣しん下か達を後ろに引き連れた王妃は、堂どう々どうと微ほほ笑えんだ。

「モニカ様。後あと押おししてくれてすごく嬉うれしかった。あたし頑がん張ばるよ。ここの王妃としてちゃんとやっていくから」

「モニカ様！　こうして残ってくださって、本当に嬉しいです。モニカ様が王妃になってくださって、一番喜んでいるのは国民だと伝えられてよかったです」

「ありがとう、モニカ様のおかげだよ」

「モニカ様、お元気で。またお会いしましょう」

「うん、モニカ様も元気で。あたしも行けたらカゼルラに行くよ」

　抱き合った二人のモニカに重じゆう臣しん達は感動の様子で涙を拭ぬぐったが、マーシュは笑顔で「連発されると、モニカ様ってなんだっけ、って思いますね」とつぶやく。

　その隣で、王宮にしかない貴重な薬草を手に入れたドルチーノは、ご機き嫌げんでモニカを見上げた。

「久々に王都に来られて楽しかったぞ」

「ドルチーノさん、本当にありがとうございました。レームのこと……」

　目をやれば、ドルチーノの背はい後ごに佇たたずむレームは目に涙を溜ためたままうつむいている。小さく震ふるえているのは、泣くのを我が慢まんしているのだろう。優しく頭を撫なでてやれば、紺こん碧ぺきの目から涙がこぼれ落ちてしまった。

　えっえっと声をあげて泣き出してしまったレームを抱きしめ、とんとんと背中を叩たたく。

「元気で。きっとまた会いに来るからね」

　離れがたいのはモニカも同じだ。目の奥が熱くなり、何度も瞬まばたきをして腕を解といた。

　ドルチーノは胸を張はり、背後に控ひかえた魔ま導どう師し達を杖つえで示す。

「心配するな。わしと王宮の魔導師達でしっかり見守って育てる」

「そうだよ、ミラ。おっとモニカ様だったね。レーム君のことは何も心配しないでいいよ。私が体調管理から成長の記録まで責任持って行うからね！」

　両りよう肩かたにウィトスの大きな手が乗せられ、レームは短く鳴いて怯おびえる。すでにわくわくの止まらない様子のウィトスに一いち抹まつの不安を覚えたが、モニカは深く礼をした。

「先生、今まで本当にありがとうございました」

　魔導師長の役にありながら常にミラの相談に乗ってくれ、トナタス亡なき後は後こう見けん人にんのような立場で接してくれた。彼にはどれだけ助けられたかわからない。別れの寂さびしさを堪こらえて微笑むモニカに、ウィトスも丸まる眼鏡めがねの奥の目を和なごませた。

「とんでもない。ミラ、今までよく頑張ったね。カゼルラでも元気で」

「はい、先生もお元気で。レームのこと、本当によろしくお願いします。あんまり無茶なことさせないでくださいね？　泣かせちゃ駄だ目めですよ？　あとレームの体調管理以前に先生がちゃんとご飯食べてくださいね。お手洗いも我慢しないで。時計もよく見て。薬草ばっかり夢中にならないで、面めん倒どうでも魔道具も作ってくださいね」

「う、うん。そうする。また……い、いや、なんでもない。またおいでよ」

　面倒見に来てよと言いかけ、アレクの突つき刺さすような視線を感じたウィトスはとっさに言い直す。アレクは会話を遮さえぎるように、少し声を大きくした。

「さあモニカ、ウィトス様とはそれぐらいでいいでしょう？　これを呼びましたから」

　これ？　ときょとんとしたモニカは、マーシュに連れてこられた男に顔を強こわ張ばらせた。

　引き立てられるように現れたのは、青い顔のディクトンだった。

「モ、モニカ様、数々の御ご無ぶ礼れいをどうかお許ゆるし願いたく……」

　汗を拭ふき拭きひざまずくその姿に、あのとき感じた憎しみが消えてしまった。祖そ父ふからもらった首飾りをなくしたことは悲しいが、他の色々なものを取り戻すことが出来た。

　モニカは翠みどりの瞳ひとみを伏ふせ、少しだけ微笑んだ。

「もういいです。二年間お世話になりました。僕が隊で役に立てなかったのは……事実だから」

「優しいですね。そんなあなたがとても好きですよ」

　アレクは身を屈かがめてモニカの頰ほおにキスすると、柔やわらかい微び笑しようを一いつ転てんさせ、厳きびしい目付きで頭を垂たれる男を見下ろした。

「聞いたとおりだ。モニカからの咎とがめは無しとする」

　ディクトンは、ハハーと地につくほど頭を下げる。

「寛かん大だいなご処しよ置ちをたまわり……」

「私からはお前の除じよ隊たいを命めいずる。即そつ刻こく城を出て行け」

「何それ!?」

　ぎょっとしたのはディクトンだけではない。叫んだモニカにアレクは不思議そうな顔をする。

「何って。私の婚約者を傷きずつけたことに対する私からの罰ばつですよ」

「だからって、そんな罰はないでしょう!?」

「ですよね、車裂ざきですね」

「違う！」

「殿下殿下、車でしたら廃はい水すい処しよ理りの車を使うことによってなぜディクトン隊長がこの刑けいを科かせられるかの謎なぞを深め見物人達の興こう奮ふんを」

「盛もり上がりを作るな！」

　見かねてロスターが咳せき払ばらいをした。

「アレクシス殿下。自国の兵ではないのですから、処しよ分ぶんはリチオ陛へい下かにお任まかせなさい」

　諌いさめられアレクはおもしろくなさそうだったが、やがて納なつ得とくした。

「仕方ありません。義ち父ち上うえがそう仰おつしやるのであればあきらめましょう」

「義父と呼ぶな！　まだ結婚しとらん!!」

「いずれそうなりますから」

　しれっと言って、アレクはモニカの手を取って馬車へ向かった。歯は嚙がみして悔くやしがるロスターは、クラウドに慰なぐさめられ後ろの馬車に向かう。

　マーシュがそつなく扉とびらを開けてくれ、アレクに続いてタラップに足を掛けたときだった。突然怒ど濤とうのような声が聞こえた。

「ミラー!!　元気でなー!!」

　驚おどろいて見れば、芝生しばふ広場でキーツをはじめ、仲間の下級兵士たちが諸もろ手てを振ふっていた。

「いつでも来いよー！」

「また会おうぜー！」

「困ったことがあったら遠えん慮りよなく魔道宿舎へおいでよー！」

　すでに別れの挨あい拶さつは済ませていたが、見送りに来てくれたのだ。兵士だけではない、魔導師や宿舎の使用人達まで出てきてくれている。祖父が生きていた頃から、そして亡くなってから。四年間、寂しいと気付かせることなく囲んでくれていた人達に、モニカは大きく手を振った。

「みんな、ありがとう！　また会いに来るから！」

　溢あふれそうになる涙を堪え馬車のタラップを上がったとたん、上から目元にキスが降ってきた。

「愛してます、モニカ」
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　この上なく優しく微笑んだ、紫むらさきの瞳。

　馬車はゆっくりと宝珠を離れ、チェリルー通りを下っていく。

　宝珠から町に下りるときは、必ず通っていた道だ。もう頻ひん繁ぱんに訪れることもないだろうと思うと、切ないような気持ちになり、少しだけ胸が痛い。

　穏おだやかに流れていく、慣なれ親しんだ景色を目に焼きつけていたときだった。

　突然、馬車の後方から「おおお――っ！」とどよめきのような大勢の声が響ひびいた。

（なに？）

　モニカは怪け訝げんな顔で耳を澄すませる。どよめきは収まることなく、やがて悲ひ鳴めいのような声も交じり始める。

　騒さわぎにそれぞれ耳を傾かたむけていた三人だったが、叫びの中に「貴き重ちような資料がー！」と言う声が聞こえ、モニカは弾はじかれたように席を立った。

　大きな窓から半はん身しんを乗り出せば、ずり落ちそうになり、アレクがとっさに腰を支えてくれる。

　通りを見上げれば、宝珠の門から一頭の子馬が駆け下りてくるところだった。

　そのまた後ろからは、ウィトスを始めとする魔導師たちが声をあげながら追いかけてくる。「資料がー！」とか「一いつ角かく獣じゆうー！」などと聞こえるが、いかんせん人間の脚きやく力りよくだ。追いつけるはずもなく、走る子馬はモニカたちの馬車にあっという間に近づいてきた。

「レーム！」

　モニカの広げられた両腕目掛け、迷うことなく一直線に飛び込む。

　受け止めると同時にアレクはモニカを抱き寄せ、レームは光の粒りゆう子しに変わり馬車の窓を潜くぐり抜けた。

　人の姿になりモニカ共々車内に転がったレームは、声をあげて泣きじゃくった。

「行く！　モニカといっしょに行く！」

　離すまいとしがみついてくる。

　モニカは呆あつ気けにとられていたが、やがてふつふつと喜びが湧わき上がってくるのを感じた。

　胸の中の少年を強く抱きしめる。

「……おいで。一緒に行こう！」

　本当はモニカも離れたくなかった。だがペンテレイアに残るほうがレームのためだと思い、何も言わなかったのだ。レームが選んでくれたのなら、もう何も迷うことはない。

「アレク」

　哀あい願がんするように見上げると、アレクは仕方ない、というように笑った。

「あなたに頼まれれば駄目とは言えませんよ。一緒にカゼルラに連れて帰りましょう。全く、あなたは本当に優し……痛っ!!」

　アレクが叫んで手を引っ込め、マーシュとモニカが「あっ」と声をあげた。

　モニカを抱き起こすために差し出されたアレクの指が、レームの白い歯にがぶりと挟はさまれたのだ。

　涙を拭わないままの顔で、レームはいーっと歯をむく。

「手、出すな！」

　威い嚇かくするように歯を鳴らされ、アレクは目を吊つり上げた。

「このっ！　少しでも可愛かわいいと思った私が馬ば鹿かだった！　降りなさい！　魔導師に引き渡します！」

「やだ！　いっしょに行く！」

「アレク、甘嚙みだから許してあげて！」

「ものすごく痛いんですけど、モニカ!?」

「動物だし子供だから！」

「それで全てが許されるわけではないんですよ!?」

　アレクが絶望に頭を抱えれば、マーシュは感動したように両手を組んだ。

「すごいですよ、殿下！　一角獣に嚙まれる王子なんて物語みたいだ！」

「お前の物語はどうなっている！」

　王子の悲痛な声を聞きつけ、馬車の外がにわかに慌あわただしくなった。

「殿下、どうなさいましたか！」

「モニカ様、馬が侵しん入にゆうしたように見えたのですが!?」

　護ご衛えい騎き士しや御ぎよ者しや達の慌てる声に、モニカは窓から身を乗り出した。

　木こ漏もれ日落ちる通りを見上げれば、追うことをあきらめた魔導師たちが手を振っている。みな一いち様ように惜おしそうな顔をしているが、取り返しにこようとはしない。

　レームを託たくされたのだ。

　感謝を込めて手を振り返し、モニカは集まった護衛や御者に向けて華はなやかに微笑んだ。

「大丈夫！　さあ、カゼルラに帰りましょう！」

　訪れたときには予想もしなかった、数々のものを与えてくれた。大切な場所にありがとうの言葉を贈り、モニカは騒がしい車内に戻る。

　明るい陽ひ射ざしが踊る煉れん瓦がの古道を、馬車は再び進み始めた。





〈終〉　　　










　あとがき




　はじめまして、こんにちは。小お椋ぐら春はる歌かと申します。

　このたびは数ある書籍の中からこの本をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。




　さて、本作は「第十三回えんため大賞」で特別賞を頂いた作品を改かい稿こうしたものです。

　私は基本的に明るい話を書くのが好きで、この作品も「登場人物全員が幸せになる話を書こう」と思ったのがきっかけでした。主しゆ軸じくのストーリーの中に恋があるのではなく、恋そのものをストーリーに。誰も傷きずつかず、争あらそわず、みんながみんなのことを考えて行動する。その結果起こった、素晴らしい愛の奇き跡せき…………！

　という爽さわやかな物語で、担当様が付けて下さったのが例の帯ですね。最初は「!?」と途と惑まどいましたが、間違ってはいない。変へん態たいストーカー正統派王子がヒーローの、どこを読んでも爽やかな恋の物語です。




　それでは、この作品を刊行するにあたってお世話になった方々へ御礼を。

　担当Ｉ様。とっても楽しい時間をありがとうございました！　担当様のお力により、私が当初改稿の目標としていた地点を遥はるかに越えることができたと思います。

　イラストの加か藤とう絵え理り子こ先生。素晴らしい表紙と挿さし絵えをありがとうござました！　ラフを頂いたとき、アレクのあまりの王子っぷりに目がやられました。「まぶっ、眩まぶしい！」ってなったから、パソコン画面から光線出てたんだと思います。

　また、この作品を選んでくださった皆々様、校正様、デザイナー様、出版に関わってくださった全ての方々に厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。高校時代、夢を応援してくれた友人、投稿時代アドバイスをくれた家族と職場の友のお二人さんと知人さん、大学時代の友人みんな、そして先生。卒業時に頂いた言葉を励はげみに、投稿に踏ふみきりました。やっとスタートです。全力を尽つくしますので、これからもよろしくお願い致します！

　最後になりましたが、読んでくださった皆様に心より御礼申し上げます。この先私が書いていきたいと思うのは、幸せな物語です。悲劇であっても、必ず清すが々すがしい気持ちで本を閉じられること。それが私の小説を書く上での信しん条じようです。

　その気持ちを忘れず、今後も頑かん張ばりたいと思います。本当にありがとうございました。





小椋春歌　　　　　







著者

小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。Ｏ型。

明るく楽しく、心が晴れやかになるような物語を目指しました。最後のページを閉じたとき、読者の皆様が笑顔であれば幸いです。

第13回エンターブレインえんため大賞、ガールズノベルズ部門で特別賞を頂きました。

デビュー作です。よろしくお願いします。







イラスト

加藤絵里子

Eriko Kato




北海道出身東京在住　５月19日生まれ

おうし座　Ｏ型

ずっとアナログ人間で、イラストは手書き派だったのですが、ここ最近やっとデジタルに手を出してみました。

まだまだ勉強中ですが、ＣＧも楽しいです～。

やらず嫌いはいけませんね！







電子版　ビーズログ文庫

恋こいする王おう子じと受じゆ難なんの姫ひめ君ぎみ




著者／小お椋ぐら春はる歌か

イラスト／加か藤とう絵え理り子こ




2013年9月30日電子版（EPUB3）ver.1.0制作


発行者　浜村弘一

発行所　株式会社 エンターブレイン

http://www.enterbrain.co.jp/

デザイン　島田絵里子（Zapp!）




(c)2011 Haruka OGURA

PUBLISHED BY ENTERBRAIN, INC.

本電子書籍はビーズログ文庫『恋する王子と受難の姫君』

（2011年6月27日発行　初刷）を元にして制作しております。




[image: ]



item/image/icon.jpg





item/image/cover.jpg
Koi suru o‘uii T 4
Junan no himegimi.






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p011.jpg





item/image/p056.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章



		第一章　禁断の薔薇に包まれて



		第二章　死んでいた



		第三章　姫君現る



		第四章　私のこと、好きですか？



		第五章　愛の力で



		終　章



		あとがき



		奥付











item/image/p021.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p006.jpg
FLe—gE12 <

%'l(f:"ﬂ"l-l.






item/image/p007.jpg





item/image/p048.jpg





item/image/p005.jpg
E+Fi-
Bhitskht=3Ti1F
LILIATE I

BUBETHOLON &
AIFETHABA, ,,
e ‘-" NS






item/image/p088.jpg





